
2A01 ふ砂 I I匁砂が和詞

ぽ綺）駈鱗チ、栢 lII進一、麟鱈翫勝丈｀
0馬場燐珈I 勇小森卓ニ

［序諭J I$-.2瓦 1J、加ェネ 1レギ｀ー範!ID Iこわたって 9 敏ぅQ練を放出する二とし、約
碍」ふ輝叩訂るここのたの民碍碑口紀） ＂泉エ知 IVギー及心「細籾
印和印して広召孔ヽられていふ｛して、投輯がしての信藉府；如 3 9 
翫、臼直遺雌鷹畔疇疇知｀苺文多く行,nいて 1｀る。f蜘叩雌っ
れた後孜復細）：：：わたって 1類戸戸 l遣その半雌約 1直ゥ正釦も訂ぽ放砕と同
加、庁鱚和し□1直蒻危遺和鱈迂い。
づ、 1位恥畔輝遥して几以前 l［約 I埠 I) 1 /9クュ年以降l廿勺 8 年 2) t 2 陸も
屡針釦親告さがておん‘1,'lク与 kl3 3t0ffl ら 3) f二り企年と 1つ 1直 l蜘点迅
るという和応‘あ）、 f麦てきる秒年 1邑ぶ望ま八て、ヽる，
叩で｀／fZEu と心血，，，疇l1扉琳疇9)いがられている図ぃ狂0)鉛も 1 争飯卵よりい鴫騎醍囚和れてい店l‘o 吃して このJう、：
牙叫と呵琢たしようり3紐、訊疇紅呵叩汲tA鱈1：：
ゎ二？て にイ知いう困難1J,..`‘奪につき 3 り・かで知 li "竺旦J知
知‘\I咤ぃ和釦璃互他釘韮闘知りか藷素救蘊知渭和釈複
m 紅/-:. J.)、半紐臼j灸1 3 :::-とを試み芦。
［戻兼］ t>.)紺恥約 9I)努 1：：：忍邸 A｀癒釦砕恥03 を尿虹炉ゃ椛チで｀墜紺し、衿
イズンサ戒祐t:).fュ恥が衷麦麟＇釦｀、あ｝ 3m と＆ん店； 1f`｛況純抄しし切屁入して
\、直惰這奴素吝も疇した。 1易ら爪た凸む喜ヽ品薮l号席停し｀ ／f2Etl.っ｝祖席成
いした。虹、低譴邸年）衣9忍紐‘か恥を l司杯 I:. fらィゎ岐紅 Iこり鱗
輝し、和紐這館しが奸凸屹紐とした。後知、 I炸Eu o;,ほかに 9量がぷ訟
を含んて‘｀いる。
心紐煩麟夜違青して1年し、危尋今町困砂放叡阻l足目直料を作応fー。
＂紐釦誠斜Ii、”“骸絲夜か 5 知輝流夜1:. 支と乞叫叩接釦岬tして、
マイラー繕紅＇羨叩しスコッチテー五覆っ紅ヘウト戸ぃ紺因、クネも‘‘::::.
ー 1項J:. I＝ぅ烏千し和グづが｀紅］mt訊知鴫か鵡'fr. 1 フた．
b)"碕：表醗雑翌質暑麻紺紅月いて拭料痴応rq砂煮度目各砂 l司（輝刃砕
叫睫した4)。じ界、スペイクとして知虹扉輝成の比（純度f?, f絃っ
芦如乍：舛， 0J a如尻作：幻， 97心~)江加えた。一走も洪疇
液や恥電景を x、湛夜ずに加えしれたス）もイ］の砂を贅をりとり 3 と｀ Xl1試て‘‘
与えられふ

盆— C位 bK M.x 
x= / xx —X -- (l) 

Cik-A法心 M
位し、 Aik, B豆心 l3' 心臼噂鴫；、スバイ／7 釦ばIぐイパ給した1虔っ
怜冠｀啄み：：、いちかわしんヽ 5 也う吟 K しあき ぐんじかつぶみ 1かれ乃し
いし bわい？む ：：もーリたくし‘‘
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紐和扉釦ヒt戌注
比仮幻｀ bk. I咋尋夜と
幻°ィクゎ卿該嗜往
比、叫釦‘'M！ば辱試と
ズIヽ°ィク和っ恥辺巧で‘、

. mSl打へ＾て復費か4『i直か 3
永あらい量であJ.紅、

炉表ぬ五はク品診浩弗夜や即謎比

恥謳刷戸岬夜
（心／瓜]•S6わ

／ク／ （/,I>ク7土 1 ゅ1/-))(/0Iし
/5 2 (2、細がIム）l( IO 12 

Iり （／れ功士． 0/)r） XIO/3 

／と4 (920 -1:,t>2))(/0” 

Igr o 

I攻血j琳紐

(at己勺’必
(I, 7年、必ク）X /012 

(7．之9 士，ヽ4) x lbIO 
(4， 48／かll) XIf)/3 

(I、 410 土， oor)x1t1 12

“：釘＿士， 03)x i/)I/ 

／乍餞か試料刈詮la
伏／幻て＂たが／'.f/ I JS“恥北
知 1 が／夕／て｀たが It3 とした。
t)i呻畷：疇詠ゃ It2砂知｀． I坪五，っ伽襄争汲知 2通リ 1か＇釘｀行うた。
吃~ 1 /J、食輯;t (7ランス LM"I騒ゥ心却咋桑，信蒻度終％ T滋差l3 豆;%)

1) 、他方 lJ知i:口が—ャ
紅である。 5 お、 1 d)す
沼疇田知 Ta凶叩：

表l遠柔
`’←』 U ―’ノた＼’1 1‘99ヽヽ＇‘,；；について 疋Eu とpて知ゥ筋峰が‘

双紐た。五心im知絲、比の不？巧恥甚磯知豆露戻l予
てい~.心姥果、系絵湘ハ直しして

伝：／ふ瓜土 a,/3 年
五： 8ー, I り士 o,0 f与

いう 1い·1われた。 . 

ーカ冒ー釦(Li)『ズペクトクス?巳-l広 l::. ょJ統虹知心叶t"あり、一次
囀咽ャヂータと絃立 l沿紅恥｀求がれ 3 :z._t..ヴ｀•9月1手さ仇てい 3. ン＂紛硯麦戚
”い＇～屯"`也：：［甲靱ま率這m > t-が可紅：：： h3.

/) J、 K4Stnerノ CaIt.J. f年・主Lノ心 (/9心）．
3 J、 F. Emer／乙鴫伽1．訟．弓•旦 3/9(/9?2).
3) W.sわ'ffl 必必． Z．p勺i竿 97 (/9?ク）．
4) 峰年，＂碕旦ュ (/9ク3) . 

.t) Y. Ka仙ad^“4，ノ N叫．恥広． M叫必 2と／ ？ク (/970),
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2A02 237Pu の箪域罪と特牲X 線の強度

（虎研） 動易舷， 0俵ネ恩決、知楚太郎

［存諦J .237pl{ Iな、 70ルトニウム同伽和中て．、も斧成胆が約姑B I:.短かく、しかも伏

練を放出し甘いたの、放知瞑名防止より競む：アルト;:::.シムのトレーサーとしでクj遠L
びふうら 1又り填Vの直·を lJ L`‘ め 3 本ク［恥褥々ぅ蛉性x練を放幻るのて｀：
長幻く 1戻われている低ェネルキヽヽー党テ，検出正手淳係検出恩を利用すれ ld｀｀ 吃材蝕、
眼、走尋 I訃闘て‘‘が。しかし店り、現圧のところ2叩畔紐/;t充鑓たしてい
3 し(J I ヽえ可‘ヽ、一方立7pu 違壊過荏這凶釦叩 Npパ紐遺，特lぐ L溝/(つ
いては、い強度を求めふ必厚があふ ' 
［文験J ~?砂 IJ臼疇巧麟ウラン1戎研寸イクロ長ンり摺e t'9- 4 （エネ ,v·
ゃ｀—譴叩V) 這射してi.3田（位 4n) ュ37Pa 辰応：：： Jって虹戯ぅ也た。た 7砂
のカレント 1 ＇・ 3．姓顔鶏立た試料 1ょ約這，町冷翻期間を遣ぃ頑疇 Iミう紐レ｀＇厄
ぷ麺這り 7°IV ト :=9 ムの分帷桟業を行フた。料業試料 l←ついて＂綬スペ 7 長メト
リ知｀ぺ釦f\゜？トロメトリの結屎、立クPu 訊西 l霊扉釦五，2.38？山のほか、短
応わ゜‘‘J吟綱麟23` 及び｀｀りとしてわたすることか‘‘見公丸
炉。このうち｀繹引t痰1::::暑ぅ饗年いのば斑和知‘'迫‘Pu 図｀げて‘'ん。 2 炉37
和試料を LEf紅蝕届で約年 B固 I~わた川給 43 囮測史、し、 1易；小．たそバ＇’れのス
心卜IVデー 1 を降桁し、る党テセ"-J吾lこむェネJレヂ＇ーと歿度を求のた。
咬、対鱗度頑j走 l::.IJ LE倅柊生届の I狂 I-=-$~ (Li_)検生搭も用いた。狂、ヰ7
冗以外 l:::. 、 1更即紐翠料から露したュ37U 邸‘‘
沼IAn の X線幻＼’?卜Iレ庄も痘0定した。
［姥果J 牙 1 屈．l遺史鯰釦約 I 年後に刺走し
た 2例の LEPS スヘP クトルを示す。蘭乎、上のスヘ'7
トルI::. 1;rュ37Pu の放出する放射続しが観刹さ札訂 ll ぷ‘、
下のズI\゜ 1 砂‘乎に 1よ 2a¢,238和,~由来す淑知知
応ぅれるJう疇 3 ．特に， 77, / kllV とク4、}如v
lミ恥艮レて来32苓っピーJ IJ'、.2.3 !,Fu 0) 1裏吏伍成初
t、あ~,2/咋屁淑幻 3 加＇の知邸｀知X衝＇’あ
ることが＼爽贅的訂簿っ縁果か；わ確かめ＄れた。牙
1 悶疇した綽累か5 見て、ュ約'p几の壊知追絋l：：：対
可が千純虚珠距妨喜はしX寧闊のみてあ）、f
知(}‘K直騎訂叫んど｀邊た才る利紐J紗釦
知ばヽこと公確旅がれた。牙 2 図 1：：子、レた寸う/,、
紺噂差記訳縁疇差バ‘9 1 ヽ 6 ヶっ単一また！J
複合ピークを翌バ‘＼伍硝和雌釘憐祈して峯紐

‘`‘‘ ぽi百 リラし，笏ずき ヒしあ＼ばた げんたうう
/ 
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縁‘のた。輝釦刹走に用いた£ヶのピークのうち、

2 ヶ呪笈合ビ-·J Iバれぞれ棧的釦 K~ パ知3 ，廓戒
兄(I ヽる。 このうぢ、グ｀；レーf llJ 3 本，グルー 70 .J[

lJ 2本遠ーピー97 1：：：伽稼すgことが｀？｀ 3 るか‘`、互い. Iミ
極めて近埒しているため 1く、 7ィッティンク切長1乍 1 ：：よふ
葬ーとf-Jへの伶捨）：：階レて、恥程炉’ぅ頑差が1号
5 込がれること仄｀含松斉えられもこの之と lJ、;1" 1 表
謬レた 3わ註る K戸 x 続 lこ町る和紐I:.む汲
尻からも裏ィす：小 3 ．牙追l 恥｀牙 1 表 I可J｀ こ心ぅ
況つ心X I, l ：：：つ II て統鑓印知； U‘‘l：：和痰釦 1直
を与えてあげ、これ SII 訊：：和叩租1直苫的
る殆I:::. 用いた棧合ピー）が正し< Nfっ k戸 X 知‘りが 102 C Npk’', 

｀て 19 3 2 との傍釦してのみ111 用する}·,とと‘'のたe | 7::::::: 
はち、口 s 2 ゎ棧令ビークのiや） l:: 3茶の心X 練 。 100 200 -~09.. ~00 500 600 

TIME (day) 

を nb訊 7本の単一ピーJ l：：：ついての和瑚知，廷 I4 ア項脅u t知x続叶譴砥
土()、 D虹9 て｀、あ？た。

如く、 X怠財鑓遣知、 Si (Li)澤訳？トル玄参考 l：：しつ＞、 LE和：噂ズヘ97
且 IVを日象に行った。いた烈寸ムビークに町り転<7J 11 かに，年のエスケーア・
ビークに町濱紅も行った。 l司ー→叩
疇知る 3 っ追花 23クFu 1 四u 邸以
如/(っいて 1恥叩た X彫該を虻藪如了盆

1) K.H必戎J.／ム．J， A砂釦．
在砂夕¥:/ ?I3 (19?6). 

ヽ
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ア（表 237pu の地威駒

t X練成介 半威狂l(B)

2 6. 3-KeV y-ray 45.16 士 0.18

59.5-KeV y-ray 45.23 士 0.13

Np K~a,2 ,.,x-ray 45.05土 0. 09 

Np Ka~ｷl 'X-ray 45.15士 0.10

Np K13x-rays Group I 45.13士 0.10

(Np K131x-ray 45.14 士 0.11)

(Np K133x-ray 44.95 士 0.13)

Np K13x-rays Group II 45.06 土 0.11

(Np K82x-ray 45.34 士 0.14)

Average 45.12 士 0.03

R.A.James et al. ('49) 40 

T.D.Thomas et al. ('57) 44 士 2

D.C.Hoffman ('57) 45.63 士 0.20

J.M.Smith et al. ('77) 45.3 士 0.2
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2A03 中性手放射化によるおI 怜／ 23吋比麗国：：隕する閑類点

（新匂大理） 痣本哲夫 1 0 谷口知史）外林弐

1 堆傾層ゃ化石府なヒ｀‘0 年／べ漫）史において｀ 235 可も‘5 のユ31 鳥 (T必•:i.4-'J(＼〇冨） 0)戎長

ヒ令＼）用するt 1~\0 万軒の峙イtt決庭枇来、涵T- 2ぬTK犀疇！如去のクロス 4 ェ、）クも可

樅となる。しかしなが 5 おl Pa.の史竜法は、怜含祝店湛醤： t＇ケ人．化均免柱質も精遠な在め

通訥の忍射化営的対法によう介折史世には大さな誤差灼手なうことは避＼うら訊ず、品の涜I

吏はさく限5 札t研究応し力‘行なうこておヽ柑、果な力‘った。牧々は与代痩‘＼楚への今＼＼廿もも
寿為に立叫豆涙然物中の含燈と求めるドめに中柱キ淑第他＼こよる 2,1 Po.（代， r）232 pa-よ勺
反応 □l I司 L ｷ P辻四▽に登換すると、比較的熔易な▽分析注、il)返麟：：よ I) Paが史逢弘采、

かっ精製したu t改ス～ク＼、ロメト‘)ーす 3 ：： ℃ ＼こぶ 1) ユ3巧の検阻しも可能であリ、分芍の
罵9V 卜しーサーセ使l吊す 3 こ℃によリ、l),2)_ 回の d スペクト＼直） I如ヵ、 5 吋／巧訊

能比 (23\ 盆／ 23巧這連している）と国唄に暇戌+中<fl可含曼t遼＼楚舟、哀 3 :: ℃が｀戸‘っ見

訥回＼さ：：の方法に隕連しt令炉紅っ‘‘て靱、岩しt::.カゞ．今同 lさ、この 23\ 品 I足覺の隠＼：：生ず
るいとっも‘の問醗、し：：ついて恙寮し、日芹産-=----次可拡物な℃について 232u／お町U 汲鮒徒比

セ決＼吏批来た 0で報告する。
2. 沿偲頬り二次▽虹な口遣紅訊ぶ製呵おふや孔坦半訣料いいして12m tそ

紅‘叩元英喩＼こ執いし速中楳令町丸べもニケーととも＼遠這、手甘塁卿訊iで 24 疇
屯注手芭択し知この℃きの独中社ふおよぶ速虹生手束\;j:'i:l'.'2 X \013；ぶヽぷふ→ 4.3直玩五這＇
であっ E 。翌射俊/ 3 8' B F:恥冷却し、 2321h(r)\)庁所K 昇； 233 Po.反応 1 ：：よる 233 paE Ge(Li)栓訊器
で即魔し、 311 keV ゎ r ビーク知弔いて諜率叙料't If)比較力‘5TK含極セ茉ぬtこ。そのあと V

り諷臼めに照射石英管た N吐03 t.℃も＼こ N tつっぼ‘て露融し、冷却俊C.氾3) HNO遣
如魔かし：：の癒棗中へ旺知涅の 23ou トレーサーt糸加し｀ホ、ソ\-フ°し一卜上で茄 l 呼喝
加挫しド。冷を｀P俊退l~令揺t.イ了ない上港液＼ミ礁酸ア＼レミニらムを枷えを包和させ酢醸エ今＼レ

で V も抽也し瓦 V 念盾 0 誹酸．エ今＼しt直諾羞怒歳＼固し、 8N H改で底叩落餡役、刈出1
tサ逢加え加熱し一液放匿し． Pu t 3•他 1：：愚元しt:.。ほぼ｀篤蓬釘ジ丁今＼レエーテ＼V で抽也
禄作セ·布うこt. ¥-:: l り Fe3キと塾臨しt I1も同時1：：抽脱唸去也，菜た。次に水屠たを N 叫で

簡処哩し哀唸イオン交喚町立 (Dowex 1x8} 200-400 mesk ）に丞し｀匁世の念N HQ t通

して孔(!VJ)ね直）豆謬 lこ｝唇陣しtぁと、 O.l N H(Q喀渡によ＼） u t宛薩莉製しt b ぅ紅

疲＼な羞発睦固役(1':q3) HN03 ＼こ蔑嘩 L ぎ‘‘賤了ンも〉愚解液．か 5 ヌテ＞し又籾.tへ汀t喝

羞さセた。 d 又尺クト lレの澳l 史は．塙初面猿枯0 面爪l の Siー表面齊壁翌検息喘．t用い、
〇ぷ～ 5 碍麟飩蘭史し r：：〇

3ｷ 今回の央駿でのいくっ打‘釘問題互とそか検訂：：っいて以下述べ 3 こい：：内ふ
i) V鉱石屯中性手哩術内うことにより Is 納杓謬以外＼こ． 2姿 V （叩）13巧写悶写町汰

町応 1こより匁竜の函pu が生叡し 239 pいの改ヒb ーク (s.\ s- !5.\31 :S-.\O MeV) か冴敦弱な 23'.)_ 汀のヒ° -

ク(S-.321 s. 2(; Meil)疇轡となうt灼特に▽布恒心‘らの Pい怖去t酸イ冨還元瓦おもか＼甘

はしも℃ てつ危） たにぐ｀ち かず｀ふ壮／ そ℃ばやし ドりし
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して、孔（皿）としてイオンな衷忠陪枯＼ミよ＼）行んい溢足4区桔県も骨tミ。

ii) 可象-g\\に屈訂る天然ふ祖知介叫0 Pc。の d ピーク (5.305 Mev‘) か‘’、 •B2 勺的に゜ーグ℃工矛

lパ‘｀ー的に翌爵して打）、薗堪版江戸喝抄‘店在古 3 と訊差の溌因になも。 4い匁府跨棟仔

叩器＼遵認 l:.: :2l] t渭豆入さt\t..:.も‘という b‘ 概べるt~め＼こ、密射してないt.°、ツうっ‘‘し＞ド誅糾
セ使＼芍し、精競汀瓜J.... N:ク且レさ笥史しtい 3 ー隆イ文＞匁漁輝い記＼）返守ご
廷よ＼戸鴫／ 2勺如紅飩比は 0.002 以下℃な‘) :mu; 23芯 U 比薗謎の切噛ぃ底らか＼ : 

℃廿わ叫〖。まt鈴つか這布試料にはに 2b8 p。卜し一サー•も添加し、lJメスやクト＼し 1：：
呵のピークが‘府直しない：：： ℃ E碕凜していう。

iii )230U トレーサー製造に .,_32TK （三心忍吋瓦詑 (P : 3t Mev ）セ町1 花が．：

疇に 2冗（い）賓品 232甘i')反応による 23l. u の浪入は． B2u/ 2吋比癌）児．＼：： tって間

霞となる。征坪なおOU トレーサーセ径3 謬品 l配岱体の年渫類の差要tが\\t\ L t: 2 回がし
速令鮭蒜製セ逼涌しに。翌射しに廿屯 13 日冷却 L お漆老ほぼ‘＼た全t：：：迄甘＼こJ;衷変させ花卦点

ではヒ▽セ令謎す 3 ヒ怜—+ro.c\-油、 に2.lo品の 60 ％が烈 3 。 C の F尋支に 3謬芯薔しお0汀の生

長t4寺ち恥‘げた精製しt~とこう．その▽の拉．1T/2.loU 比心 0.00 ％でおリトしーサーと

して藩足行く紬度であった。一方 1 回目介蘊の U 0) 2.l勺／庄OU の同頃点での比 lさ 0.02~ であ
＼）、 この操作 le よし）お2甘のうい這l少ざ七う 3 こ｀わか l) ｀し団．目介誰直役のもの（吋T

/2泌U 比： 0.006) 't. 1倍用するこしi遠 l) 祀冷長期間 230U トレーサーセ使用でき花。

iv) U粒石中には｀ U系列に属する 130TKが｀＼ゆず有在してお、 1） ｀原子炉での長時闊屯性手

畔K よリ、 2所k(1l} ャ）公 I恥虚詞 Pa 麟で芍l p0.た生載し｀目的とする船、董お1 氏へJ:.急冠
ぃ： t汀 l) 、こゎ芍法が適用迅来なよなる 6 まセカ基 1 こ 2泣礼た含屯位石では、おユTk（債｝

四） 23\宜二豆疇による町諄欧を要視す 3 こ'c.,も甑来な＜忍 3 ゜こ心叩臼住
這射令件下で｀ 2如孔す、よぶ‘2,1 B這｀ 23町］し平衡晋存在すると仮兜．し危℃ぎの中 1注諷射時

間に関す 3 生飯町口靭冶屯表 1 Iこ．また 24疇超．射試料tミついで吋K力‘5 臼ぶ尋t表
2 にまとふても、い E e 

V). 紅疇慮もし諷操倶 5 れt~荘県t表 3 lこさとめて古心‘セ。
表・1 表 2

□P゚ ：□□ 1言□
2
-
6
 

o.on 
l 諜． 913
0-1 lo 

集 3

誌料

元 l1l 元

＇）可豆ウラ，，
凶痢

対

ウぅン

0,0t 弔ナ謬

羞喜塁三□言三仁三共カッコ内は四'p../23叶寸比 le 将渇．しtもの
ロ口

1) T.1-la.slionoto, K.k,d。)T.s砧碍o.sにい迅碑．いに。(l/\'\』. LLtt．益（ I町）瞬•
1) T.H心い。わ， k.TQftl.洛叫ki} \-\.Su”a心） T．涵。~*o.S位了． Ro.ぬ心J .CK.,汎．呈 (I町）し 3)

-137-



2A04 アクーかニド‘元素の亀着

（原研） 岡崎修ご～ 0河野i言珀 侭原陣天

び線又ペワトロメトリー［J,？り十ニド元索の同1立体ttを剃定するうえで有効な合沃0)
ひとつである。こ0)場合使用する‘ノース 1よ，測定精痩を品めるために分解貪恥＇餞れている
こと，取祖印 1訊放射沐の 1Jがれ湛ちが‘ないことが必専である。こうした季：T｛がらイソフC
ロt.りしア）しコー 1しを用い「こ賠為によリソースが乍製方法を検討した。イソフ汀］t町しア IL コ
-.)しを用い「こ竜着法l比較的短峙向1：：：爾名で＇さ多くの研究砕報告されているが，牧釘J?
7 今ニド元索について定量的に竜着 1 るこど，ぉさび分解能爪＼扇いことを目棟にして村附
した。

虹知げ結果
四爵ぷ操作， F謳1こ）ぐ、ッやンク｀尤として白金板を取付けた亀絣セ Iレ(::.イ汀ロビ）し

アルコ -Iレ」忌酸，系慕沼斗溶液を入れ、白金回転、竜極（喝極）で｀1憶拌しながら藍部「：：：。竜
約委白金板を 1 `)7°ロビルア）しコールで冴を浄し赤外うシ 70 で年決晨し「：：： 0)ちがス／心｀ーナで｀ホ
懃した。
白全板IL い） ？しン、アセトン，水、'7M硯餞水，アセトンの＇嗅這音波穏直
いたものを｛輝した。
(2) ―-竜．石収幸， Pu·242 を哀辞として竜圧と塩醍細0晉について検討した。長 1 にみら
れるとおリ陰極畢i従泉度が'2,5~5 叫／ cm2 0附近で‘竜ふ収率が‘届くなっていがi「ミ龍流
を—足とした竜酪で IJ I 陀杜昏流岨度 3 ~5"'YYIA/ cm切税直：：おいてqq,5 ％以上が竜ぶ収
卑疇られ「こ。
亀ぷ収手 1I ，電糾後の洛液，白全

板の洗浄丸竜解セ lレおよび‘陽社の
流浄液についてo<線を洟’l定し，これ
らがい試料採取骨から差 51 いて来‘
め rく。

U-235,Np -23 'l ,Pu-23'3,凡・

239, Arn24l, Am-24~. 伍·244

についても定爾流（陀極竜流泉度芍
叫／びnz) で貴滋した。いすれの核
種においても 20分}司(lJ棗揖て｀、qq%

以上の要ふ収争が得られ「：：。（表 2)
(3) 息羞I‘生および｀仄スヘ~? t l レ
作裂した 8枝、種のソースをイソフ゜

口ヒo Iしァ Iレコ- Jしに浸し． 3 分 la)足B

おかさ‘'さしゥうじ‘ こうの瓜ぶあき

表竜着収幸
?u-242. ；既000却吼 イソフ•口己9可lレコー）し4,o戒，遥卦； 20m匹
紐吟栢； 15 如廿．＇温疫29~30°C —•.. • 
亀圧 唸極竜流麒： 0,1N塩酸添加量．竜沿唸華

%OV  

530 

700 

1000 

'(00 

', 

り

,, 

1'60,J 35"0 

匹～430

600~1% 

2.、0~2.2 叫

3、2~ 3,8 

3、8~ 5、 0

G.2~ g5 

< 1.0 
I 、 2 ~ 2 、 I

25~35 

G,,3 " 9,0 

3 

5 

窃0- q50 t 

しのばらク） 1ぶあ＇

20 凪

{ 

,, 

5゚ 

10 

30 

20 

’’ 

', 

32、5 % 

q8,5 
qq、4

96,3 

6 3.0 

qs, 5 

哨， 1

四
31, 5, 

qq.57 
q9、bo

竹，0ぅ
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音洸穏を行い，洗浄消溶液のぷ、さ泉
狂I足 l 「ことこう，バッ宍ン）＂和1J‘

らの II t叶滋tjはいずれも 0 、f o/c 以

下であった。

シリコン表面障望翌椋池器t用＼’
r::. 仄浣スペクト）しの測足で且： 1 白金
ね lミ禽ぷされ rこ1tや料の唇さによって

多少奥なるようでふるが，いず｀れの
‘）ースについても 1 '6 K ev- (FiWHM) 

以 1利 Ol 分離能であった。 Np- 23 '1の
凶続スペクトルを&l 1 (::.;j-、した。

以上のよう l：：イ、） 7" 口t°)し Plしコ

ール・扇蔽系の溶液から白金椋への
“は．定悔流臀鰭（こよ＇）高連着
碍碍るこどがで｀き、分麒遠
厄、）—スを作るこどがて‘‘さた。低

籾の拭科おょ的認‘? 7 ナニド試
科（こついても今f知課題として秩討
する。

よ史竜汲竜解しこよるアク十ニド元素の竜着，

-U-235 

か／フ°O tりしア lしコール 8、0 叫， 籠紹噸2.0 訊如，，陸海竜紺諜 3．朽訊
温皮25~30℃、唸邸麟．29-11\呼

萩種 腺取量 竜J£ 亀着這
610~72.D V 呼．q€ /ーo 

730崎’oo qq,25 

Goo~7ゐqq,3o

5OO～紐呼、52.

Np--231 

pu-2315 

Pu-2呼

和ー 242

Arrt-241 

A11lｷ243 

111,q3将

'7q、 11 

邸3

心，5．

8 i,64 砂～180

輝能 悶嚢号l•一こ
l '1、qg Kev- o,o36o/o 

1 6,8し 0 、 0045

14,52 
•さ'

吼37

/0 、16 6OO呵00 qq,5s 

竹町 600~700 qq、6o 15,q5 

C-m;祉4 \、4q 1 459五竺 9紅 Iむ！5

•* PLl-239 ば 240 fu が含1れて＼ Iるため分蒋庶む見1足で＇さなし1.
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2A05 

は lS めに

頴攣廃寝中のアク今）イドの定量
ぽ厨）ノ虚麟 0如骨説男

謡蜆菜初は、念いれる訊翠疇バ」＇鱈も1繹雇閃謬釦処麟し応戸t
“らない。しくこ心的和滋作戸農飯心丞 I各 ‘?\)r,;::c授虎に攻1系打遭りにき、、
fこか極翁淡れ拍、、剣‘歪奇K砂炉＇’折り
今 4 1ヽ｀に、項知｀の競既＇子の和 ())ll望れf’: If)＼一翡，4 臼うい滑ふいて、、紅＇、

｀｛め＼i ℃んも叫叩印惰l弱叫豆知虹しfつのち、水紺此肉f以へiJ)た現，）1 1`/ 

丞釦輝，府応麟、イ；認珀ヽ、何掛該甕心ざれて、、る。しがし、ごれらIf) M 后処唯ゼ Ii

でし1齋杓鱈詞研f叩仮） 1'.: ：豹，、｀斧吃条め｀｀叩磁疇，2-)
謬ヽヽいわれてヽ、み。このぷうな出心糾切落僻曖つお I了ゐ国鮨を箱咬奇 b t洲 9:I＼ら 1本
、試料の叶口戸釦ガりぷ噂扇疇疇叩℃ 1ご手 1) 多彰足幻心鐸舷鱈
‘‘》つヽ、で｀丸か麟1-:: 似知泣魯 ?o お‘ぶ心拉））ら吋 I二、、たるアク今）イドが恥0午 1 こ
定量的に央虎古る牲嘩旺l 吊しぷ放恕悴If)分醒定世を行う炉芸を関榮した。
亮祈にあヽ、て、一綾茄芽ヤ圧葵突ば、 HNO3 手た 11 N<l. OH て｀中和され萎発伝て｀邊翁さ［また

貯殴勺::. 7 内II)スラッ、ジ 1古そのまま、、それぞれセメント固化されて、、る。これら環縮竣ゃ

スラッ、ジ中の小放射吃の測史に当リ、 I) て‘ぎるだ｀ヮ宵単な炉去である二t, 2) R晶含
めアク今J A ド（主に寸W‘ らQ)の固時咽l史ができる：： ℃） 3) 必要に応じ、各咳稚の分離
定量がて，、ぎること，午）秦東助の榮•生昼砂漆ヽヽ：：こ）なじ｀の、点の‘ら抱々の分ギ虚を比較
遣鞠釦、衝、、須I＼呈知紅誂戸印正 V訊‘社和紅戸ヽ、左
液危ら心麟の令＼＼ら疇知、斑婢修心疇If\恥砂咽罷つか'C I羞
レ、愛知戸‘)、か和辺、恣射能囀性へ弁＼沿勾わっもた税詞 v た。

〔実験〕 ` 
祀乍方去； 刻I らの次のような方去によって行った。すなわら，① Pt皿中t'、スラッ、ジ

試和 (l g ↓ヽげ）兌各対囃叫3 つ、、て‘如Io n 6 処瑶訊ヽ，幻心げ令｀ざ令...,て勺‘砂 9 の

k后を知紅知 I2 卯憩吐咽 00 ％＜塔翁鐸。凌却俊が、5 バの壌摯い知豆虹i` 
Fム a羨、梵噴しt俊認の Na...C)0牛た己飼fふ炉象麟輝疇らにわ手 1` L 公‘ぷ‘l::.
如懇ぷわ（へ 300°C,)。②環報痰 (I 戒）の試科1ま、政皿甲ぜ華堤l "'のち、 3 g/1)柘so令
, 3砥噸恥0知数知瓢or. 叫0午J I 畷の午9 o/o H 百ち雌色して少罹ずつ加え、釦
に岱懇噸姥 8`1名じなI...なみ念て＇叫恥，じ°ヽ刀麟坂謬稿iん。③綽叙約兎麻鳴、研5
バの水℃ヌ、 5心叡⑫11各 0、 5 蚊疇麟0午藩條 U, 2 ～遠a1 I'7 o/a 閥，麟違
元恥し｀丸麟り命豆）して、、ろ疇仇＼f ¥. ＜護叩丘 6 ;)0.1¥-5 9/a ぁ B心麟2
以を加え BaSO¢ のオ亥を1乍り冷却後，込泌⑰茨段~o，牛5 心間のメンブランフィ Iしター

(47 洲IV"\ 1')ぜ武圧苧過レ，完記茨争し，軒廃俊吠切甘能炉疇を行う，
試料這l定；アク今｝イドの回収率い調べ｀ろために、呵」， 237Np， 下3やU) ユ41伍ーに

: 1•#‘ ゃしぶしい・ふじ‘さぎ工つあ‘
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などを／ランタ｝イドの挙釈を知るために 1s2 Eu を卜しサーとして吊\I花。 放鱈荘廃冠

鱈夜 I 砥た，スラッジは約 400 とて郊埋したものた 1 合狐下屯それぞれ 1 国の祖要：：

町た。閲翁の制定に 1ま、包付tt例計敬装置勺i用I\た。
忠験綺果； 1) 、 トレサー量の U, ↑沖， Pu ， ふ，し成について各ピロ硫酸塩容詞も行ない、

紬炭物叩蓉苑I:::.0.4-5¼ 麟肴羨2mとを加え各元崇の恥0斗への芸吏率菟額＼べ｀ E 糸昔足，い方‘’
れもq 5 ％以t. 0)僅菟示めし、ほぼ志足のて＇ぎる糸音果て｀｀あつ E。なあ、 o.'+5 ％訟ふ容寝こ
よリ生咸古な這lま、 B認江して 0、「5 唸店(J)童ざ 1こ担当する。―ーの条件て‘'の自己喋戒 1.:
よる彗線の言ャ装率の掲史ぱー138Pu t'5％程応｀あった。
2)、試料の化営的組戎が祖后ある二℃も‘ら， B叫lこ共和古る物笥が約曾喜在ずる毒合
も考えなすれば｀后らない。栖I えば｀己の嗚合， トレサー量て｀｀は 0、名％松山容疲2罰心＇住威可
る恥浚 I―しq8%1人t.共史ずか l かし、同じ｀条件て＂含まれる Eu の量が｀ 0、 5 唸 2.0 l'YI~にタタ＜
なる℃，恥04-への芙爽率Iまそれぞれ午0％おぷが 3 o/•となリ・大部分が苓応残って、、か
E⑬ 2、 0 唸含む該から Eu 菟 1呑 l華烹全に茫売さtるためには． Bむ虹への梵•現咤 4回 (I) 返

ぇ布 I必要があった。

3). 乾燥スラッ‘ジ (0 、5~O. J g)吃用 n た雫験て）ま，ぽ 1手免全にふ放的紅芙茨ざせる0)
に，疇への共犯を 3 ～午回く l) かえ寄必要があつた。濃蒋疲を用，、巨完詮（吠祓：射罷が‘
ノyーな＼ヽため叫1ふた黍加した）ぜ Iす、 1 回目の恥0ぃ：酬の斗1如が共吏した。
4)ヽ臼釦皿で用 u たt.o 口疏報塩容釉か1, 噛度を心手1、t:に高くするt P七の容陥が起る。
、そ叫音暴融成胴ゲ暮夜に Ti知溶液苓加えるヒ悪色の茨殿 (Pt)が生じ！ふ線言汚む）褐史
も詔くため，加憩品度に注庖菟要すな
考察； 1)̀ 吠計敗にあ汀る訟SO4 (J) 0及 l又による攘史も少-な<.するためJ 1 国に加える
痴ャの是を制限 L てある。：：のだめ吠放射体の回収争を知るのに 3 へ午固場合によっ
て 1まそい）‘.t.，訟泌浪兜反応をくりも‘えさねばならず，項雑となろ。ま E ．唄淀桔渚汀旦ニ
ずろために和量の試料ち偲用するこ'c 1;J:、当然、空茨 1：：影響ビおぷ l差釘胴駅量ざも含ぺ砂
恥島に共究させふ翁巽制定古る方去 lす、実荊酌でなくなるであろう。 l t'し、放射牲差哀
やスラッ、ジ中の改放肘能の唄1\吏のように比戟的丈き后器差畔疇ざれる晶令 1：：ば、可差な
筒）誌糾杞もーなくし (I§ 以下））知幸よく恥04に目的ヒ古るふ放射倅で芙究ビぎ全ふ
放射能這llお知して屡れて、ヽる方去てある。
2) 、 この方宏 1ま、試科吃免五戸娯爺ルtぁ℃崩：：松go4-の定条兌也成＄わお）臼‘ヽをよ祓釈餞
在吻＼‘知｀きか入オンク綬材遠考惑詞ね名ふ、ぷぶ滝店fふどの朽条屯困ヽ‘ゎ l必砲浴后ヽ、パ‘`
非睾灌陳fぷ割鯰知いえる。
印ぃ譴況訴小＼＄．は森射紆厄含む脳0況訊倍u 祠遠釈奇伍疇鵡知牡ヽヽ、紀元

亨の埠んな陣）礼o)｀足喜へ℃乾羨固劣シともて｀｀ぎみ．

(1) C,W Si¥l a叫 RL 、 W i ll i⑮s. AnC¥ I. Chem., 年， 162 4- (1 q 69)
(2) C 、 w. Sill I K.W 、 Pu?加＼ a叫 F.D. H; 呻no.n, Ano.I. Che似竺， I ワ 2 4- (I 的4-)
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2A06 22仇c 左トレーサどしたアクチニウムのうシ＇’オポーラ〇グラ 7 ィー

（乗北大金研）検本進三頭爺明場）l| 仕1牟 0山佑元

豆鱈1和を得たないために通佑0)覧羞化競的分析ガ｀困難であ百致フガのアりチ）イ
ド元素 Iこ L フ乙、ラシ＇’ォ記 7 日グ＇ラ 7 ィー (Rad ioやIaro9呼hy = R、P.) Iば｀こ軋 5 の覺
知碍屯約をも知 3 .tむ＇火変肴効な手段乙＇’筋 5 。アクケニウムの RP li /9 り6 年 1打 F．恥id
＂了ったのIJ'‘唯一の研究例む＇祈 3 が、l)彼り碍た結屎及び約誰Ii、ボーラ日グラム 1：：：更験、点
ガ尿され Z い在し）、不碓ガさの砂し\R. F 0) I i町 1廿＇哨r-o.d iOl\.cti Vity をそのまま所析に用い乙
ぃ 5 、乎笈篭 1庄ガ｀ negatlve 過ざ｀う、硝0)，忽か 5 疑問が炒し）。蒋 1：：：、敬碕蘭以上り更駿時
間を専すJ R. P.で＇、トレーサ K して 228Ac (ty,_,=.6 、 13 -ff..)も用し）乙 LI ;;j翡ば臭殿0)精度
及び正確さをイ8 下させ§一つの要因 L 在フ Z し l る L 考え 5 れ＄。ク囮依｀ 2 ば、アりチニウ
ムの竜気化津的還元特l'生の調痘<I) -浅l:'.. L l 、i嘉化物系℃’'のアクヶ：：：ウムの R.P．を行 L) 、
その町徴を謡べ、乎成電i釦乃知定を試みた。特 1こ、卜しーサ L L 乙／ま 225Ae (ty2.= |0 d,_) 

屯用い— K、P. 0 更駿的足装匿にも改艮色加え：）禾青度り高い規＇l だを行？庫とした，
竺く 225Ac のミルキング〉 親板種で＇祈 3 229丁k （七y2.='7 3千0/) は原研 1こ保管中

の 233U の中に版長し乙いたものを化伊分離し乙利用したも0) l’' 、築量約 30 ドしであ 3 。こ
の 229Th には、 233u に混入していた z3z.u よリ版長した 22ぽ「h が約 300 ドじ滉仕し［おリ、

22千応、 212 Pb 笥炉豆€物をも 22'Ac よリク維す 5 必要があフた。ミルキンク’'iJJ今＇l頁 1ま、

図・ 1 に示したよう（こ， 7 M 硝酸中で＇バッチ如：：：よリ咳1 オ｀／交侭樹脂／こ吸着さ也 E TK 力‘
5 、兄〇｛鱈種色液相に分維す 5 もので、放射1し玲的に純粋な 229Ac 在『0 ％以上囮収乙＇’
さ 3 。 <R. P.試料堵液〉 支埓愛解度l:'... l 乙ば虚化テトラI-- 1-ルアン毛ニウム (TMA ・C9.)
を 0I I H の：農危で用い、 225Ac の：農尼 Iず 0, 5 "" 0, 7 戸／成 (3.8 X /0-11~5,4 " ID-11 M)  

229Th. 228Th in 7 M HN03! 

with Dowex 1 

「 es i n I liq. phase 

Dowex 1 Column 

Conve「s i on to 2M HCl soln. 
•. 

Dowex 50 Column 

3M HNー-3 

22sRa, 224Ra 

212Pb 

213B i』 212Bi 

L して用し＼だ。搭疲のpH は西メーク在用い乙

2,2 ~ 2 、 3 に関整した。更に、翡逸セチ lしトリメ
ケ 1レ了｀ノ毛ニウム (CTMA· a) を少量加え乙扮く
0) jJ’'望ましし）か、こ此 l a.'. CTMAｷ CQげ鼠紐1匂用

によ，て試科寃液桔 L 固塩化炭素祖の界面の界面
張力を低下ざゼ、落下す釘蘭千水録の慨l＼粒ガ｀‘円
滑 lこ界面を菌過す 3 よクにす 3 ためであ 3 。 < 

屁手',/員＞ 参照覧極 1：：：ば飽幻力りメ）レ覺極を用

い、tr 1JO 電圧は、柳パ°ーラ〇り’'1 1 PA-I 02 色

印） z tr 加した。兎げJk録試科の植集．時間は 15月
1,''あリ、町復｀集の前（：：： 1ま Ar を通気してぅ眉杭欝を表
o f紅 1こ努めた。囮収したJKク阜＇料（ばtり重量を
規'l 定した後に、グ量の 3M 稲峻 L約 20分問揺、とク
L て、アマルガム 4しこれ·しいだ 225Ac を碩酸枡ヽ 図 I 225Ac のミルキ―ノグ‘ラ去

すずき 9 すも｀・み＇）ガし 5 としあさ・しおかわよ L oJぶ｀・やまなはじ＇も
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庄油俄す 5 。このう朽疲の一舒をとリ｀ ＃『を No. I ジン今レー予ョンカウンクにこ『絨色言t

放した。

結果 CTMA ・Q を名まなし1 試料、及ぴ CTMA・⑪を 00003M経度合も渭式科のボー 7 [] 
ク＇’ラムを図•ZIこ系した。合IJ..のポ°- 7 且グラムは極大を示しこいうが、還元我の立＄上リ
舒勿及び極大ゼークの 1tr_農り再硯性が井弗 lこ良い反面、負ボテン戸ャルイ酎」の 7。ラトー舒 lこ
対す 3 極丈ピークの扁さには名データでも 5 があ 5 。件上穀元素 Lの親似性ガ 5 推定し Z
得たアりチ:::::.ウムの拡散係数を工lkovi c の式に遁用して求めた 1 i MI 什i n~ ro.d i o o..ctiVitfり危
は患履よリも扁く｀極大し°ークの高さす 5 も計算 1直OJ 50% 、 7。ラトー舒の高さは約 35
0んに L ガ‘鳴た呑 L) 。こrf)ため、躾剰さ軋
だ極大が、覺兎ボーラログラフ 1 ーで見
5 札幻璽竜記に起困す 3 セり L 同じ＇もり
であう 0 ガ、あ 5 い lす一度ア之ルガ｀ム 4t
さ軋だ Ac が記酌虚すぅ啄の原因によ 3
R. P. I：：：特徴的在七のこ’'あうのり‘は不明で

窃 3 。岱々は、この疑問に（まう国 IJ触札
ず、 l 園1ti咽叫iMcti Vity ガ極大ピー
ク狛さ L 7。うトーの痢さり間にあうt 1反
足して、この 2? の隊昇値 L 嘉元笈rJ)立
5 上リ卸分か 5 ，女児されう乎衷竜1立を捌
定1釦 LL t戎：定した。咽j定億 Ij居 2 、@
-2.1415 -v三2,165 V ⑥ -2,142~-2,14'1 V 

©-2、 14-5~-2,155V@-2、f6 Q ,v -2、 170 V 

む＇あ）、乎均値 LL この 一;2, (4$'~ 

-2, /60 V CS.CE.) がこの条1年乙''Cl)尿七
釦‘5 しい 1直で＇力 3 L 蛉語裔できg。以下
に牟祈冗で骨だんの R. P. I：：フし）てり糸名
痴t列券す多。
①乎茨覺位 lt -,2./千ざ ~-2160 V ( 

sc.E.) であ')、 FPaVid の末｀めf: -2,20~ 

-2, 2 3 V (o, I H 叫Ot)よ 9 .iE.乙＇、あ 5 。

®極丈笈ガ＇履記叫ヒ゜ーグの 1立屋ば
再視 '1生よく ー 2,20 すこ’’麻リ｀ F PaVid 

o -2,2 > V より正t'’ぁ a 。

®酸素ガ｀兇渇 L 1.し I J l:'..還元淡叩f席
に乱此｀竹 l：：：艮昇領揖‘乙｀＇り計教 1直ガ｀＇極度
にイ区下す；。

a
-
D
3
S
 
A
」
0
」
七
q
」
<

@ CTMA-Cl less 

゜
゜

( CTMACl added 

b 

CTMACl added 

|す⇒冠．［・ 1 ¥ I 

a-.. CTMACl added 

| 

~~••\••••\··•·•• 

2.0 2.1 2.2 2-3 2-4 

(V) (S.C.E.) 

図・ Z

-E 

.. 
2.5 

アりチニウムのラグ＇オポ,_う且グ・プム

1,) 

z.) 

F. David 
本厚旨隻

J. IV1or-g. NlAcl. Che以

lC 10 

SupIE.Men+ 1976 、 ('l7 V 200p 
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2A07 木酸化tトリウム名疲しこお LJが憫）と N順）の介随と朗羨広

（東北大・企釉）鈴木進佐禄•明｝ 。品＂）佳伸 ムi允

Npの町lili、町価および V価 l古水酸化ナト '1 ウム溶浪中て｀存在すること社1 られている．
しか l rJ "IJ\‘ら比較的高濃度であっても一殺的ば吸収スペ 7 卜 Iし広ドよ＇）稽福さてきi /!) 1i、
モル吸光保敬ゃ忠朋度の大きI,\Nr団）のみて｀｀ある。従って Npの低稟度忠東にも逍吊可危は酸
Iじ状懃の検定広い確立すること 1;t Npの函茎性各渡 1ミお IT る今勤韮 3 上で重専ば最嶺とは
る。演兎ら 1J昨年の本討綸公 I~ おいて、 I~2. M 衣酸Ib T 卜＇）り A 忠夜中でヌr(W) /J)水酸 1口吻
に N成）ポ吸羞するの I寸卜して叩）と Np(Vil）は吸蒐 l rJ叫生箕を利用 I Z Np(V) の酸化紅態を知
＇）得ることど報告した。本村陀て 1a:み(Tl7)の木酸化吻への吸著広 l ミよって 13 区別てさばし＼可

価と miiliの酸化板梃の検史広と確立することを目的と（て、水酸itt卜＇）ウム忠知莉 1j
る昭VJ) l:. Nf(171l:）の介補 a最初し：喰討 l 瓦いくつかの方広しミっ 99 Z 試みたとこう了｝いナた

坦倖とした力 7 ム 1 口て卜 1`、う 7 1 洲有望と苑えられ F ので、これ lミついて許し〈咬討す

るミとと l F 。

［戻験）
N呵）がK酸化ナト＇）ウム忠痕ば希硝酸名渡に逍号1 の水酸It..ナト＇）りム保存忠疲り加えた

悛、 4 好閣ふ上オ、i‘ンさ通気 l て梱槃＼た。力ぅム Id メル 1 製了／しミニウムオそシト•60 1i: 

臭奈t含お.2 M 杓醸 Iヒナト＇）りム溶吸中て｀約 2 丹ilfl加羞又R理俊充墳 L 、木および水蔽いナ
ト＇）ウム容疲て虎浄 l Z 蘭羨 I T::. 。 fJお、.lJ1Np 6>ト L -すと l Z 用＼ヽた.231岬，戸加J‘)肋

iオン文秩広 9こJ.')介煎(r~ • 
［結果］

(i) Nr(VIT）の 1 、 2M 木醜他ナト＇）りム冬液 ([Nf ]=4.3XI『

M) の 2 mi ~カラム 1ミ着点 l 、 1.1M 木酸化t卜＇）りム

忠疲 c‘‘ 溶稲 l <得{:. 7 ロマト 1· ぅA. 1 f,ｷ3.i 1 ミ木す。 Np

の回収卒 Iす 1,.;. てる＇）、着点 l f:. Npのほぼ全号：ポ回収
て｀さる。桑初 l：現わ k る辛 L のヒ° - 7 ての溶土痕,.r誤

色てあ＇）、その放肘怪瓶良 l3 全庖度の牧·I．裡夜てあi。豆
応いい茅2. fJ)ヒ° - 7 ての忠瓜疲は Np (W)lミ愕·府は

岳

10-3 

色苫有 I Z ヽヽ~.

(2) 水酸化ナト＇）りム冬康 lこお IT る Nr(vr) の朗製広と
l て 13 Nr(vr)の酸1生落放も訊製 L 、 これと了）レカ＇）、性 lミ
する方広ポ通席吊しヽられてし＼も 11＼限化棗九竜虻/l) PH 

釈存性や N"りの域茎住容東 I凋 ljるや史厨惰l 芍る籾
見の欠1il足忍鹿万うと、こIJ)訊製勾棗うこと Id 尼険

：｀ある。このため欠の方広 E 採吊（た。 Nr のオ＇）｀ン殿
1も佼了／しゴンとt./JJ＼ド逍気さtて得ド Nr(V1T) IJ)寿痕~に適

10ー1

2
 

。ー

さ
＞
二
u
e

IO 20 30 LO 

Volume o1 e11luenl / ml 

Fi3 • L 
Column chromatogram of Np(VII) on alumina 

•luen t, 1.t M NaOH 

column: 9 9 X 100 mm 

11が『ate c0.2-0.3 ml/,ml/ min 

recovery: 99 1. 

すずさすすむ さとうあきこ しあ•かわよしのぶ‘ マまはtJじむ
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当量のヒドうジン

も加えて1.2M 水酸

化ナト＇）りム冬康
中て. Nr (VJ)と Nf ('l1T乃

泥合溶浪と訊製 l

1こ。 Nr (VT) と N層）の

魯IAl3 ヒト← 7 ジン

a: 1Jilえる前佼 Iこぶ‘

げる、 Np（叩力＼・吸収

極大足もつ 618 t1-恥

0)吸丸戻爪ら菜め

Table 1 The composition of the mixture of Np(VI) and Np(VII) 

and the result of the chromatography 

No. (Np]/M 

D ゜ D 1 Np(VII) The 2-nd peak Recovery 

fraction/$ fraction/% of N p／笈

l,78x10 —~ 0.186 0.186 100 92 101 

2 4.81x10-4 0.183 0.137 75 71 103 

3 ij.74x10-4 0.187 0.095 51 u 6 101 

u り． 97x1o-'↓ 0.187 0.042 22 18 99 

D。 :The optical density at 618 nm of the solution of Np prepared by ozone oxidation 

o1: The optical density at 618 nm of the mixture of Np(VI) and Np(VII) 

瓦ヒドぅジン I3 Nr旧）も可価へ定危的に黒えすることホ知られて奇') l.)、 Np（前） lヰ直当免のヒ
ドうジンと加え 2 桐製l た忠夜中て IJV'lf面と可価爪｀見合してし、う。 T心lel に 13 訊製 l r:.：見
合容成の Np(VU)1/)割合もネ l T: .F i3•2 1こはこれら 4種頷叩見合忠痕の 7 D ~卜 1鴫ぅムとホ l
た。図中17J番号 Iま Table iの見合念巌の曾号 1ミ対応 l 之しヽる。 F浮・21こホ l T'-<>うに混合象汎
中の Np (VII）の劇合 n＼戌・J,-するのに従って、第 2 のヒ. - 7 の戌度 Id 残少し昂iのピー 7 <1)残度
mm る。 Ta.bl ei Iこは第 2 のI'..° -7 /l)庶度が判合と Npの回収率とホした。混合溶夜中で‘
N福）が麟ボ大き、、動合ても．河． L の動合と同様 100 ソ•ド直ヽ、国収率爪，得うれ F 。 Ta. ble i 

1 ミホ l 「こように免合各訊の N粛りがt憧、と 7 D 7.ト 7` 7 ム n＼う求め F 第 2 のt° - 7 の凧度の
割合と 1直噸蘭り裁めらい。＂ l7)先 n\• あぷ、よi Fi~.1 の第 L /I)ヒ° - 7 心l k-と一紋す
ることも芳鹿可ると、角窟の先は子中史は Nr(Vi1)の可価への最え交オ｀「ン酸化 lミJっ< Id 高
先度If) w価ボ得ら爪TJし＼

〇.4

ことはどに杞困すiと凡
えら爪る。

(3) To..し lel と Fi3•z の結 >.-0.3 

呆から、第 1 r/)ヒ. -7 1J苫
N碍I)• 第 2 のビー 7 13 Np品

(vn)IミJるもの｛切ると結ど。．2
諭づ IT るこしボでさ、 IM 器
水酸化t卜＇）ウム忠康中

a: 

訊 Np(V1)と Np(Vil)(J)介荊 n\ 。 .1
了）しミナも運体と芍 3 カ

7 ム 7 D <卜 T う 7 i I:: 

ょ＇）可免てあるミとホ刊

哨 l た。

(1) (2) (3) (4) 

10 20 30 0 10 20 30 0 10 20 30 0 10 20 30 

Volume of effluent/ ml 

珂・ 2 日 u ti on curve of the mixture ot Np(VII) and Np{VI) 

eluent: 1.1 M NaOH 、 column: 6 P x 100 mm 、flow rate: 0.2 -0.3 ml /cm2/ min 

（文板）

¥ 1) V.、 P. 3ki |ov 恥cl 1-l.N. l<tot, l?o..むokhi 1n iyo.. lL 3'l'l c 116'!) 
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2A08 Np (V) のカ・7° リコートt T T A を用、、る協周効果柚哉

ーオ戌出ぽ屈の錨函と塊媒＾景gg - • 

（東北大・エ）井J:.桑・秘山 1吟． 0 高粘務

（絡言） Np (T) Iょ末嗚条中て｀・広、、pH 肛 Iz み、ヽ之坤o1 ヒし乙＇名虎 I＝ ＃在し， ヽ、17)イオン／ば

盾燦謡姐へ l1 1F 弗 Iご袖出さ九/,く、、も＾と 1 て知ク·れて、、も杖々／'&.昨弁の本計紬会 I<

ぉ、、て， トリオクチルメチルアンモニウ'-l (Tol1A) と T T A の協固効泉を利 9乳す爪 Id`‘
l) 

Np (V) が｀店初 lく柚糾ざれ 3,、とャ袖出 I< 及 lg・す 9紐1,· Jな‘呟イオンの影望を殺委した。 その

喉，禾咀な表が‘ク）がっ衣地出i幾｀ig,くついてば史打 1 た＾ユ＂殺告す 3 。
3) 

（戻験） Np (V) は zm、 5 ミルキ;.. 7そ） l て 1月た呪p t瑾，＜言屈租 I <: I乳、、た。 T O H A I1 tの
堀化窃て｀‘店 3 卜·ーダイト裟力 7° リコート (GlCQ)をそ＾ 1 3 ゑ杜魂媒 Zヽ｀希釈 l -z /.II、ヽ央。

抽出，1, ふ、たイ寸言式験所!/'-,_"狐札比を I ; I と l て 30 分／旬 L んしう 1 て行、｀，令相のt放 h1 乱

によリ分 Bt ttて算出 l た。水雄 a 祖/~ -走-.f 0\酢蔽 (O.o i l1) Iづ泊当にアンモニアそ加ん

て餌fp I た。

（移泉）

i)袖出,~み 1す｝欣イオンな猿歳浪： M T O A 中によ 3 i皇々＂戌イオン＂搾彪ぱ＇欠，，ような

イオン支援反応7.1• わ-tr ] 0 In (ｷｷ Xー）。＋汗＝（—• Ym-)。+ m x—. )(-, ym- ばイfン支投

す 3 呟イオン＃負て＂あ,'功 l1 Y ^ 咆街 z•• 広i。 (.. x-)。J,、Jび（ー・げ）。 1;1原店槌り 1ごみ，1

るイオン交援可飢．ヵ月ィオン忍i 2`• お 3. ..t遥~‘a 式そ Nぶ＾力 7゜＇）コート •T T A 栂出糸 I-<

道 1哨すiし次のJう／て力J. tn (ｷ-T-) 。 +M 丁:;, = (-ｷ M 丁:+~)。 +hlT-, ;、‘z" T-1 な TT

A(HT)"' 呟イオンとよわす。 Np o1"' 分配tt (匹）は吠のよう lて 13 ]。

/)" =[--MT :::; ］。／加］ = ( K MT"'....IT)rn (Om+, Ke/kd) [--T―〕 ~゚[HT)/[H汀．
; ; 2:' (kMT~+1/T)"' ::: [·· HT,:';,] 。 [T·) ツ[HT:；，〕［— -T. 〕。m }比＝ [ MT:+])/[m][T-] 1nヤ／ 9 

ko,::: [H'1[,) /[HT), Kd = [HT) 。 /[HT) ... ;I; ~. ま-P-'店牒‘沐月＾慮荷中和ょ 1 文"l I肉イふ

が成立する。 (QL) 。=[.. C.Q―]。+ [ •- T-) 。+ lrt [-- MTmm十］ ］。． ノ木皮萩i‘は、 卜しーサー

長の心を l利ヽ',t,i To  A 喘イオン" I7I,ll1t ttぷ井倍に大了、、 o z’・，凩漁湘＃ a co-4 オン 1 1,

fによって凌柚出ざれてしj 7 。 1 たが｀，て, (HT],>( Q C J.),"'屁囲 I< み、、て／1 ，

[ Q C Q]し：： （··T·〕。とすi、、とが‘て・·5 る゜ 、‘れよリ1n＇仇E 比ぱ吹＾ょ;) 1, -:fげる，

比：：： K松〔Q⑪〕[" [HT 1。／印J． `‘: 2`‘ K奴＝ ( KMTmn /T)m pm+, K。/ kd て｀｀夜る。
To.I,に 1 /a 11.研）の分豚/< iすす 3 p H みよぴ該：桑壌及の影習を示 l た。flp (v) "'分復t tt a 灯杖

(103 DH) l'J本食打 1 たと··の保媒 I< ついても祖と花，< pH = 6 "'7 J i、｀勾虻約 l,•、J::.名 l. そっ

役ーをとなった。、‘れ l4 よ述の式とー攻する。 103 匹 lく対するカフ0') Jート琢度のも習を絞

打す 3,' と lo Jリ上述0\式かうれ＾復を求ょ 3 、‘~ hゞ‘z＂ざる。現t蝶，てベン-ti‘ン公よび・キシ

しン＆ I利、、た項合)7t=之, 7 口 a ホルLi';:._トロベン C・・ン，・イ｀｝ぺ｀／ナ、レアルフ- Iレど用

‘` t視令'"'/,jれ＝ ／,·、ある。尽虔験 I< み，、., 1-;.. Np°-iが｀トレーサ—量 z" お 3 ^て｀眉埒相比

.,:ｷ ")北魯オ皇の第紐ゥオ呈危の ¥’1 足，づ示可tt -i.、あ 3 が，廂様＇掟＃ Iてお Iナi M T O A 1長，， Aと序種皇

1-J.力 7゜＇）フートq抽武イと摩種に粒低 I z 、、 3 とイ反史す 3 ヒ， M I O A 福 a 袖出＃皇t推定す

、、のうもやす l. I:'..ぢやまみさむ・たが 13 L つヒむ
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る： t f/\ヽ-,_·· 1 ~。

z) M T o A 弘の抽出~):治将‘相中の M T C A の北友 (Cq。)/-;l戎のよ） I←よわせる。
C。,0 = [Q+J。+[Q Cり。＋え（ふ C f~,;。＋・・・・ . ヽ‘: z`‘ Q十は H T O A の戌イオンて••あ

る。盾膝‘相中の咆府中知反応/-.:;よリ，邸〕。＝直う。て••石').えに過象＇）っ戌ィオンか店疫

l 1J、、鴇念，水雄ヰて．．は［叩＝ ［Ci)之‘•ある。J t, kyそ，J< I )  l< z 左それぞれ隋紐ィオン，

イオンベアー，二量．体＂壌度泊とすれば'..t.述．． a 式/;/'吹のJう／C Q j • 
ゎ

CQ.o = ky~囚］ +I<, [Q.,.)Z -+Zkぇ固〕't+... . ただ l , kyュ＝ （叩。[(Q-)。/し守］［C り］），

k, = (Q c{/] 。/[Q勺 [Co-]) Kえ＝ ［QzCぬ］。／（［叩嚢］）え て・古る。明§力‘k 匂＝邸］
-i."店 3 かり， CQ .o と Co. Q をヂロットして絹た直紐っ緑 3 カ‘}盾楼海＃の史国［的カィヒダ仕．
を推史す）、、とが'Z. 3 5. (.{tfl.! 1 /;J絹紐ィオン，え r'J,イオン打，夕 IJ二是体）．恥． l，え

は社々 4 府怨裾媒ヵ、 9 水へ＾ M T O A C｣ ^ 遵抽出／てよ') q；ら爪た呑；条．て●｀冴 3 。以上よy'

袖出，社 1-J., Tobie 1 のナ、うんた、示すよう k ，キシし｀:..-.ベン e＇ンを用、、た視合/-: /~. 

Qz HT3 1; 3 二量低， 7 t1ロホル A を用、・た戌全には，Q"1T~ 力 3 イオン灯）二" I?ベ'、9 12..、

ン、イ‘Jへ°ンチルアルフー／し互／村、、た鳴合／"'11-.ぶ＋ MTz- 乃 3 郎親t,1オン"I~.z:·祖！出マれ

3 し秀ん 9 A 3 。
Table 1. Effect of solvents on the distribution of N℃ V 

glo阿DPJr 91ogDlf Extracted species 
Solvent ---ー \ 茫ー 4) 

;:J PH 'd log邸l) i ~ QCl 均

Xylene 1 2 茫T~- Q2c12 Q21''.T3 

疇Q;Cl2 Q21V!T; c. /;Q.巧e —れ 0吋ai弓
叩QCl _.L  Q闊T2 - Nぶ
町ざ＋ Cl- が＋ MT2 

叩ざ＋ Cl―ざ＋間T2

十ィ·
M'=-NpO:o 

丁~==-A>'-l•n. of TTA 

Q芦Q加・f C,炉炉f
Y竺戎しQnio n. o f

Benzene 2
 Chloroform 

Nitro benzene 

1 

o.8 

0.8 

1

1

 

Isopentylalcohol 1 ー

-I 
3
 

2

3

4

 

_

_

 

-

(
n
,
E
p
 1
0
E
I
O
.
0
3
)
!
1
0
1
 

ー
ー
tI
 
,’ 

,
H

q
l
d
l
l
'
)

ー
ー
ー
tI
 I
 

ー

2
3

-—— (
E
,
E
p
 1
o
w
/
O
'
O
:
:
)
)
 6
0
 / ら ゜

-:6 -5 -4 -3 
log(CCi.O/ mol dm"5) 

Fig. I Extraction of MTOACI (I) 

1.xylene 2. benzene 
3. chloroform 

-4 

-6 -5 -4 -3 
log(CQ.a/mol d記）

Fig.2 Extraction of MTOACl(2) 

I. nltrobenzene 
2. lsopentylalcohol 

（文献）

l) オ Z3 疇炉t浮祈臨ヽ公設ラ＂ i集p 1111 Z) C. W. S;/11 A,t4l. C柘．桑｝的(i叩） d!...知）
3) Y. In••• 仰d 0．叫ゃa)J.Iぬ'('.I• N叫． Cら．，tJ., I処3(! f77) t;.))'.Ih•ue~ °.T必ぉa, Bull.C←如．、Jpn.羞I｛わ
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2A09 N科v) のカアリコー トと T T A を用ヽヽぷ協 1司勅巣キ枚点

一種々の錯形応宥」と0\鋒生成 I< ついて一 . 

（東北大・エ）井、tこ桑·、茄山．4，令・，‘‘i島杞筋•

（絲言） 前籟蜆 ‘z‘• 本袖出f、q袖出絡昧長，＝つ、，てず反考 l たヵゞ．それそ応用{.塊姐 I= ベン

tiンと 4史 1利 I -z., Np (v-)と種々の呟ィオンとq鈴形成 Iこ→ヽヽて石n皮を試み，吃足及足及を求：

めた a z｀｀租合す).

（戻猿） 方シ去みょ臼 ll履 I~ 前謙；慮と同様て＂店jが、対象とす 3 戌イオンa Nq塩を水槌／＜

加i.,.紋釘液ヒして鮮威 (().0 丘）ーアンモニア澤凌ふJび‘ホウ醸（ a之 M) ーホり敲． N直痰

左使用 I 1<.。

（枯泉） ＂日中 I：：：みいて Nぶ（州）は戌イオン（炉）とぷ欠麻体を形成すi. iた，が
lづ丁丁 A "'ptィオン (Tー）ヒも舒形瓜すi。府摂濯か-z." 0\イt券積． Iす｀ {—e MT3みー）“みi` ;;J ( 

点j,"参照）史験 9手., pH 範屈 1~ み、，之 Ht"'カ9 水分凧 13 釦か‘` 3 3 し仮皮す 3 と分殷tt I ;; ；尺

4 よう,~表わ々J.

D., = D。／ ( 1 + P, ex•ー］ ＋化［か］丸ト・・. + {',T[T-] + (3,T(Tー］ぢ．．． ) ー (1) 

‘‘: z‘‘D。 Iり水が日＃ ^ Np (v) "'イt券往と（-z 'Np砧以外") ti，，くすべ｀て幸視で＂き 3 漏合の分産比

·i'あ 1, Pしあょ豆属そ丸ぞれ釦）戒和」） f t ̂ '名虎凡虎数乙亀｀窃i。jた府茂粗t,\<.木8 っ

ィ永妓 1-;J:弩＼ヽ、0\ z."麻絲槌中の T --rA ^ 初麻瀑丸 C-r 11 求のよう K みわセ 3.

c" = cwrJ。 +[HT] -t CT-] + [--T- ）。 ー(~) 、‘くて‘‘にを TT A 0\減紐佗牧，臼そ T

TA の分配虎粒とす 3 ヒ号．位） /1 =欠＾ Jう lC 力i.

CTー］ = ( CT -[--T-] 。 )/(l + [H+]/ka + kd [H-t]/ka) -(3) カ・ア リフートの初和1 痕

度！＃席 I"- 丁丁 A a 初籾必度よ')も信、、0\ 2`‘ ，，J註． 5肖q紆条~サり．，［•-T·］。＝ ［Q＋ーー〕。＝ ［Q位］i

と店'), E3• U ) ＾石辺，＃全て虹知方 a z‘‘ 、ヽ＾式ヵ、ク‘[T·) ヵi慕出て•• 3, E). (I) よリ分飢tt /-::. tJ 

す 3 丁 T A 鉗体 a {}翔ぶ評怖 z" 、T i。 、、^ f1 塔たよ 3 犠正を行，た分脈tt, ! n;／みよび D。I'('.

す 3 'C E3 ・（／）よ')宍"'Jうに h i. Dら＝凶／（ 1-+9 ［沖］ + pュ [Xh-J 2 -t/33 rx•·J 3+....) -(夕)

、‘れJ'), (D。 /D~ -I) I （だ］ t ［炉］をフ°ロットして得た曲謀を負尋杭すi、｀と I= よリ
p, I Pュげを多天だす 3,、とが• z" 5 3 。 ーガ'J t l て， シュウ腹鉗体 l：：：ついて E3 ・（IJ-) "I鈴泉~ liiJ、 1

I) 

／こ了、す。 （た¢い l ． たて軸 I~ I•.;) 匹／ D。 z" ぷ 3 ）本戻 1使 z●`11 グうフ；公 l二J') 5昂呑針低＾え皇

親を確があ，ダだ度兒粒＂漑算値を求“た社に，コンビューターんJ i長、｝、二東；公定用い

てその床肴確なイ直をtt箕 l た。印le I /-:: 1'.れゥ．"'. {j_を示す． 3 た投凡届が巖也 K 定赦/:力 3

左あたは席/:::イオン 3gんー皮＾オィキ士｀虎駁を行なお 1;, 11 れぱ｀厄 5 /5 ，、バそ＾たよ／て局壌度
;z) 

"'浪を加i., 3 ヒ禾か店［ ＜影苓をう，1, 不正硝厄テ‘` - 9 ーが付り成 3 経•れがあ 3 ^ 2•• ノ本皮

萩マ—-,1 ガ l：：：イオン弗度をー尼／＝イ界っ芦あのみ件殺だを行わ力がった。 1 か（．次！這べ 3

: t -h'ら明りかなょうに、‘のよう h ガit, 2" 1号たイ直． Iよ li lず委当なものと房ん 5 札 3 。す力わ

ウ祀 I/-::.'f,、すよう／：：：拘出J： I：：：~,ずす影塔がtt杖的，J、 3 、、 C□ /.oH 芥存すせても， C£ふ府庄

I ない視合の移泉と戻'”“託国）月2.`‘—孜｛た。 1 た．鉗形成和J ＾月国を紋ナ｀り辛'1 約 1 て
虎全にイオン形と｛て存在し 2, 、 3 z iutのpH i兒杭を行、、，ヽ、すれのpH て‘求あた危も炎

、、 3 うえやすし・ヒぢやまあ、さむ·たかはしつ又も
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棟棟A の氏固内乏‘ー及す 3

゜

達
p
忠ー2

-3 

tを確かあた。

Fig. I 

Effect of Oxalic acid on the 

distribution of Np(v) 

0, p1-\＝迂 I屯碩正 圧T]= Z、OXIO泊

ロ；比雷？ょ］国CQ)= 1.oxIO茅
-5 -4 _-3=. ｷ2 ｷI 

log(X汀

-3 

• ;pH:~、社～紐0 • 
CHT) : z.ox,0-11 

(QC.~]= 1.ox,oｷH 

Table 1 
Complex 

Stabili tv Constants 
開ethod Medium Stability Constant (~.) 

Oxalate i == 1 _ i::::: 2 
3 5 

1-Z し TTA- QCl pH=5. 2 (2. 64:to. 26)x10 (4. 59士0. 24)x10 
Npo2 (OXAL), TTA-QCl pHへ8. 4 (2. 55:to. 27)x103 (4. 55:!:0. 25)x10S 

L TTA-QCl µ=I.o ．心Ci.pH=t.2(2. 62 士0. 27)x1伎 (4. 34:to. 26)x10S 
Spec. fa.=0.5 l.96xl03 l.15xl07 
Cix. p.=0.05 NH4Cl04 l.OxlO"'2.0xl07 

ll'Ialonat e ぃ

Npo2 (HIVlAL)し TTA-QCl pH=3. 9叫4. 3 16. 6:to. 69 ん 81. 6立1. 5 3 This work 
NpO~(M.AL)'.—ヰ TTA-QCl pH=8. 3~8.5 (1.8l!0.12)x10. (1.55:tO. 21)xlO'This work 
Sucginat eば
Npo2(HSuc) し TTA-QCl pH=4.7~5.0 10.7:!:0. 9 ` (suc)じヰ TTA-QCl p手8.0~8.4 19.7士0.46
Glu arat eし已
Npo2(HGLu)し TTA-QCl pH=4. 6~4.75 
Npog (GLu)'しか TTA-QCl pH=8. 4~8.5 
Glycolate 

lべ， TTA-QCl pH=5. 2~5.3 
Np02(GLYC) 、 TTA- QCl pH二8.4

Cix. jl.,=2.0 pHc:6.5 
Spec. ｵ= 1 NH4 ClO 4 

Reference 

This work 
This work 
This work 

厨

Lactate 

7.5:t0.66 
15. 2!1.4 
i =-1 

12.05士1. 5
13.5士1. 4
40.0 
24.8 

42.3:t2.8 
77. 5:t0.69 

16. 8tl. 5 
26.3:t2.2 

i:=-2 i=3 
30.8:t1.5 9.1:!:.8.5 
76.0:t12 

This work 
This work 

This work 
This work 

47.8 
i=l i=2 

TTA-QCl pH=5. 2~5.3 9.61土0.37 39.Sto.43 
Np02(LACT)戸 TTA-QCl pH=7. 8~8. 4 9. 51土0. 68 40.8士0.80

し Spec. _µ,二 0. 2 3 6. 0 160. 0 
Cix. 炉 0.05 pH=4.5~6.5 51.0 300 

i=l i=2 i=3 
33.6:t2.8 41. 1士 8.0 150士130 This work 
71.9:t6.3 332:t58.. 786土68Q This work 
2.1x10Z 2.ox10“l.5x106 [7J 

i= 1 3 (i =  2 
(1.7lto.11)X10 3.7810.15)x10:This work 
(1. 69士0.12)xiが（ 3 ． 86:!:0:1 4- )xlOsTh:i. s work 

(2.37土 0.21)xl0え (2.56士O. 43)x1a3 This work 
4•90x102 3 ---- 6 (7J 

(8.62土0.84)xl0~ (8.21:t0.36)xl0~ This work 
4.68xl03 - (7) 

k

k

 

r
r
 

0

0

 

w
w
ー
］5
6
 

s
s
(
[
 

.
1
.
1
 

h

h

 

T

T

 

Tartarate 
し一社TTA- QCl pH=5. 2~5 • 4 

Npo2(TART)L TTA-QCl pH=8.3~8.5 
Cix. 炉 0.05 NH4c104 

ぴーPicolinai;e 
Npo2 (APA)!-2i, TTA-QCl pH=5.1~5 。 4

~ TTA-QCl p距8.4
Cit rat e 心
Np02(HCIT)し TTA-QCl pH=5.1~5.5 

日, ~~';• ~:0.05 NH4c104 
Np02(CIT)し TTA-QCl 悼：：： 8 ． 6~8.7

Cix. 炉0 ． 05 NH4C104 

* TTA-QCl TTA-QCl extraction 
Cix. Cation Exchange 

k

k

 

r
r
 

0

0

 

w
w
1
)
 

5
5
 

s
s
[
(
 

・
1
.
1

h

h

 

T

T

 

Spec. Spectrophotometry 

（文献） I) L.q_ Sdlen, Acta. Che1nic<1 S如d iho.V iC(\ ，図tl?6 C JqH). z) 咋回放船ft厚討鯰祖表勃集p II~ 

3) D.M.G西4-,,cl J.J.はり］J. Arn.C如． S.c ．笙， 377ん (l9ふ3). 1,t.)怜． A．み／。柘， I. I--/. Mqrov..,._.t. A. I. 心kv;n/

如5.J. 1呵• Cら．（臼l.-/:,r.)) ｣)  J39(/%/) t)A.1.M叫；凡，邸如如ん．（F呼·tr.), 2 ，如I （成） 廷竺も
6) sk．加I, ＆。心心し C←S't? -J竺船 (/979). 7) Alu。skv；ん，知．J． I厄g. Cits,._. {E";!店），J.. J ’?2I, 
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2A10 玲3, 2 1 午， 2 夕S,2 ク／
BI< の製造荘、に関する研応

（東）パ食） 0三頑聡明 II] 砺fヂ佐務斎、沢哲生 佐危fJ月手
鈴木追

！、＃考言 BK の放射化学 11 序 5 2知（裕：： 3/4 d.,)を用、，て研見されてさ rて
。その製追 I~ l"J' 惰叫） 293 仁， 2>孔， 2”止等っ長剃fel にわ T, る中性手．躾射が'l又＇要 1•• ある。

この裂逹注、て. r'J,砕伍岨ら遣今製 IてJ 5 捐失か｀久きく 虹戒量が｀、『/J "の·-(. 1恥 1

叩此棋関で製造・オ＇）用さ札るに止i、 1,) る。i\ 7 11 アク今Jイドの化蹂t J')広
汎に研尻す＄幻鳴J 1. E c.．核て，、あ 3 唸k( t9％二／· $3 tA..), 2町森{t炉＃・ 7 Sd) 唸k

（以＝4- .3S -A.., ).2町俣{t芦＝ 4 ， 5 久）の I L ーナと（ての可従·1•立 I→んg l ．汽似，又 I~
刃巫の（びノ礼） ; (o\,. 2 rJ'l.-•)和賃＇こか 5 嘩牲を製追すうことを且指しft。目的
疇のQ疸 l] -/ 2 ~ -2 。忍 u 伍 I刃 l：ぁ〉が‘ 珪チヒの・グーロンf鼻陸か｀ 応
豆げ．視す：とえ） 3 o 叩 II Iこ立(_ 榎今抜,,.,印幻役於反於”枝分身ほ尺 9 P ・戊
奴少＼反応斗這与さ爪て．（吠， 'YL);(at, 2 -r,..)反応の研面杓/"J I)ヽさ， 1 と千應でい
. 又ユ｀／吟3劇＜につ 91 て l 'J j:裳受 l月もう名人と＾府虎されて 11 TJ I) d そこて，． 今Ii) I 'J仏咲今蘊
衿，t中，心 Iて 卜しーグt L て叶＇）目の可紀）公こつ 17 て検計し 7'( 。

2. 戻験
2..、 1 ダーゲット 癌．約 l'J.東化入岸う 1 クロトワン•うジオァイ｀／ト

ーデ包ンタ17)I/ V 戸プ 1 7 ワ｝、tz 2-I::.J'J. ~"'R 1 梨豆1n 席圧し｀‘ームつースて｀・タ o n<V 

ペ粒チにJ. ~て行っ T文。ダーゲ‘.., I・校そのも＾力｀、メ板射能を有し 出々数が9 (か‘か）用で

ぎf] "のて｀‘ 見全fJ因打クーゲ •7 卜とするため 次、＂ JぅfJオシ5．てロクーケ｀ ’7 卜を訓製 l 7-:.. 。
I ·り IOmが（又 1l 詮ー＾）ゥ 7゜レ 7ヽ い翌翌 I, J') /rrO~ :f o,,,.,?/c互肛吟未を

liヵ 50 ~ /00 /<9／仇汀製する。
2. 2土、又／ 1 巧）A必t適当を含む秤硝絞釦夜 20 ~2 六ク4 を,4l へ°しゥ lヽ I~ か」下

( 乾除す｝、

3 、 }:.正の Al ペレ・ブト l 300 !<if/cぷじく.t.の圧力て·A 聖 L, 4ooo c..て｀、 2 叶 l町灰直う

3 も

：のう滋＼ f‘認したターゲ｀＇7 卜 11 2. 4-3d／らん区J::.の翠度 Iて 1]') 、f鯰算度・電火伝毒
，J屯＾下さ＼） 1り覧ターゲ‘,.J卜て●｀あ 3 。 3．げ．打/,あ r：：. 9 て l 'J このペレ、7 I- t阜叶,,., Al.製の皿 I~

入加表匂t:. 2 0たの肛↑o il 臼史履し 1く。

2. 1 BK (IV) り考翡抽i、分箪広 巧/3k, 2'8踪l'J.望の手孜期か＇紐｀ ‘o t‘迅
並令駈刃、として 8K (IV),-, T TA 抽ふ刃、， H 夕丘 H r 柚』｀ ；ぞ，J-;つ 9) て検訂 L 7--. 。

灼私ヒも加の用収卑，1.'~ -.;｀足そ的て，、ある。しかし 戸 F ・"I 19-3 Ce., I 巧lCe, /05肛叩。，

知'TcP‘’` B K 7 う 7 ショ／に銭 3 のて｀｀ 托科を B1< E f令↓こと 11 ていき 7, 1J‘, 7て。 又 7 了/-\

袖出私 1"1;J.絞化ぶ）として用，， 7~ Cr-か'•B1c 7 グ、7 !.,,, ;,, d\') !3/<. ")政紀サミ憩，て知磨t人 lf

--; n て•' 2<9ユ約釦！、しーヴの詞製沙、と＼ 1 l;J H iJ [，し！ ？油iヽうぶ＾万が｀浚れて、＇〉。

みつが‘しうとしあさ．かわすじ·,、さむ・ふかさ灼てつぁ‘•さヒうあきこ・

すずさすすも‘
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I司ー I T 7 A 袖公刃、 図ー 2 H D E H p抽釦広

戸叶謬；夜 In 雌O'f ？ーケ｀｀．ット芳沖液 lMH伐 0千
• • 

IM HN03ｷ ot叫ふ07· 0 、 2叫砂翡綾 + CONc H /'J O ぅ •Ned,,- 03 

砂. I 1:,:,,,,_み．（ BK（皿）→伽叩］ IO 日が， /M 8ぷ，ミ訓鯰
• • 

tSN Hュ SD4(O.5NSO4ーとすJ.) 3 ~ オ渇；［Bと（皿)- B,く（エv.JJ
• • 
冷秤 0.15M H -DEHPー小・ krt研畔

0、 5n TT] xy le叫虹 /0~ • (kt) • cor3 ) ［如、

（：：口平゜ご竺゜7 (；；竺）戸し0万！］H）3亡 3゚
•(•.,.,) v J oMHN;~·IMH必

IOM HNoぅて＂逆袖武• J Oー～・ て＂逆釉釦
(B; tracrむ） （ BI< (TV) →伽(m))

2 、 3 H ウ E H r 抽公；クロマトク．．ぅフィぉJ 1f'd.-竹如x）如如い厄te • f易イオン受1鱈
祗 図- 3 I ミ• ｢7~n, ｣ IOO…しの位’u. s43(:. ラン父裡）力うム K

/, 5 n H P ｣ H P `卜 1レエ：定夜と徐碍·さセて行，た柚』、クロマトグラフ1')；各競曲今涙を示
した。ん、知夜 IJ H 汐 E H f袖仕＜社、t｀冷滋した2.1-い汚Sk t o 、 0 ／月 II M g芸痕とし 1-. f, 

fあ｝。唸／％ヒ BK の令雇 l'J紐 1•あ）が ?%()か｀・カうム/,灸') 99→TC.が連後的 l芍牛艇
ざれ B/(7 ラクシコンに沿．入する。 ol • I-クメroメ）如伍tyra te,·， 3 3 渇イオン支援ノか粛汀閲
が‘Bk 3') 早く沫靡され~. しか l. "づ｀れも人，屯．芸燐/-::: I 叶l平心と母 l. 2¢t,.I.Q Bl（卜し一

すの胡製 IてJ;J追当I::. Iコ言、直り。

3. ft来ぉJびBに卜しーヴのか）用私

分離 L た B1<. I, Iコ．明sf, I, C飢，，，J(X楳か‘'認ららがる。

硲·2吟Bk のナ裏変図IJ‘,、明らか 1" 1J "が‘ E（枝であ＇）

叫の放i、が．辺，喝伽11J I 如yに相当す｝ ‘C の手且，、
100 

近似と日ヽ 1 Jヒ． 5 0 月eV rJ..牙土手 I, 'J ~ ~亥反た収
辛 I J /,4, k知／吋パ・-/._ /,豆する。従，て．か•/0吋 8 
の 2 唸9Am t /0バA (/) ol 粒子ず／～ 2 叶紐．射すれ 13`‘•ど

`90 

足易にトレーヴとしてえ分布をと 1号ることが｀ずさ 一
る。 H IJ EH f抽出滋て、今釦｀、き 71 ｀う凡/,Iク3Ce.) 7b。 ,; 

呪久苓の日条 IJ. C...- l< X 綿0)預＇）走瑾塔 l 7? `‘の
ず匂紅忍Iミ;J.,て 3終B/c) 2巧3Blくを戎＇）走t・：ざふ。
一ぅ 243Aがが~ 11. 長弄令0) 2“恥唸k t製迄

て••さ）が‘．比放佑従が 1)ヽさく．え分 r]を·f序J Tて

あに l"J.散 lb か9 i-<.J:..の？ーゲ― •7 卜が改専て｀｀ぁふ。

回ー3 HDEHr柚i、加マトバ位

I ()、 3n HNO3 

2)9 
Np 

l~l,l 'tj 砕が％似
Q 

応Te,

゜ "”」
V(-.l) 

2入4
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2A11 Bk (Ill) の温化物皓1本の安定度定数

（東1訳•金i丹） 0~足尺哲生・川筋伊伍務・三頭醜咀・鈴木進

1. 緒言
筆者ら 1 ま 3i面の\77 チ）イト、｀ぷよびランダ）イド｀元素(J) I温代籾ぶよび｀臭代初錯体が安定

度定数知求めている。ランダ）イト，、元素0)場合 3イ面が安定てあり， 1-レーサの入手も比
較的容易てある。一方了ワ手）イド元素の場合、 Es 以上の元素を入手することは非党 1 こ
困難て、あり｀また C-f-以下の元素 1こついても Th からNpま Z``0)元素 1 ：：：ついて 113価が不
安定なため研究ほ困難t｀あり｀ Cm. Bh; 1ごついては原子炉あるいは加速器芝利用して駿
造しなければならない．従っく比較鵡丹究で爪ていないのが現1点‘ある。
前回叶識会z"HDE HP 荘抽允，斉りとした溶媒袖皿訳’0m, Am. Gd 、 E u.O)塩代

物蜘和およびCm の臭代初錯I和安定度定数ど報告したi)。今回1 ま残□元素の臭代物
錯体と Bk あよびTb O)t.盈ぽ膀昔i和）安定月定数老報告する。
2. 実験
溶媒1鱈系 1ま HOE 日 P·n ーオクダ‘ノ溶液召有柄相とし酸性庖0. 1 ら M 03MLし
(C.Q'改0午）溶液あるい I J 3MLし (Bi--, ce. 04)溶液ど水相とした.Lし⑫あよ
び Lし翫 1ま市販昴扁籾品をそれぞ｀れ2回再結晶して 1吏用し， Li.c.£ 04 ぱ L’し2. co3 と
日C2.. 04 がら誨製した。濃度はいずれも賜イオン交換後、中和滴定して決定した。
BKIま東其大学AVFサイりロトロ‘ノて‘241Am ぷよび‘243Am を0(緑照射して，

2午 3 、 244 Bh および紐尻 2峠印這卸造し， Am と大部分のFP 老代営分難した後

トレーサとして用いた 2) 。 BK の定量 1 訳 Ge·( pu. re) あぶびGe (Li)検胎器1こよる Y

線ス/\.oクトロメトリバ汰，で行い、 On の K0( -X線ぷ‘奴び｀ 2→ BK の 2諄 keV f
線あるいは四町3K の 253keV'(線を測定した。代営分離Iま痔間的制約もあって不十
分て＇あったが定菫Iこ用いたX線ぁ•よび‘¥線＾の不耗吻成洞害は貝られなかった。 Tb I ま
/60咋を購入し，紆痩召調べ｀た後卜しーサとして用いた。 1也の核棧l ;;t前報の通リて｀＇ある
1)。麟以外の元素の定量 l濯叫1 シンチレーションカウンダを用いた。
臭代物錯体の安定度定数を釆める場合注黄、すべきミとは，低エネルギ（乏 100 ke.V) 

の Y線あるいはX線が水相中O> B~ーイオンI ミよ，て 0及収される叩｀｀その補正を行わねばな
らないことざある。様々の Br 濃度の卜しーサ溶液互言周駿、測定して D及収補正詔おた後
分配比を決定した。令酋むt(7Jリがンド濃度依存性より安定庖定数を来めた。
3. 結果
堪代物錯体の為在する場合 8K の分酋訊D と塩代物イオ‘ノ濃度[ O―Jヒ0)関保1文浚
式 I ミょ，て表わすことが‘できる。

D。/D-1 ＝釦［CJl―J + (3 2.（ば―]2. +... 
ここざDo/J［ば-]二 0 0)場合の分配比f3 I ぶよび｀釦は乏紅｀’水巳K のt羞代物錯

f本の第 1 荼よび第2安定度定数 Z’'ある。

ふかさわてつあヽ•かわすじ‘いでむ。みうがしらとしあき・可ずきすすも‘
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0.5~ 

゜ ゜゜゚. 
-0.5 L 

゜
-1 ｷ-2 

log [ Cl —] 

FIG 1 The dependence of the distribution ratio of Bk(III) on 

the concentration of chloride ion 

BK0)分配［い）塩代物イオン；農痩依存性芝園 11こ示す。こ(J)デ一夕ょリ最心乗和ば
めた 61 否よび‘(32. {l)値を表 11ミ示引表 l こ I 揺油恥今訳｀‘来めた元素が安定度定萎文認も
叡した． Bk 叫直老処り元素の
頃と鵡交すると、 Cm および
Am ょ l) も岱、釦が少し大
きい1直互示しているさとが分る。
しかし同駅素て｀‘麟Tb の場
合、 Gd お知｀Eいよリ I が‘小さく、アグチ）イド、ふラ
ンタ）イド元素の題似性が｀示さ
れていない。

Anion 

Cl 

Br 

Metal 

Bk 

Cm 

Am 

Tb 

Gd 

Eu 

Cm 

Am 

Gd 

Eu 

肘 胚

0.59 士 0.02 0,25 士 0.02

0.56 土 0.03 0.20:I: 0.02 

0. 55 土 0.03 0,22 士 0.02

o.45 土〇． 02 0.26 土 0.02

0.56:I: 0.02 0.21 土 0.02

0.52:I: 0.02 0.22 :i: 0.02 

0.39 士 0.02 0,22 土 0.02

0.30 土 0.03 0.28 土 0.02

0,37 土〇． 02 0.26 士 0.02

0.38 土 0.02 0.23 土 0.01

臭代嘲鄭本が安定度定数苔t篇
代蒻鉤本のそれと比較恥と、
B 1 につ l I ては明らかに小m ヽ
｝直芝元しているが｀｀p2.につし＼
て I "J麟、性のある差 I J生じてい TABLE l stability constants ofthe compleX ions 

of Bk, Cm, Am, Tb, Gd and Eu with Cl — 
ない。

（文献）
and Cm, Am, Gd and Eu with Br 

1) 深沢．）／品、鈴木，第23 回放卸碍嗜哺鯰， 2AO5 (I 9 79) 
2) 三頭川筋深沢．佐藤鈴木，第2午回放飼寸代営初論公， 2A1 0 (l 9'8 o) 
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2A12 放射性欽拘から溶允す 3 U 、 Tん，応9司位立体と

その放討非平衡（第 2 籾）

（東大理） 04材浅哉｀ 富永健

m 存 ，ミ鯰浅1ま， l司体中 1いの 1司位1本の存在状態をクo るための有力な手段となりうg。

鉱杓中における U ，れ笥についても，潜虹去によ＇）碑党がなされ1..お＇）， 23八）と 2)九）＇

匹れと2S立写の同位体間に存在状態叫這、が見公ざれ、その原因 1こつい直濱がなされ 1

し I J。しか L 研究4み（は少なく 1司位体の存在状9との相進の屑国につい7..., 8和確な説明がな

ざれてい 3 とはいえない。莉；及1) ""1位鉱怖ユー 7 セ上石に 7 し 1 乙が紅受験l匹1 き級
き，本報 •(l ;l; I 放射性鉱判内 h ラン鈷および｀サマ lしスキー石について｝容公安．敦屯行ない，
鉱蒻中におけJ U, T1'.,'R_4.. I司位体の府在状態につ LIL 苔夜 L 1こ．

(Z] 史験皿本研究t‘（ま，イギ＇）ス（oハ叫l 産明ウラン鈷とメ寺シコ渥サマ lレ 1 守一石
屯試料ヒして用いた。これ 5 '1)鉱竹叫棟本を砕·き，手達によっ7...不統怖の少ないきれいな

社を逢ぴ‘｀~LL I 分析およが藩位虔験の Tcめの試＇料と L た．

濱公実験 精製 L た鉱碕の粒はすリフぶ‘して紛束試｀呆斗と L た．紛末訊＇知 1ま請製後す計やか
に忠夜f 1ヽ ｀か<. Iぴ L む冬公を行な 7 た．鉱拘紛未を；戸別袷，去後／チ、：夜に含まれ3 U,Tん，
応につい LI I司位体氏（枚軒iE 比）の測定と 1司 4立体の定着とを行な 7 た。
鈷西の分村 寸て（し" -石 1よ， 7 ッ 4t'...オ←繋酸冗｀分‘紹 L, u((Vl 、 U(VI), 11-.の定着と I司佐 I,;$:

北の測定とを行な 9 た。朋ウ可ン鉱について 11 / u(IV) □(VI) の定着と 1司位4広兄現り定のため

に，サて／しスキー石の場合と 1司木藁 7 、y,rc 帽法£ I刊いたが，他の定骨、 9司位／奔虹汲！岐の目町

には，石佑籟または王水て｀り紐 L 1 介‘木Id 行な .,r'(_.

平 u ll)定音 It.，士に T線スヘ°クトロ X トリーによ'), 23ケ U か 3 の I沼ke I/ T 紀の雅度
た；麟 L'- 行な 7 た．2)2.孔， no礼 1 よ/ o(紺泉スや 7 "-ロ x 卜 ’I 一左約 1利した 1司 4立II$希紅丘‘‘

パ l t--。 z“応の定骨 1 広， Baを珪 4本と L t h0 えた後，＆を和 5D't’こ共液-1° -(!: I 得 1こ氏SO't
9 てつし＼-z. r 線スヘ° 7 1-- Iしむ制定 L て行な .,Tこ．巧下／ 2on 放射能迂、以外の放射1と比 1i,し9

ずれ毛休放射体闇の枝栢紅氏てあ')'Cl(.岳晶スや 7 /... u x トリーによ＇）決定 l T<:.. すなわ 5
紅卸危液か 3 U ，衣，＆を化洋分紐 L' 薄い緯玲、と調製しL 刈線スや 7 (- 1 しを唄りか，得
られた吠糸集スヘ゜ 7,... 1 しを角伊：K t 1...ギめた。z.玲双／ 2JoTん枚軒稔tには，祖＇料壕激ォ＼ 3 分紅 L"ｭ

衣 7 ラクンョンを研酸璃液とし?.. /\｀｀イア 1レに 7 め，まずT練スペ？I- Iし屯痢走 L'-”巧しを

定青 L' 次ドバ 4 アfし中の 23"7いと定習 L' 油考 n 辻と L 1 式めた。

OJ租毘と考寂 組毘 E 表 1 、 Z Iこ示す。兎 1 t：：：元す通'), &qウラン鈷，サマルス千一
石ともウ 7 ン系列り母半邁‘期咳種匹l) I 2)'tu I 23071'J忍応の放肘紅が，誤差4)紐国て｀等し

<_ / f欠和平佑切‘府‘立し L しI~ と推定ざれる。二の之つの鈷西/:::つい1... 11.、粉末布在のび泉
スヘ°りI- Iしも！舷 L たが，その組果tこれらの合研行が知平術 Iてあ 3::. と屯支茸｛7.. ¥¥ ;3。

如ぅン鈷 I, --,いて唄追 L 豆虚／230衣，乙滋／ Z26知放し1月廷比°t I 放肘平翁立仮皮 l た鳴
合の計凋ィ直りバ‘'れ ao令”’0. C)4-6 91：：：よく一致 l てい 3 。朋 h ぅン鉱,, --, \.\て運り度 l た

23勺k(2l°T人枚栢布迂 1工，方が和術の位 1 ょ、）＇，＼ざくま L, 勅定の繹府 l遺腹I不ち 3 か‘ヽ，計
憶他との差は小さい。表之が釦R 突馬令の租見を守 3 と，朋占ぅン鍬 I←ついいの叫（磁 u,

初-,1,_/2Jo 7/.._ I 223広／忍＆枚如籠氏，サて Iしスキー石！こついての磁"'-/ 2.）屯叫四rt,_/とi o 攻放

：：：ば‘ヽしあさヤ とみながた (T し
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射知t.ポ，鉱杓中 1いのそれらの値と裏な..,てし＼ 3 -:::とか｀わが 3 。こり疇の咋l （ま，叙竹

中にお It J同旬和釘遠‘態の相達に起因す 5 と奇え＄れ 3 。ただし夜昴過）の 223&/四怠

放如知t.が放的平衝叩出咄1 よリかな｀）大 L‘あ 3 のは，｀及趾（こよ＼）国／体表面オ\ 3 釦苺枚

仏され 3 223応の影愕があるたのかt l れなし＼。本宵験 1・見広され1-:'鉱杓中におけ 3 国イ如1本

疇ィ且煤3 の雄遠 1ま，次の和固直甲｀｀きJ ; (I) 力和 4虹阜索 1 ：：：よフ 1 住灰‘す 3 国位1本のま
わ I/ /--1 3:,呟党（立 1"-::. 因噂唆）の唐の友拐とによ， 1 佑り準知槙造の乱人があ 3 ：：：と；

(2) 辰践 1こよっ 1 !壬 L‘‘T準虹績逢の乱ハ号唖屯 I ：：ょ， 1 住 L‘｀た同 4M II¢の揖穫はアニーりン
ゲ lてより変 h t'..す 3 こと ;(3 〉 UI司イt 4本 1-::. つい L il 1 項凍‘のため 23ヤじの酸／，(.*旗．か｀‘23S じの兇れ
と雄戎t生す｀•3 ：：：と。

柔 1 鉱杓の分析の結果

元素 旅；射能止t. 含府惜 非へ／号
OO ウラン鉱 サて 1レスキー石 柱斥負 閃ウラン鉱 サマ /L7'.キー石

U(IV) 2丸 u ／函 u 〇`q g :t o 、 o I o. '11 土 o.o I 2.Sg u (3.05'1: 0、 oE,) ><.Iざ (1.3 '1士如立）"'rl

u U(VI) 2.34 U/Z38 LJ 1 、 OS 土 0.01 〇 `"(8 :t O,Ol 23mu (1.36 :to.o 3) x 10> (?̀ IO 士 0、 I3) XIO‘ 

U -t必l 計厚 ”\u /2.3iu I 、 00 士 0、0 乙 D.99:t D.ol 2-3,r U t 4-.'t I 士 o.01) x. l。う (I 平t ±D 、 D刈XIOS'

U 訊tl 隙1 -:z.)~ u I函 u 1 、 0 0 t ò ー  l らt u (4-.il :t.D、可） XI

Z玲礼I230TK 0 、 '\3 :t0,02. 2.30Tし ('t,1 狂0,01)XIOS (I.午? ;I:O,O't)l¥lrf 

卒"T"-／庄〇Tに 0.0午6l 士o.ooo~ ,.,'-Tk. (3.4%' 出如冴）入9d

Th 硲吋K I230"Lｷ < òOOO I 0.0 2. 7 士 0.001 互了 TK. （令0 2..士0、 24)x103

互ヽ TK I四o T"- 0, 02.'1 :t 0、 00(

乙＼在／2.30TK 1.0 I 士 0 ． o4

Rへ 立3応／2.26 知c... D 、0+63 士0、oooy 226Rん ('t.6 0切｀ I2) Xtor 

キ国ー訳‘斑

和 2 湘生史、駁食の綿梨
度馬便番号 ｮ ｮ ｮ ⑨ ⑨ ⑥ 
全広輝 閃ウラン全広 閃 h うン鉱 閃かね4絋 閃朽ン鈷 サ<'.Iしス千一石 すIしス千石

o. 紅〇各 onqさ 0、臼？ 0.on '7令 5、 0} I 、 85 を

溝ま条イ手 0.01 l'1 HC.L D、 IM HC父 0,/ M HUI.. D.oo•柘氏q：邁磁 0、 /M HLL / M Hc.-t 
2D.... 人 2.0 IN\父 300 ぃ久 51 叫 2..0 IM)._ 乙0 ....,t

宦シ昆 ＇望滉 宝！畠 宅温 宦温 ＊ゾ各J:.

10 分 10 分 10 分 S-I 睛間 ID 分 10 分

”'tい／ng u I. I 3 士 0 、o I I 、 0 7 土 o. o l l̀ O 'l士 0 、 OI 1 、o f,士 D、 02. f ,oo 士 0、 o l 0 、9 '1士 (),Cl

u Z39む知青df“ 2 、2. X IO3 93 X ID3 4、 (XI D3 3 、 6 X IO 午、午 X I o3 Z.'l "'103 

”"TK（町l 0、'\t士 0 、 D3 ，｀＇l.)士 0,03

逗松（叫L 9,6r 士 0 」 0

孔V.7TA但°TL o.o 午1 2.士 0`ool令 b.0933 :t o`oo硲―

23m、/Zl•T~ 0、区g午士 aoOIO 0 、011r士 n,OOO5

2唸11-/ZJ中 C>、0181 :to.coo(,

巧凶睛が ふ 1 I、 9 X IO'- 6, I X 103 3. I, 8 、3 X IÒ 2.、2.. X 903 

四似／咄へ 〇.o 午8 午七 0、 000 "1 〇.o午1 2 が 0.ool D o,o,~ o:to,001r 0.D午8 土 c. ooJ 0 、 O 't汀t R四 10

R"-埠に知怜 3. 3 X II)2 “)(IO 午 7.2. X103 l 、 I X ro3 'l,7)(103 3. 7 X I O3 

叫福，伍瓶，却涵，債20 回放り認学言1諭会， I A ~（｛露）
A, K如~ I J ,Sぷ伍 N, S砥<, I 'R,叫 ock;""· Aふ／必， 107(ITn)
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2A13 トリウム中の 230 Th の史量

直和原戸力研究所） 01知］十明小林羨威J::.野烙

エ． 1 よし‘‘めに ＼．ー トリウム燃料は，高ぅ恥＇以炉，曹図戸［こ／む謬塩炒なども対
象として， 屹の技対雨発が追めら小て II る。 ゼの特微lei:よず核分裂怯切項を合 3 ぬトリウ
ムにオ亥／JJ渇l生物項 235甘ャ訊 Pu も加えて 233口を生左し，つ 11 て頂恥理 1 こ↓ l) 国収、し
tこ 233 汀を 1更用濯喝再加工を行うごとて＇ある。 この国収した四3 甘の中に 1 i 232 汀が含

よかる［渇冷の I窯変生成ガ勿0) 20s Tl (2. 6 1 1Y1 eV) と 212 Bi (1. 6 2 M ev'.)などら高ェ
ネルぎ—讀塁碍が生戚芍る。従ってトリウム燎料サ 1 つ）Vにあ＇げる燃料再加エ，検査，
輪送， 1号首に I古用の年刃い量，照身J時間，限射浅叩戸濯I司 1こもよるが｀，が線遁仮のため
の設湯が必要となる。

232甘の生成I こ 1 よ， 232 丁h と 233 rr 吠愛中，J巧反応ヒ}- 1) ウム中 l：喀沼わる 2a0Th

の（り）及応OJ 3)しートがある。 230 丁h ij:,.238 甘の違変生成物があリ，ウぅンが共
乃する卜＇）ウ今鋲ふ l：：は必然的に含よわることになる。例えば，ある月碩虚堺中IJ).232 甘

の 80 厖力‘,、 2a0Th に帰因してりるとりぅ報告もあ 1)' 荒駅な接農B暴を追りるたあ 1 ご 1ま，ま
ず、 230Th が麟青引釘トリウム E j吏用する：：とか屯忠て、あ '),2~0Th 濃応測淀が必
専となる。 230Th の完暑1 ：： ／ざ，頂骨分珂豆縛パ？卜 I凶嗅 Iこよる方法が＇考えらわるが｀‘
遁席のトリウ勺鉱石中の 230丁h ぅ農度)cl:取pp')'),1以下ガあるのず，o(紹スペ？卜）しo 測定が

最適といえる。 このような，y:索J生かうトリウム中 t9,'J.Lけしンド‘)5'00呵
の 230 Th <1)涅1 定法を 1鉗•tした。 Na四3 53，加疇輝
II..含鵡料落和調紺l と同位平t m目］定 令 HGl卑酪

淳HCl,2国麟芦
n -1 ．トリウ A溶応躙製：市服恥塩化トリ 蔀CL 羞滸
ウム (1 種）硝醸卜りウム (3 神）両笈化トリウム 贔

(2 種）をそれぞ杓辟和）約 1')'>\~ Th ・叫＼各
液とした。

II - 2 。 ヒ゜ッ今プしンドからの卜＇）ウムの分離：

ウラン合青 4 5.5 2 芦のビッケフ‘'しンド (NBL
-No. 6) よ＇）図iに従ってトリウムを分維し，

1 M硝殴溶液とした。

I[ _ 3. 2~ 0丁h 添加試料の謡製： JI - 1 と 2 '7)

”よ＇）卜りウム中に 10~100 pp rn の
230Th を含｛溶液 8 謡製した。

.IT-4. I司釦和t0)測定： II -1, 2 あよび'3 て｀

詞製しなトリウム溶液の一定是を臼金板．に平＇），
競jJ ljては緑ス、ぐ 7 トル測定訳舟とした。 IT -ｷ1 

の象知‘1 ふトリウ幻骨が 1 0 Oがg以下になるよ

さかわ 5 あき・こ 1 ぶゃしよしし＼．）ん(7')力、ある
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尋；江Th 口珈Na )'IH 午

I如 C！，綴 I 命HCl斡
Po畑~J XIO Dow欲50Wx8

戸釦•親王 1言MH直 6MHCLTh,Ra 口 溶祉｀
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I . 

l t--l HNO豆冬加
I 

ぬ Th

図 1. t:~ッケフ｀・レ守｀か的トリウ今幻分離



うに分取した。以禄のスペ 7 }- Iレ(If -1,3) あふ

が信量妍『（江ー 2) I：ぶり同1立沐比 8 測定した。

I-5 ．トリウ豆精繋'7M硝蔽ー Dowex i x 

1 0 京か必要，：応v·涼青鷲した。

J[．窄聡締呆 皿ー 1. ()I,.線スヘ゜フト IV
: 国 2 に1[ -2 のう容知‘作った試料のぺ醜スペク
}- Iレを示す。 232 Th (1.4x t o10年）の同位体比が
o.~ 6 7 7 て、、あるのて"4.0 1 ユ， 3.153 MeV0 

tー -7,3認められな II 。 2 :3 0 丁h(7,7x10官，
4.6 8 8, 午． 62l /v1 eV) が主ピーフを示し， ゼ
の他 227Th(l8.7 2 日， 6. o 3 8, 5.'1 7 8 Me V) 

乙知） t裏変生戌即0)己ークが認めら中る。
国 31::. エ -3 0)，記 1::. 1T. -1 誤料0jペ緑スI{; ? 

ト 1レで．示す。市恥后トリウムt‘lょ 232 Th, 22りTh
(1.'1 13 年， 5．午e:i 3, !;.3 午 1 MeV) と＇が
ゼ0).t患変生灰物が検叩い芦核糧ず，
諏 Th OJ割合 l3 非掌に小さい。
ill -2. 2~0 Th o:,ぅ患度：市販品}-’）ウム中
の 230 Th 忠夏を表 I 疇ず． 冒ぷ

[IO' 

訊皐 JJO丁h還蔑ppm

1 塩化 rリウヘ 1.0 土 0.1

2. 硝醸トリウム 0,7ｱ.0.1 

3 碕敵トリウへ o. 'T土 0.1

午 財i醸トリウヘ 1. 0 土 o. 1 

5 醸化ド）ウム I. 3:t. 0.1 

6 函変化卜りウA o.'7 :t0.1 
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表 1 ．市販届トリウム中戸0Th ぅ鬼度

トリウ豆輝量が50 ~1 0 0 l'~の紀 l手＇’
はトリウム骨lょ測定赫呆に入ぎな影臀を→えな

入手し氏卜りウヘ中の 230 Th5患底 Iょ約 1

p p氾てある，幻線スヘ゜？卜 Iレ叶岳 l：ふる
認 0 Th 還度の測定ば，.230 Th 添加試応測製

戻綿果から 0, 1 ~1 o ｷo ~p m の乾 l国 /C 蔑らゎ塁101
るこりが明かにはった。また0(線スペフト ll/測品

詞炉，瘍液0)臼金坂．J:.への油 F，乾燥、建楼
は 1ナの簡単な 1如F が詞製t｀、さ， トリウムの精殿
には『 M碕頴酸— F食イオン交 •I戻汰が｀眉知t'、あった。

I O2 

ll 。

6.0 クo (MeV) 

国 3. IT-3 含叉料0)改碑泉スヘ゜？卜 lレ
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2A14 4"ヽ久島ょう店およい" 1嗽ヽf tJ')ュ;· 9 和

（『」礼い現ェ） C斎篠裕j ，粁牙釦青 乎尼良光 禾村翁

叔的遁臼碕勃・喜頂そレ 1脅 11-今季で‘よく頷べ.刃［切り、が知↓：：つヽ、て心
塚祁へ(/)秒行にf汎 1ク訊雀・｛肴沈パ1 ゎがてレヽら・/r-@1れ局莉tイ?豆夭易可ぬ丸し目的
、仕府tみ3?Pぃとレぃ心｛心釦乞、 1 も芥il'への和れ：つい 7闘べるこしtおも ri月
炉して皇線をijっfご．
訊和1“”夭い心 L1こ年叫渭 h fJ‘であク名拓およい屁凡:f_...ク~であク。繹 1 -J. 
這叫輸山1釦uf1 I:'. わがび翻知‘還印 1こ，といらの品厖埠oなり ZIJ ~ 2Sc乃て··
こi＼口直泣｀孜~I:.|月考りバi l こ泳I1 1拭灼とし［：。（）図 1) 'J. r こ． 1紅1且·珈‘
悲恥逍f P目的にお、＼てク布遣取した。脅 1: 後危は野嗜屠と 41’,/'\.b 、J-山噴岱1冴んりが,.:·
l d-7 ~リt L ていわ。（）月J._) こ」叶哨1 肩(@厚 I 300 糾灯I}）が□,し」 1
してわ息 l :ii怠が’0 冴iV) 4‘ り作欣レ「：：訊斜 I二ついて狙[Uわ 1：：：゜
パ払 11 ｀希鯰＇）が少希とも炒メッシ 1 芥千とし 239 和トレーサ-t 11/1なや渇＇枝
卵も二少ィぃ滋v‘¢譲直汎直いかい7~ ロメト！1-麗ド。ま I:
訊杞のうち (/)L‘ くつIJ‘lこついて l1疇謙点しfこ4友，ぅ危如如窮Iむとにふ1危々 1:シフヽ） 7 
庄ぅpu t庄量しに表幻知往／911 ｀ブ、‘14巳4＜界酵一甜i醸ク甜f, 11し1Jリ肱所•f昇＇で紀
彦ド釦駆レ麦謬凶！揺応し／て:Z.31 応を足羞し［：：9 ．分緒必t}註疇1 ・（団 3)

団 1 ヽ屯ネ瘍拾厖
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I 

園 3. 1゜叶吋t-. t7! It訊ii.

ぅ店店ゎ炒タカベ爾ぺ糾
I 

砕！知史也
I 

パ分
1叫バ雌ー研綬か睛
「-----T
践1) 帝夜

I 
名レ 11 リ紅祠牙

ば炉衣

l 
扱ぅ衣
l 

貼n l仔．広

I 
-1 0 A 111J t. 

I 

亀危
I 

＾埠たく外：メド）一 I 

如手訊糾tこク、｝証知 1:,り 137¢刃な非絃吸填1-ペ 7 f-t1 J卜＇）一 l:: j)江量
｀正しい、ス31 アu 名jぃ•I叱3 とt鱗・が裟汲危にみく雌P で 1汲‘lケ L てい
ることり~.睛ら h‘ にかf：：・手 I-―その:J.3 ？アu の祖着位環知他唸 Iぅ？ ¢3 がり手知
介f：：イ直,).~) l ：：非的 I こ進、履と rjっfこ・絲昆.vi.,..、炉l 註1 ・（和 1)

昴直 1: 、 1免い禾易 1 づが 1· る野科バ知 1：：つ吋街指息L f::.9 ゴっf逗傾樟淮所の一色直祝
投沿濾和1 る。

衣 1 ;沿后 Ifの :,.31アu と 1970 （釦11- f C,/~) 

”炉A /3？心

弗和 A 1 象⑲グら 3 ｢m 1 で• タ、 I :t. ()、t • I J.f I:t:.3 

2 紅'11t. i 1) lh 打 0 、 2 1 o 、 I < $" 

帝咳しP 1 表直ぼ罪l) がラパ和吋で' z 、 3 :t. (J9 5 ュµ¢工ゲ

2 表⑲ （イ恥ll 面）がら()、9口ぼて'. 屹／ユか？ .2/ 2 土 4

サ {}̀[ c仇～み2 況 グ、 2 士 o 、/ Pり士 2

メ 3 L 仇よ 1 I勺令F くり90 メ A勺＞，

1) H, Mei e r et al., Radioc 伍； ca Ac+/l, 1 五， 1 10 (I'l71/-) 

L) チ11` if1-森． 4紅森，豹を，iた 1和7' 后森，わ I 国荻卯、化＇吝言1 i釦会， 2806 U777) 

3) はい、れi1 ，危』， 参也，垢z,/団杖身1{um1隋冷， ュ BI2(/ 'l 7 7) 
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2A15 Z30u, Z咄如2.Z5A叶し一可ーを便I祠し．巨天然町中のい，応， Ac

叩司4立1本豆釣豆き量

（新諷大丑）橋本哲夫 0II ＼哀緊渓，外芥試‘

1 ．天ざ物中の放打1世核種．のうち壌変系列 1二蕪するもO'\ 1;;' 個々祠亥種のおい如遠量
するよ／）も、同聴分芍定量によ／）、素愛系別中での杖評I1四翠璽1翫早衡状態こ罪ること 1 二
ょ／）、塔しく情報量と噌T)ロさせ偉ること 1:;;r固知へ二とで石亙瘍君ら l:J、長寿命核嘩とし
ての U, Ro.., Ac.固ほ1本に注目し、これらが1ヌ率卜し一廿ーとして攻凡）とNp糸万1\ Jご礁す

る平衛状態かち硲— 225A c.. 7Jく天然核種 (]\d楳のエネILギーと容易 I二区別て｀、さるこヒを判

用して、 At:.返分淘封知 d ズヘ°つ卜 Iし．の涅庭から、マ丑u /2逹U 比， 2泌杞0...,主RQ，字昧なや

22'ワ玉疇暑するナ法を声え、実際に U 含有鍼罰訳濯た分吋し之、平衡式態I二つ l\ て差祭
した。ちRo.. I 叶哀軒倅て｀、あるが‘、 |4`8-日の半恭｀期て‘‘2お·A C. (IOO旬， ?21戸， 2l'<At'

祖p。と虹謹噂と早噺とな戸疇以下の d ズベついしから疇7l澤疇訳‘きるつ 22唸、一｀

1-し一寸ー語潔ぉょぶ、分離咬g、嚢崖如とにつ I\ て祷詞L匠のて‘以下］こ報告戸。
2 、 1. 23ヨu (1 、も2x IOち年）と的 1 3 年扇遷し瞑長し定2.2行Th ，亨脳，~;疇汀贔

Iさ決疇うに行な＞巨。 2も3u苓·液ほも NH⑪ Iこし之唆イオン交要戎祖§ (Dowe.x ¥xi?-2.00-

400 か e s.h) に通し、涙 1こ 0 、 1 /\)日⑪て‘｀九，腿，Ac..と， U が｀そ lvl -'c_,.IY\..H局 1こ滋痺疇。次

I二心落禽cl· 較固待苗酷塩二かえ｀唆イオニ呑喚如叡＇｀、ワ N 日 NO豆‘‘訟． Ac.. ,o、与 N
HNO豆可逹分饂精裂し亡。塗R0s.匂／分離：したヒころ不純物ヒして 23うい＝浪圧する 232Ul:::.

由呆すろ強い 224Ro-カ沼紐さ収だのて‘｀｀分離Lだ窃Thからミ 1しキニ 7篠ど咬Qの壊変のた
め約 2 斤月放晋し巨0)ち応曰し一寸ーとして使用可貪区ーであった。

2.2 約 1 爪郷知ラン鉱物を秤董し、ざ N.H N0.3 20  mQにとかし、同蒔1二苓秘ーユ25Ac...9
230じ卜し一廿一厄ー走量添叩し、数滴の出〇ぇを加え、ホットっ九ート上ーて‘‘Z峙蘭 I)ーテ

ニフ‘‘を行尉＼、~ /)宕下フィ 1しターて｀｀ろ過唆乾疸＼し、 8N 日訊 I二とかし唆ィオニ交喚桔丁脂

I二画すヒ｀咋．Ro... Ae,ヵ＼＇‘森饂し、 0, I N HQて＼） 7J曰蒻疸する。71,.知， Ac.. 7 うワラョニ Id
乾固食ワ N l-l N03 に参かし、噴イオン交喚将T膵 1こ直し、 Ro.A•C.を表縮し、ここで礼を酷く←
Ro-·Aこ巧ワション茫較固1恣 z· tv日(._Q I二溶7J‘に喝イオ:::.安魚移叩（ Dow叙辰心 200-
勾0 応esh) 1：：通し、乙 N H CQて‘‘Pb, 紐日Qて蕊， 6N  HNO豆‘Ac を 111負 1：：：頒髄記する。

Ac.. 1ず二のままて1さ木純物をかか）含んて｀いるのてぺ次の潜森呻出セ行如＼糧駁した． Ac.,
フラワ己ョ立乾1回惰、 No.OH て‘‘pH噂01：：し配容表に喀かし `o-I M 丁TA 、 0 、 I H l'BPｭ

虚豆嘩喉抽出し｀ 0、 IIN 日 No3 て‘＇並抽出し、＊祖中O) Tl3P 除去のだめ虚千之｀尭：：争レ
料目ら殿固する。知，• Ac遭着IJ:.培衰を蒸発乾固俊．徴壷 ZN H N03 に落かし、イヽ）フ°
ロハ°) -)し 5..,QI:::..ヒもにズテンレズ寂を袷滋とするがラズ勲需着セ 1しに誘し、白釦最喝甚

を渇し、 600v ．左呪 A て｀ 1 時問鶯着した。 Uぅ容喩 l"J'イヽ）つ°ロビ 1しエー〒 Iして｀＇応を玲去し
（予唸）日 N03 I 二溶かしや醗l':::.モニ内ム需解·表から噛羞した。びスペつI- Iしの涸促 Iユ、

芦 (_Au.）表面嘩唾型半専本陵出器 ~I弔 I\ て行店った。
ろ． I 、脳楳涌へ炉測I走ば 2 回行心＞た。 1 回且 1切浅麟すぐ＇嚢着して d 港l！走すること

1オしもヒ てつを，こ寺つ し lず‘丑）そヒば｀ヤし た 1丁 L
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l ：：：ょ I) 、之4込，為知還半疇遠壇負量することと、知っ弓勺己ョニ中の分離0)不完

麟2Z5人を計数する。まだ卜し一寸ーとして力0えた＝嘔7J‘ら幻置這l走のため、脅麺徳

1 ワ日目 1=z 度恥びスペワトロメい）ーを行瓢、壊変阪長の式‘を利用して応がl謬で訂
噂し巨。 Z27A c., 1;:r ~放屈応＇因） d ズヘ万トロメト I) ーで項細さサ＼る壊が可の哀長い寺
っ戸め 1 け目以上放晋して港＇＼走ビ行危＞臣•またAc の収率Iさ立ちAc とその浪以下から点
め巨， u 0)収幸ねこ30U から言t算した。

3Z, 1忌ら軋巨結果と表 I I二手とめ戸．巳本産 I) :;_カイらうコ饂てId 、立午なが‘，之姿U1=
恥‘-z I 臥下て高ることから、これらの鉱物ヵ＼‘できて7J＼ら平衡に達するまて＇つ売分聴P乱力＼‘’
なかっ戸こと、柔巨こいらの舷閻の母竹l二元下木が豪瓜込ぉ，／）コ-1 Iしによ 1)藩I丁やす I)

Z3¾_) で可急の知n礎lt出尺ヒ声えら汎る、

t弓
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石表 1
人汗クたi

I 
Ac 人形た

I 

u 

石

人彩石（人形峠）

I)汲凸訊喘痕）

1::冗，千つ‘‘しンド(.4--rコ）

西0..汽~)
6 、 Z9 XIO3 

ち、OZx JO 
3 

さ、 59 x 105 

で立竺u
0 、 B 'i5" 3

1 、 03

l 、 0

沼応びF万）

309 X IOZ 

ろ、 9 も X 102-

一
"Z"'-6知／苓汽）

礫へびPヅ幻
マ．8を x 10 

z 

z 、 3:Z: x IQZ. 

l,42X IO4 

zz函／か松

呟cび秒／針）
z 

4、0 5" ><10
z. 

下、91 X 10 

4ｷ 
1. 4-Z メ IO

=3Ra／之咬応

⇒8 (dfm店）

1 、 {,Z 刈0
4ｷ 

3 
4さZ Xlo 

3 ．巨2 バ0
5 

人彩万し＼膨峠）

I) ゴ炉巧ン（瑞浪）

t:.°~/子つ‘‘しンド叶ェコ）

0 、3 8-S

0 、 62ワ

I ̀  oo  

0 、 9 ら

0 、 59

l 、 0

0 、 0617

0. 0768 

0 、 0 39S 

1)T.HQsh しmot。) -e.t a父• ::r. N迅．<;:,c.c. Tec.l.._l'lo し．｝旦0) ll9 (_19 可5) z)T.HQsk氾ot。 /etd. 訟d返o山仇逸

知tQ 旦 , 69 (__1'l'74-) 3) l< .A. 3虹m.)e+al ．:Y. R吋oa.no.L. c.1-et"A・芝，迄3 (I行o)
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2A16 液尉｀／ナしーラョソ測庭広による空気鴨の定量
九州環境麿逐動戻 0松岡移咀 I司村正終 皐井莱ぅ台 白石直輿
九州文翌逐暫節 高島良正面島則孝

／、結言
克気守に栢伝する恥が足量 Iよ、放射化曽あるい li厄珀碍の分野て‘興味のある問題であ
る。計：：：原子力施設：の運蔦渇って痕嘲に放出ミ dしみ気杯択旅射l'生物簡の人砕へ0)影響を
殆えるとき、天然の知本応吹恥生物簡である Rn が空気寸爆度を把握すること I J重累 r寸｀課題l
である，空気中社の刹定ぅいし之 1 ず、これずで｀に電離紺、『線スI\° 7 トロ．｝トリー及t\‘‘
two filter met蘊等げ広が報告さぶて v‘ る刃＼ミJ□fl7)方沙、 1ず、装置，剃定吋蘭箸野外
刹史 1ミ\J禾 h更 r謹、打ゞ夕い。

恥 IH- 沢シレン、卜 1レエン名の有機癒謀に対して栢めス衝1;‘ぅ砦解度ど示すの 2‘＇、ぐの 1'生
簡乞利用しむ夜尉／ンチレージョ｀ノ刀汀｀／ 7 -（ L ＄ C) によっ？水試料中の知ヵ＼足量さ 4l て
いる1);~3) 1 ミで紅筏言訊仇疇曼に応用するにめの検討を行 7 f＜叩‘報告する。
乙刹定の原遅
空気中恥の肩尻腿による諏装晨として図！の毛和レと方えると、 7 ロマト 7'、う 7~
ーに詞汀麟麟疇疇句恥ミと応叩＼る。袖濃度じの空気叩末積にし zv年 X れ
fく＼ T通過し［迂叶の I 投：日及ひ‘‘2 授日の液相守 1泊 lTる恥濃疫C遠か‘C置氏（l) ，式(z)て｀＇示さ
小、る。

Cn = KCo (/ -(Wc芯）戸l (I) 

c;=KCo 〔／ー（覧閲次／：nv←)(kVLK》ぶ·)rl) (z) 

＼‘\.‘て‘'Kl ょ知の波相一氣町恥分配糸数、
VL 、 V(r I ょ液和及伏‘気相の 1木積て‘`、 I 段日と 2
綬日 IJ町ーヒする。式 (I) 及び氏 (z) にわ V‘ て、

れを尺亨く、可豆らず勿汎枠積の空妖とベ

C。→ ) 

VG: 気相の体積

VL: 液相の体積

1 段目 2 段目

図． 1 不連続流型段理論の仮想カラム

1̀. I｝ング‘でせると．伍及伏‘G{l J Gt.= Ci= KCo て‘近似で｀さる。ら及かC叫 LSC I ミよって測定
て‘｀きるので、勿渭鳴教K 1J\‘｀わか 4\lばCo ど求める、、と訳でぎる。

3 、哀、政
呵紅含む空気ば、うう二ず 4 卜 E危餅＇し z 碍ゥ小［げ］ラン舟痕に登気を l\7‘‘II ン 7‘、さ

也、こ~I.... l/J._lr co叫a.in.er (四知以：、二 1真）に1訂集する、、とによフて詞敬しに。 L$C IJ 

ALoka L~C- LB/ U更用レ、刹足好器ほ／00 qrJ_テブロンバ」ア Iレt用いに。測足謹a.i几o.1
濯虞f応応よっド。成枠ランナし一 7 一ぼ Pーキシレンずに l 叶 Iレエン／ 1 k4仰DPO、
虚呵のpopop t輝孔［てもの乏使用し［て。衷球の概喘ほ_\,灯(1)とお／）である。
Jー！ 吸収由禅と欣釦未数
Pーキシレ‘／シン手 L ーダー及伏‘卜 Iしエンランナしーダー／¢ク』と入J＼に内搭積！誌咸の

よっぉヵ＼のぶあさ、お力＼むらまさき．ひらいえいじ しらいし r訂うすげ
に1J＼し］よしずさ、もも（まのリゆき
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がス洸和‘‘んを引／ 0 I 殺日及伏｀ Z段目ヒし z1更 l刊レに。咬履含む空気E叩鳴疇
逢て‘口吸う1 する．前殺にか｀ラスフ A Iしダー及ひ虐叫力 Iレラウム筐も置き、粒］オ怠物噴と7ド
戸麻（。吸収する空気の枠積豆斐陪的に変比させ、寿諜11吸収絡］紋［平‘ちに／00 』テ

ブロソ！ゞイアルに移し、皇疇攣過して図遭疇疇射平衡が成立［「淡 LSCで測
足する。吸収し［逹空気叫料積と悶Clミよる訂数値をアロ、7 卜しび及収曲線E4乍製し［ヘ
芦E 含む空気と Pーキシレ｀／シンチしーターを墨閉糸て｀、平術させ、 Pぎシレンシンチレ
ーダー市が咬V\を LZC 疇j足して町特的に空気＼中立恥濃度を求め［て（葡的状態）。同 L 空
気と式(l) 及ひ＇武(z)を町いる方ぅ紅測史し［ス（動的択態）。勿了む未数I J ITLte.r-Ret.tiona. I Critiｭ

-ca.I Table より引用しに。
J -z 0 、ぎ、種外値
盆 Rn ど含む Pーキシレッシンチ L ーダーに 7 ェンナャーヒし z o ̂z位oルの四瑶札原素と
艮陪紅還露l しに。 L$Cl ：：：よって zzz知を測足し．精分計数広 lてよる 0 、セ洞訊翡止と下限デ
4 ス 7 りミネータレベ｀ lレ幼ズ｀、の値屈引tt吟紐紅辺りに。日時に 1”c：による外部将、構稲象氏
這廉し、呟；so E綴輯て、外部枢準餓簾氏E廂祐 lてプ゜ロットし T 又．
4 結果
図Z I'= Pーキラレ‘ノシンナレーダーに対する

泣 Rn{JJ V恥瑾I絲乞示 1 。訂数値ぽパ虹l 及仏’'z 100 | が ’’ ｢ : F1rst 
綬目とも b 2.琺上0\吸収て消知 Iミ立し？わり、 ｧ + : Seoond 

ぐの届戒 Z‘‘lす、ら＝ Gl= K位打＼｀成立して V‘ るぐ
とヵ＼‘中訂＼る。表！に静的状懇及ひ動的状態にお
げる足量値叩謙文t示す。 3 っ畔式粁lてフy‘之 Air Volume （ヽ）

いず｀小0)場合も良ぃ一致と示し［ミ． 図． 2 p-,Xyleneシンチレーターによる

と知濯l Jに加い濯標準銀源比の関1糸ど元、 即の吸収

和ゞ、呪晶碕棟皐盤源氏l<f一足の叩釦関
表． 1 静的状態と動的状態の比較

休グL1 ら人、夕国標準紺囃氏と剌定す如ず、加p (o pm) 

{7) I 固刹足 z積討t数ぅ久 1 てよる 0、点、持外値を表 試料名試料 1 試料2 試料 3

のるこげ＼‘できる．従来のJ北計数表等しず母籾
静的 171．たヒ2•8 141. 7土3.2 100.5土2.5

動的，68. 9±2.8 139.3土3.2 100.6土2.5

回の対'l史j:)＼ご必浮 Z‘‘ あげ＇I足賄間に制約があ）「＜
爪｀、和幻てずJ \l頂捉吋閉に制約之J＼牙いのて‘: 1~07 

康歩唸浚tk御瑚上できる。 ::: 

知和県九重町:K泉(7)九大地熟研哨氣井の差凡 ¥ c:: ゚ l.06 
c:: 

乞和広ヒ 1\‘‘ネー 7゜口、フトぅ戻3)とど和み合わせて刹 1.05 

足し I嘉果、 zzzR叫J/p~/j__ f之゜恥 l す／必X/0―箪 1.04 
であっ 1豆 百 2.02- 2.0~ ~.— -2.15 

Ext.ratio 

燻 図． 3 叫l;。と欧t.rattoの関係
l) 野口正宅： Ra.dlo isotopes, 11.., J6Z (17 研）
吟 蔚島哀正，百い剥平，有足涵輝； Radi o i soto p邸，空， 504(I?78)
3) 堀門伝3-,村上飴経雄：が叩遺，笙，砂／（I？79)
4-)吋阪麦如 1侶夫：瀑莉がスクロて卜］‘、ラフ,f -1 （広 111 書店）＇, 1 !Z (19 ク7)
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2A17 暉応叫□孔碕親雌
PBPECMP抽出t LEPS項'1釦適用
（金双•理 •LLRL, 証虹）

0f紅譴謎鴎東 •4租玖・山本豊
珀麒昭孤鑓呼：饂L“’．存’|輝叫ゎれ 3 ようになったが，建叫(- J: 3 

謬ヒ II う息見文ガ 5 升Jと，吹（和互 l'I-.4年） t- ‘l 庄長す 1 邸ん（バ'f32 併）成量,1-
I勺 3 が也 I二て｀、きな 11りまた戌Il虹遣にも促知i 5 ，巫ス＾゜ 7 卜 0 メ~'/ --f::tとし
戸，摩が翌¢乙乞用， I t:.しふ吻几恥5fll勺言(LEP珈細直味ぃ叩虞
乙•あふ紐知り麟，l紅心謬とうげた歪戸·月，すなわ 5. I似鱈鵡緯
魯2麟品知ぁったテ"-:,,1牙知r約1/a,,,,cfの加l¢ 屑珀駅料（雌灌嘩わ研究贔ガ
準択された(/) t'・乳這 I' ・ヒ如話課題“位 L た。＇ と(. 1 二 A伯這煤抽吟離に
つ II 叫． 4足呆｛訊していた HPE評の使用の 1手が、今青且今桁；註J:. I I 術易イ[1 3 ため
籾鴫紐./J`5 t'•もい紐打認叩邸臼·臼匹VEC叩（図 3尋照）が＇，匁丘
這沿‘（東和滋し1業）さわ入牛 1'・きたのど、これ濱株拭藻が杵·f生（ん甲鯰噌l13) を
如 3 乙しに砂料麗直却紅t。.
網が）李っ百LE虐l足によつても叫仁のよう l::.2エ直在、1"月かがあげ，礼、
暉か認り応 3 UL入紐碕紅：： I戸い存在 1<-!町J Np LX .tい lか＇争な ’I
頃l 2 .I:.)必拓かのたか：：叫ガ；の疇分釦喝狂． 2[臼 11 'Z.毛｛釦“`
鯰瑾如手分離壌集技
硯免『せまし I I 。 soil o]こ言＋2)
孔邸につい 1追 Boil toleach 

知鯰I) 6在t灸れば Resj言。300M>+HF(O, IM) Sup, 
3 の 1‘' 国狂疇すよう Boil to leach 

,'1  

辺鰤出の If.が．さ 5 l:.Residue • s咆「-—

H履這丸も加れ．両店 Leachingsolution samp1e且皇9丑：
,If 5 オ“、II) 5 わi Am, ？ぃ昼 Leaching solution ('ii~む） Energy 

の比紋叩炸．国 1 四 1:ょ：言<Pu-242) ~ H-f-
憂r2介紺スヤーム乙，千， TOA(inXylene) 

l’I 

1 81 よい° 1 卜 P ＊卜｀！ A!. org. 

`つ:: [9:’11: : :: t A戸止辛竿疋＿ー］
トしーサ』虹をも／免吃、 A)で． B) (P]]. 、 !’•• 

訊ぅ考氾麟した。， Dry l up (0 「 Fe ppt.) DBDECM･(in xylene) l 
(J] 2 に l1 叫03 ；努出舒 pH~! オ— l.6 A了＝＝言．09CCI午

今t，｛の叫．l 二 H印訓0, HDEHPiin I ene) (Am) 

紅ひ↑った＇玲いt' Aq, ~厄' Stripping with 

かにつ l. TOA抽此：よ
(Am) 。 .lM-HN03

回 1 介拡スキーI,\ (Am)in Aq. Ph. 

r,LXray 上早

93’Pu 』且：＿』一
"'Am 」『]'」•

有

・・ヒ与印 ＇仁与印
, 
.... 

回 2 /fi認 7初23 ン各樟
のL.EPS 戎蛇町・

l 考奴皇 1か免1企ff秘~)

ざり‘のうたまさのポ＇・やま毛とまさよし•こむらがォ‘V~ さ・やまもとゆたか
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1兄這蛉 D ! butyl -N, N-di ethY 1 ca rbamy 1 phasohanate Di buthyl -~~~=~~~~~Y 1 ca rbamylme thY 1 enephasphon□ te 
(DDCP)or(DBDECP) (DBDECMP) 

繍い穀水 CH3CH2CH2CH2-0、！ふ叫CH3 CH 3CH2CH2CH2―〇、! !,CH2CH3 

柑の『乙 1.24 ，し CH3CH2CH2CH2―〇ノ ‘CH2CH3 伍99119 CH3CH2CH2CH2-O'P-CH2―c-, 、 CH2CH3

；烹： I:（三三 u゚ーミ詞］： p ：:-----覧罹：
勺閑：叩 1 /p'I1 匹＼ OO正CP-ccl4 ：知］ 1：：;’,91ク＇
“、::、 1. 20/: 、O'→ 111l(Ill) ・ 20 ，4：□三：f:：ニ
ん、（直）平噴出さわ， olM鴫直滋也て＇•さ 3 、·叩）シ広
t‘ヽ～、の祖｛桑這 '’9 几よ叩怜桁珀ったさ、，の各
名？がなり圧紐4 ヽ：：f． 1.. ToA 抽出伽喰依謎）
と紐桑にt }抽れ這合もざ；豆葬 111 -:z.直、
切組以い心‘9 危 A必ク紺料繁わ唸> I：：：府効
筒ほ峰｝嗜い.. Qお．精保執‘叩枚射け項直l::.
t L砕＄ ：£の通団ヽ1-猷効ガ？ぶ衿五弓4伍ピーり
辺ふ｀；吋“"t百塁言砂虹這所
1 如1-．．巧吋吋這叫屯碍f貌ぃi‘さ 3”S) わぶヽス八゜
り卜しピ／り n ピ~t/ンがわ；紅逍困し<., ~以と養と/J.L
x組：： EI 行う‘)が紅紀ぽ詞料か汀H紅＇あみ
l)H匹…如 S S..知べ...e, 1-1“ノナん ？ん戸'.c.<>,竿，必 I CI9 ワざ）

2) A巫k入•1,A. C 知臼．デ迄↑ ', I -.J.2、 27 / (/977) 

~) s必.J.(T. H.ノ J,ゴ”が'q·“虹¢, CA..匹，茎訂謹饂，坐f呼I
鱗込lJ,..,;M./ Lグ＆訊IーI.'T窃芦芯．5分芯王（盆？~)
S) 久オ噴—，？及立（言． rィ屯旦，ヽ 39 (/7'76) 

6)S-t:......,ば・6. Si…～加， T．s. 8v…ゎ F. T. (ANlJ3らば． R ．H (LBし）
1EEE 充~~-::;.,~~.M叫 .Sc-<·. I 必（1.) ク知 CI初の

'""" 
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2A18 オキソプ添加水溶液、からのシ合小生展 lこよる
フ゜ルトニウムの中甫集

（金沢大理） 北茨英宏 0竹井美智子中西考

1 ．目的
環境試料水中 n Pu濃度を定量する際1::.Iさ，まず 200~ f000 l の試料水から何らかの方法

で•Pu を昨農縮するこい｀§俎要である。この前濃締琺t:.して 1さ従来，水穀化』第二録また 1;t水
駿化マグ｀ネツウムなど｀による共ぅ氾法が‘よく用いられてきた。しかし，共沈法では、ぅ光殿の
凝臭・ラ也降を待ち 1 回l/又を終るまで'(::.24-時間程度セ華するうえ，共完華ょ必ずしも満足て99
きる高さでないことが‘街い。そこで‘，一般的なキレート試羮であるオキラン(8'-lydY-oxy
茫11..0互e) Iさアルカリ、アルガリ土類の一祁も険く 1ま乙んどの金属と，水 1こ難落で強固

なキレート化合物を作リ，さら 1：：充牲戻 I＝よく汲著されるヒいう原珪(:::茎づ＇いた，崇手炉

冷却水やその他の水試料中の放射性金属桟瑾ゃ微量重金属の吸着険去・分離濃釦碕宛｛）
1::. 主目し，硝集率が高くかつ迅速・瑯更なPい滋濃縮にも応用で＇さないがヒ考え／以下の
検討色ず子なった。

2. 実験
水溶液中での和の玲牲規への吸着 1：：：ついて，Jゞ・｀／午ぅ去 I::. よるトレーサー喫験直 1) を

行なI,l, (j)オキシフ環加の知果および＇啜

着幸のpH依存姓，（ii)吸羞幸の棧袢時間依

存牲，（iii)水溶表量～オキジ―ノ量～活牲光
世い汲着幸•の閑係など(::.ついて検討した。

なお， 1 回の突験あた＇）のトレーサー 4吏用

量iが 5 ～切 dp,,nで＇，ぅ台牲漠 Iむ襄粒：ボのもの

もそのまま、ま知さ紛砕後，適当な粒度の

ものたふるい分 Iナして用いた。

3. 結果と考寮
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(i)蒸留水屯用い， 160 1111.の末量からの

32~60メッシュのうが生規 o. 3 3-による和の

哺集について， 2 ｾ (W/v)オ守ラフ溶液 1 ,,J_
を加えた場合とカロえない喝合 I::., JJ及着去の

pH依存性が｀ビのようになるかを検討した結

果，国2. Iこ示すように，オキラン定加える

ことによ')、pH 心‘J...t.で•Pu.が 1 まぼ定量的 I::.

吸着されることが｀わかった。なお，この場

合の撹拌峙間 1さ 2 時間で‘/pH1直 1よ，境坪中に一定．を示すようになったときのもので＇，アン

モニア水て｀；ある程度までのpH諷節をしても撹坪中に若干変勧するこヒがある。蒸留水］のが

□［゜rこ：言::こ 242Pu)
El ectrodepos iti on El ectrodepos iti on 

• • 
a-ray spectrometry a-ray spectrometry 

図 1. ベッ午ぅ去によるトレーサー実験の生1夏。

きたざわひで‘ひう•た 1tし＼みちこ・なかにしたかし
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固 3. 水溶液からぅ紐生炭への Pu咳着
幸の撹袢時間依存牲．

わリに和l<. も用いた場合も，その結果 1ょ図2.と同じ‘であった。

Cii) pH を 7 t:.一定にし，また撹拌時間以外の条件を(i)ヒ同ーにして吸着寺均刈覚拌峙閉依
存性を検討した結果（国 3), 2 %(W/v) オキラフぅ咎液を 1 砒漆加した 160 ,,d(!)水溶液がら，

約30分間の撹＃により， 0•3 gの 32. ~60 メッヲュ冷性炭-::. I Iまぼ定量的にPu 力＼浦澳さ水た。
(iii〉水溶液の液量などの捕集条件を変えて行なった実験の結果を表 1 に示す。液量の増

如とともに吸着幸の 4氏下が‘丑られ、 300 1.のう毎水の前処建を l0時間以内に終えgo 厖以.t.の

Pu補集率を得るヒいう，当面，目標とする実用レベ＇ lレの達成にば、もう少し紐かし臼糾生炭を 4吏
用し 1 効率のよし斗覚拌昧も工夫した＇），カラム法への展閉も園るこt::.などが必苧である。

表1.捕‘集条件による Pu吸着主の変化。

実 験 条 件

液 置 .2% (w/v) オキシン 活性炭量／液量 攪拌時間 吸着率
(i) 溶液添加量／液量 (g / l) pH 

(hr) (%) (ml/l) ［活性炭の粒度］

0, 1 6 6, 2 5 1. 8 7 5 7 o. 5 ~1 0 0 
［蒸留水，海水］ [ 32~60メッシュ］

1 1 o. 3 7. 2~7. 5 2 ー→ 8 0 
［蒸留水，海水］ [ 32~60メッシュ］

80 3. 1 2 5 1, 8 7 5 7 ~8 2 ~ 5 6 
［池の水］ [ 20~80メッシュ］

3. 1 2 5 1. 8 7 5 7~8 4. 5 - 3 4 
[ 3~5 メッシュ］

［3海0水0] 1 o. 5 7~ 8 4 • 2 1 
[ 6~32メッシュ］

0. 3 3 3 0, 5 7~8 4 ~31  
[ 6~32メッシュ］

1 0, 1 6 7 7 ~8 4 ~ 2 6 
[ 6~32メッシュ］

4. 参考 文献‘

1) 本島健次， R~d i..o しsoto pes, 盛（3), 83 (1~ 79). 
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2801 ｀負記トラキス（千オシアナド）コ l\‘lし卜 (II)咽屯叶就メスIゞウア—
ズベ？I-,し

（抑此珪，茨江たrt°)誂四早， 9這麟叱、｝召碍岐

1. 1-. じめに

チオグアンや虹 I 多アン (N心； X= s, Se)を記訪とす請叙II) 子で1口 l\‘｀ルト（11)
緒（禾1戎誼ri叫和福歪どもフ。これが湿l巧頂露が澤任 (H-NCX, M-XCM 

M-NC.X-M/) のため1合知3 さむ加碑判定刈採旧坑和ほ‘ぷひ砲奴へ° 7 卜 ILな
百‘碕知れている，血年＇＼1，叙錯和X ス lゞウァーIii光iもコバ Iし卜倖f⑲E>cA 1-:. 

よ刃狡があふ
和如＇はあ光 X スパウァ—/tJ払’邸によリn-Co裸訂餅符から EC唆如＂笠じ‘る喘
似貨亀の状態幻知L た。昨、 2,'2,_ I-: 7 1} 7°テートしやバ 1しI- (11) イオンをと）こみ／わ定
Tふ似合吻をi臼立作り辺t I る．畔函：：：打する潟イオンの一つと L て コ II"I レト(11)
?,, 70や卜のあ克メス lゞ｀わアースヘ・クト /L 1;,荷也て殺音T~.

2．守緩
細和）麟‘：訟裸謝 H: [Co(WGS)』
品化私銀(II)の水啜夜厄加熱し、約 l 心心0)”Q
を含硫酸9 ／ゞ‘lし卜（II)のオば譴を加え和約1吟i
問加熱辺免ITた綬チプシア填奇アン七吋ム嗚
液ti炉 LTく。た¢‘ちに十均蝸1J\"析似ず玲て＂
これを 3~'} L，乾燥で亡た．
玄—裸甜（年心ECo (NCS)4J 的／勿心の
”0を含む盛化コ／＼｀ IしI- (II) 巧•よびチオ己ア以醸1J
リウムのエ 9 I-IL溶｀たを混合し，ID合l訂加熟撹
撹ね。哀化11iJエチILアン年加のエクJー｝し
者液石7JO之かと予色の経晶が祈出 L た．
丸：0-裸苺コバ｀ Iし1-(11)?') プ’テーI-

”Co139 伯心を含む千オ＞ア廿
'J.If Iレト（ll) のアセトンーアセトニ

卜 l) I し (I : I)名液と 221-? 1) 711 

〒ート (C1 、 H述ュ令）の？ 00 ホ 1し

ム：涛凍ti恥合 L, ＃莉抒 L でい這
氏を科r,; (C。（臼 H述心） C.. （N し S)4).
蔀す3舷(11)錯沫い I\’'l l,...ト (II) 稲iJfと穫似の方

i芸て冷応‘L F-:。舷行(;fm ひ‘卜しーサーt釦rむ1
コ l\"1し卜和釈＂元羨序祈 1-:. J:'}純度t哨めた．

ぐ百ヘ
NJQ/N  

しo-3、〉
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”却双I\'7 いしあび" (J,)食棺湘
(N ぽ）“）J. Co(NCS)4 ヒ (.c) 夕7Coヰ戻怜じ
Co （叫H叫J2.0s-)C。(NC S)4の谷充ス
ヘ0 7 卜 1\....
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3,、結昴
叩l::.7が KL乞和 ITm(N喚）l-~(tJc. s)牛

遠叡ス／び7 アース I＼ウト 1 しあふば',埓1o-

和••,......、,....,...,,,...,.. , 

畔（N四）ュら(Nc.. s)4 ．と 1バ 1し卜 (Il) ク 赳 •: .. 

11 7°千ート;~光X スバウアース＼° ?卜 lしを 低 「．．．．．．．．夕：．x
示す。伐硼和＂ばかヽ 3り伍／s （純舷是禁
頃） 4Ea= 2.IO 箪lf'I /S が翫l 口れる。 習
W(Et砂”toCNCS)4 7." I 'Jニ姐の 9"1' レッ ＇じ
卜洲叡I され，狂／の 9"九、フト（企{)、 9/"'必は
吐逗：： 2,／む内m／心I" i約遭杓畏のな ll i匹荏
に祖当れ。和がlのダ 7" し・フト（ s ：：： 0. 6”'“Is 
珪a = 2•36 田田／s ( I E滋叡｀生し’'た新ぃ l
詞祖：：Tdヽ う。 l図2 に示ずように «,2K にお

••.?.. ｷ • •., ｷｷ 

\(,\) 

........:.: : • :.. 

ゅ）
• ·.・

., ．．．べ··•.············'·'..~ ~ 

.......... 
．．．・

.'ｷｷ... • : • •.. 9.  • 

'1 ふ愁光スヘ°7 卜 lして1 訂祝松碍：のか 1 グ 7'‘
レ叶直紅l‘応 l．杓磁叩西叶 ―5 速度(:M/s) 5 

lしアンモニウム謳凶、に暖飢和f書 困 2. I/-、 2 kl::.. お IT3(a) (N年）占如）千
コ lぐ l し卜（11)?'/ 7"テートの？ざ K のス1\° 7 (b) らCG、加 N :z. 01,) (c, (NCS)4 の桑＇あスヘ゜
卜叫 ;,Co(NCS ヰ―に帰属丁れ 3 灯 rd、 クト 1 L,.

如、＾祁紅？リ 7°テートにと＇）二子れた 57G が＇偉亥 L て生じたt::"- 7 （中央）がなる．
幻K Z“のスヘ＂ ？いし l す S70(.NCS)；ー，＝丙応む和＂レ・フトととも 1：：み仕入罐頑スI\.7 
l-I\...か声）口いた。祉気分翠吠丘7J吟，釦t:."‘ーを舷（111) (s名） l：：j杭，さいら。
L o.MO辻 Ho (M下：：f面咋 I l-三f11b イプン）翌南祁窃7J＼炉夫められた Hmのイオン半佐

0 四知‘ら店＂ ⇔勺 l) も I) ヽ ‘mI 。 Ec..“で虹如‘珪咳（Ill) バ紅卿ス I\') 卜 lし
を 5 える（し庁資すクリアテート 1月に存た L -Z. l I るものと栢協て＂寺ふ
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2B02 7C.咆｝系をもフコ l\"lし卜 (l i l)錯和秦光メズバウアースや 7 卜 1し

（い国知知虻） e這藝坦，続和祥：i研疇

卿叫没原知むパ疇知尋疇£祈＇社すうに 1-J鰭疇珀噂的紅て'll,
その没 11'.'.:も滋知＂あうたの知1J\"困釦＂あ~.硲光メスバウアー々紅叫讀 T/潟愛原
”):.L蜘磁豚｀釦叡） 1：：：函 L Z:いる。しかし，濱浚．原うャその立傍の化な状房を百玲
知る：：乙ばか可花 l準心＂，磁気的級和現象 l祖日す江t睾象叫知研蔀栢扱礎1-::.
つし I( のや見が＂喝られる．
鑓 l チ． 57←棟計\'::i／,• Iレト (l11）叩（卜 0 ボ’\Jず卜篠係紅ぴ＇その誘尊｛本と， 1—-I-)J y-

2 ーナ 7 トラト岐店）の忍光メス lゞウアーズヽ、ウト lしと吼溺~ {?),1-?ケトナト吊托和和繋と
比較役討し，卸和楕釦碕墜を船告豆。

守、駿舘（和店甜
豆裸酋トリス（卜 0 ボ0 ナりコ I "ヽIL 卜 (III), CoC+YOp )3 の合ii\,; 57ら的 I,,.,,,. 心を含む

凸化コ 1 “ヽlし卜 (11)六水知窃(D. 3g)のメダ I-)し唸液（20 "1)に(), 3 gの卜 9 ポロンのメ 1
）一 IL~紫た（20 べ）， 0．勺叩戸笈ナトリウム否l＜和 1勿を加える. 7}ll即げ LTS が＂ら 3(J%
虹難ぷ原水、 2`£ 瑾召る． 3確雌 z‘・咋緑色0)フ杞ぞえが‘折出する。来組を汀/ L, ク
匹加しム l噂錆 L，弗液祁ケを濃紺しlfl1溢化痰系を加え再紆晶丁セた。
広輝I-リス（«ーか） 7゜四 lレ トロボP ナト）コ 1ゞ 1 し1- (l11)9 ら（4ーしPr1んャ）3 ル合砕｀ ; 
ニ a錯洋·I で Coctrop )3 と弓った (I司禄r窃i認‘合叶‘L た。
応魚浅‘卜りス（ I -=..トロ ‘)-2- ナ 7 トラト）コJゞ l しI- (III), Co (o<,(3)3 O')斜｀ ; 
戎。四 l 心を含む面醗コ）ゞ lし卜＼四水和窃、知吋...,,,豆’I-ニトロ·)- 2— +7 トー／し

lo い吋の各々疇疇庭麟，約 3確撹拌し，？別 L尤般を乾煉で亡匡` I-t..ーサーと入れずに 1叩様豆i広て｀村‘L た：：れう遣｛手 1 1,菜魯、，水条、，＇［素心
原侑祈lづょ＇｝み噴められT-:: 。
吃’l 危
メス l＼｀り貨紅｀I底l滋扱詞篠、臼和、氾方菟珀1、純釦'•ある．

雌心賑
国 1 /::.｀ー裸寄 Co知p)3, CoC¢研好）3 /あI む CA''Co （丸3)3 の 4, 2KI21i,1T i杞

光メスJ 9ヽ・ウァース、‘\~ 7 l-ILを示す。 こ小らの知和 7 隠毒の正祀｝系をもつトロ爪゜ロンt
応i } tすげ知衣＇m 。この二っ叶詈fみのス＼° 7 卜 Iしの比鞍：から、伊達知 3 卜 b 下 0 ナ
卜鐸和うが遅ぃ．：：いを克の和々の岬叩’'明ら7J‘l::. な..,た)- ？巧＂午卜丁卜租比丘·Jひ＞戸

戸卜釦和叩叫知｝澤疇u。)ーダ与日ャ滋わうラ， 7 -z; :::.I L.--l"1l.い
ジ＇ヽ'‘`/、)'’/4 1しメクナト釦れ＂ll い K 1'巽産｀Tれ沈気合尿iu スヽ゜？卜 I L.- 7A＇、現Q1)すか恥に夕づ•L,
た仕基ャt- 7`'~/L甚をも 7 了セ+1しアセI- -r I-釦:;J,;,ジご・バ0 イ 1しメタナト屑1本の

乞んど＇）かず＇とよ，ぎ＇ゎ Lょ〉，さのびうとし
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訳 7 卜 IL で11磁気侑勢心句訊 l 利‘~rすふ

u．卿恥砥気蜘応 7 卜 1しを 5L 泣舒
印I- 0ポ臼頃（床z"t戸‘｀ケ日漬
｛牙t'虹碑和：： Tし愛乃•系を和〈令ひ 2 しが｀＇
約 9 る。為よぼ磁遺似した錯｛和し
て， 1 ―.::-J- 0‘/- 2ーナフトー 1しを記訪と
L 和卸わ舵光．メス／＼••ウアース IV7 卜 IL°k
葛りI LT<。 L か L, @1- C. I号示すよ）に

幻k.でも虹0 ぃ·クト Iし 11 親i!’J丁 Kな U.

巧 auB 拉もっ鉄甜｛手 11-,卜 I/ だ弘
保（Ill) がイ~ 1-. t.• ~ (S＝~)て＇’トリス哩の
k 氏(U) (d. 1 ff3 )3'2 出 0 tィと刃ピン（s：：： 0) と
報昔丁れてし 1 る。刀 KL：：和13 合I的祀
光ズ 1\• 1 卜 IL c1)デ＇ータt打危ね叙惰本(/)
デ'-9 (r, s., Q .s.) に一約し名スピン(S=.f)
の”邸l1) 畔叶‘は T以，喝啜原が止傍の磁
紅勺4咽！ 1:: 7 し ,z 叶舟船111贔う如心.. 

ロー•,•'• ｷｷｷｭ... 
'•: ,,：牙缶． . 
•,.: •ぷ．．9'・'..,. ••ふ

•' 
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Eし喝知＇＇吠｀む咲（III) 1J鳴スピン
6：：g)＂舷 I= つ 11 研息てみる。反ガ払
姓コハ"lし卜 (IIl)鉗序中に E(t象変の隋、．士叶‘す
い高スピン巧郊11) I 消淵牡てあ＇）楳気的l::.
柩限に希釈了れて l I~。このため． 57Fe1亥位狙て＂の咤｝スピンによ切釦易I”度スピン o 角
笈遅勤 I=-応＇ゆっく）身動す~.枝のエネ IL f'—ギ（い：心叫lこ＄＇）ケ秘 L払叫叩

、° 7 卜 IL 7J浅i@'Jされ~. L かし／ゲ 1 で紛帝マれて 5 たクが泣コ）ゞ lし卜（II/)芍｛今で(1庁 1釘の
ような跨忍Tね和3 ス1\ウト l叫刹if')口れて I J Toi.'I,\。これlI EC 戌度の啄 I二根汁餡切みが＾" m 釦知‘放印影浪筵LL 席磁肛化屑翁 1ぽ~-LT= ためて＂わる．J-日不°口ナパ印:の
喝合に 11 Eい輯の裕、；局所的磁鳴希砧が＇＇加む 1 ：：と戸ll, T-::: 1J`,91 互一か） 7ーo t:.,L-トロ
ボ IJナト仔（みて薇 lf'ば店ヽ7L迂JHu涅度ヒ比較す3 と， E C.t裏麦 I 二衣 1 いて(t釘なf年
ヵ＼＂励起＂'L,か和令のみの登禄亮（ 1 ぅぅ、7J ILL 宅吐‘L ヤすし I -:_ t.が判 3.

〇ヤ5

遺度い"""/S)
1迅 1 ` 42  K の硲光メス／＼••ウアース /\b 7 卜 l し

如 ”Co(tYo p )3 } (b) 切Co(“- 碍-Pr弁や3,
C) 5'7Co C.J.,(3)3 
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2B03 がスブロー型比例計数帯によるメスi\‘‘ウアー散乱電手の

エネルギー分布の推定

（吏大理） 0松尾甚え，佐藤春雄，富氷健

（序） 内部眩換電手散乱メス 1\' ウマー介祀法にお＼）ては、後応散乱証置のか＇スフロー型
比例計教誓か検出器として最も汎用さ礼ているが こ m 型の検出器で 11 一般に内評転換
電各自体をエネルギースペりトル.t.て`,t.o-']として捕え 3 ことは困難である。 このため．
シンゲ）しキャ;f Jし汲高介析器によって来鳴竜令を選別す 3 隙．従呆．経験的方法に頼ってき
に。我々は冶矧に共鳴電令を選、別し、丈ス1\`、ウアースヘウト）しt1) S N 比を何.tさt 3 ため．双 l\••ゥ

アー共嗅状態・非宍唖択徳の電子スペり卜 lレの差よリ．微乱電うのエた lレギ—分布を推定し
た。 i杞．散乱電令のエネ＼しキー倍域別に以 l\'・ウアースヘ°りトルを測定 L た結果．比仔J計教帯

乞用＼＼てもスでグトルに深さ太向の 1情報が反映されたので． ここに報告すか
（実験） a. 測定条件 散乱電手l1)検出に rj._ Au.stin Sci．社駿（ BSD 2400) と自作（内径

50m況深t l6釦'/II..円笥形）のか｀スフロー翌比例計敬婚を用いた。線源 11, ZO'Ill, Ci. 57 Co / Rh, 
忍び異性体シフトの異なる呪o/Cじ ”Co/ Ptの 3 種硬と用いた。フローがスはC.出 l0%J
He q 0 ％の 3昆合か‘スを 85cc／叫，又はQ力‘｀スt 60cc./1fU/YIIで束し. I\、イマ又電圧l埠着
m喝合し85O V ，後着は I too v t.しに。 (BSD 2400 使用時）
国散乱電手のエネ）レギー分布椎定 lこは．巧:e. ~o.G％濃緒ステンしス舘わ箔 (l c.111. X

lC況，喰 1叫心）を試料 L して用いに。電令工た）しギ—領塚別丈ス／＼•ゥアースベり卜）し硯成 1こ
は．上記スランし入桐箔尽ひ心屯濃絡鉄を銅板に電着後表面が酸此した鉄姑を用し9 た。

（結果尽が考察） a．散乱亀令のエネルギー介布の推定 スランし又鋼丑性体シフトは．

-o. 10 '711侃 S―I l 純鉄甚準）であ'. Rh.マトリクス中の切 F€ の農性体シフトは＋ 0. 0~ '111.'lll.S―I （同）
である。従って虹o/Rh緑源を吸収体に対して一 0. 11 'l11171,S―l で｀等速度運紡をさt Bが 5 電ふ

スペり卜 9しを測定すれ 1ギ． iス 1\‘、ウ 7一共唖状態における環息令析スやりトルが得 5 礼う。
（図 1a) 、し礼に対し．稔源't. +10.0 叩ns, If\ようにメス 1\‘・ウアーヒ°-7 t1)ない領成で脩速度還

動さセると．非共咆ik色のスペワトルが愕ら八る (00 1 b) 。この両着の差スヘO'] トル (OO2a)
は い l\‘・ウ了一共咆により放出された内部転換電う． オージェ電各癖IT)エネ）しキー介布を

示すと考え 5 れる。図のスペり卜 1レよリ會低エネ lしキゞ 3而よ

ーの電-3- I手℃量が労＜．試料の深評より放出されたか

あるい l1 試料中を料めに通過したためにエネルギーを

栽衰した竜手11)労\,こ'l.ヵゞ示された． 80ch 4す迎1J)巾

知ヽヒ·-']を形成＇してし93 竜手が平均的深度か 5 放

出さ八E ものと思われる。

メス／＼｀｀ウ 7 ースペグト）しt1)甍り定で I";):.. ノイズ電｝に対す

る共？島電+/J)相対比がヒ°ーグ蛍度を決定芍るので．各

4 ャンネ＼しごと^S N 比と求め図 3 a に示した。
I 00 cん村血が最も SN 比がよく、 この饉袋てメス 1\‘• ゥ

の21XXXJ-I •. 

[ 10000]::¥ a 

二三公0
図 1．散乱竜手汲畠スベりトル

Q.托鳴状筵 b. 非烈駄包

iっお もl:'..ゆき さとう はるお とみなが たけし
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ァースペりトルと痢定す 3 のが最も効率がよいと思わ

八る。図 2 ，図 3 /1) b I (.'d はそれぞれ線通の速度

を一 0.10 1 :to. 00, + o. IO 1!1.'ln S-Iに保フ桓這での井考

電うスベワトJレ及び SN 比て、スランしス鋼のビー'J

か 5 す｀れ 3 に従って井哩竜みの量、相女す比 (S/N) が
滋＇・りす 3 ことが示された。

線源、僻止状箆における電令スペり卜 lレ中1/)央唾竜令
の相対比は． スランしス鋼と線蕩、との異ヽト生体シフトの 。 60 • 120 

CHANNEL 

差によって沢1 3 。 その差が O. I q?lt'l1(s"'6>.t7 Co / Rh,稔滉． 図 2. j..ス 1\‘‘ウ了→柱島電和の涙高ス勺り卜1レ
では図 3 C. d)糸昔果が得 5 札． S7 Co/ (I.(_線シ原 (I. S. の差

o. 31 '1'1呪ダ）， ”Co/rt （同 0.43 ?fl-111 5"1) では限に某嗚電
知相対比 1が底ヽり、した。

フローか‘スとしてQ力‘‘スを用いると、 l\‘‘4 アス電圧

¥ 8S-O Vで 1本 GM 性域に延くなリ．良好tじ電るスベ'}
トルは得 5 れなかった~ 1200 V で作勧さt 3 と．（？

ぽ前記と同様の耗果が偉 5 iltた。;}:.~.棟出喜内考F の

構造己禍単にして小型化を計リ．Jイズ電豆放出が

抑え＆れ 3 ように設計した自作の比例計数培において 丁ー，—-石―ャ~面;ー-'1J,0

も．竜手スベり卜 lレは同様の結果を示し． S7 fie ステン 図 3. 共嗅電和ふ笞ぶt~に対す3 相対比
し又娩1/) -:}...ス l\●｀ウ r -t.·ークは I＼｀ッグゲラウンドの IO

倍以上を示した．

hJ....tのような皮悉令析スペクト 1し11)柊：討によリ．最

も効率よく共曳電各を選別でを 3 エネ 1しギー繰域が確 g 
認以．以l\、・ウ了ーがり卜）しの SN 比が向上されに． 目

よた．比例計敬培1J)形杖やフローか‘スが異っても． L と
も 30’

ネ Iしギー分年に大をな菱他のない争が判明した。

b．電手誌 1しキ‘ー傾知］メス lY' ウァースペクト）し

＂匝濃縮ス了ンしス領を試＇粁とし．庵子エネ）レギ｀ー領戌
別に散乱電ふメスl\"ウアーい°り卜）しを測定すると． I＼・ック ゜ 50 ,~虐 HANN~S~ 200 250 

”ウンドに対する以 l\••ウ了ーヒ°ーワtJ)強度比 ll. 00 3 Q, 配．各I.籾午領域にあ•it訊l瓦）の鉗頴度

'l同様＾壺化を示した。 このことは． 電令スヘ°りトルより指定された SN 比が東際(J) :}..入
I\‘f万’ーヒ·-,強度に反映されてし9 3 忌を示しておリ．図 2 0\共嗚電う11)分布を衷っ＂け 3 も0)
である。各エネルギー繰塚で測定した-)..ス 1＼｀ウァーヒ・ーグは異l生体シフト，半値中If)面
では有意の先は認め 5 れねかった。表面にFe_(皿）と含も咋e 濃絡鉄垢を試料とした際の．凡(M)
に廿する Fe（瓜）叶面積強度を電うエキ Iしキ｀ー頓域別に測定す 3 と（図4). 高エネルキー電
手l手と孔(ilI)の製j合が増大する。 このこと 1-J:.比例計敬壻を用いてもスヘO 'Jト）しに深さ方向
(I) 1\<'fi報が反映され 3 ここを示すと考え 5 れる。
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2B04 スピ｀グ手衡 3 バ叫 (II) 錦i芹の発光メス 1ゞ｀切ースパワいv

（九文捏） 前田禾瓜 0 犬I'盈覧紅高島良正

危光メ7- Iヽ如直光私 13 l乱i和おりる板喉凌違ぅ｛灸遁如卑妍民
に使紅キ段であら．｀!::.s..l'>Fe 1:h'1該疇幻魯/'J'いl L'1.応 27 が北IT｀ら
れる． しい親板桓 7; あらJiヽふ蔽｛に滑い EC. 痕支ふ？屯じ rて恨板極であら
殊＾酸文化敬 P‘・祖ら。山J,ヽ｀）Vい芯娘板祠t (7\麻の政に帝知）qし汀喝狂‘`
応°遠‘犯か、麻紺＇k 1: お 1 る如い痰，いな（一般＼ス、、の屯営パ.:,才汀き、 l'J廓、
靡禾ドわいて11 応p！いでわ五tがかわら可‘’、そ＾底充メス 1ゞ~? _;スj\•7いでI'd
h袖—叩四であら；）訂足汀；っ，ーし‘‘る）． u＇ 1 す「1 わら硬‘弗雌{Q如印応'J. E.C浪妾 lて
ふ 1 王じら噂｝あいは X舟L ＼て守＇）訳iいが放伽錆流饒t曖，T 苔＼‘‘r＜うジPlレ 1 ベ
か l 蘇度にわ~,- 11透元t知1 屯じる豆考えられるま「てミの渇今訛位松‘'族栢棉分朋

を曼 '1 紅めに向C i戸湯t当然、‘戎ヶ乃怜角入らハる。一カ的 l 'J E. C.滋虔俊
屯じら夕9 ｛面 I: ／阿賞し lズイ万ンF,e..R厄知叱打を中や l 「d 「Wへ正 1て屈鳴！衣 I釦訪℃の
7- f.ね反桑，p｀ }II 企属t献iいわ祐冷距障知咬り 知ため配位い島が成ケし
沼導スぐ湛｀杞が王じうt角入られみi ［ミこのiに．営棺 I'd 、水、0\段冷でわ1 舟足r1 オ頌3.
（初「拉ら叙舘I和和1 ｝妹、IJ\入ぐ湛｀徒と IT\ l杯｀託），一度に＼ 1ぃ＜．
ミ＾寮席ス已抹‘徒＾寿命 l~. コJゞ叫と訳復が、揉んが弓危 11 y,'¥ I'臼俄ヽ｀ォ豆·郎 Iサ I寸｀， 1
作られる配伐がみが発 11 加召段、森短く（なゲこ 1硬 1 いか r因‘r砂手、‘1 卜 r3 曲社心喜
起•J/';結な距離べi這．知＄認が像滋ケヽ心危入られら． F 江 怜紅鴎位が｀
伸ひ＾「こ 1: ltt, 1虻位い易tJ'"弦直ら依然、、い1 娘板稽であらん知又に＇ンす灼民， l す
欽僻惰·t lbl t‘\ow-sp I·I'\.であ1;!.

本臭戟い'J、V…閑｛和と哨五 Iこい坪め 1、スマ豆乎衡') Iゞ ,v国）雑絹
(Cc (SNNMEhJ(c.tO+J.2 J [(1> CSNNh J（匁叫 (SNNHE= 6-me吟1pyn’d -2-yl-N-

(21-m叫I如悦叩）屈吟9年／如厄J SNN=2- py心f-N-(2⑳me吟I血丑rtyl)
m叫IaeIm(h<) の危光メス）＼｀所・入ぺ 7~1パ痢足＿＼「‘,危光メヌ Iヽ呪応7)-wlす
加Jラ7 泳鉄、t吸収I和 I~ ヽ、 メス 1 ヽゞ況）ヽ°1)-9 13 危底欽t凡坦・こ蔦土 lTこ．

こ囚ら 2…J Iゞ IVり付ii(I)屈釉屁気毛—わ·トロ ［位（外JNM¥::.)2 "'1に2 凶） 2
（松11 = 5.IOB.M＇）四＝3 ． 85 因． H. ）） [lt, (s~N ). J心砂（炉7ユ 2.51 B.M.) 凡ゎ~ 2 、 02 8. /-1.) 

1‘、あ b．一方こいら n麻紺If /'d：和樟□度砂登油濯心｀ I olJJ-sy'1心‘区ド
い．ミ<1l 2ｷ,0) 1)ゞ叫雑i和犀入り奔如t-,~ぐ＇）己秋の 6 "'｛這ドあら
灯9湛 Iへい玉じら，—痕 1-: メテ IV鬼心食訂茨与虹可｀べめ \:o') う‘‘シ恥吃令屑、やの
“心炒臼in 噌ヵp'りい危入られ”‘`.,t誼 I1 並 Iて I注，·7.,ヽ'7...この謬 l°J灯 Iヴらが‘•あら
fすめ l面C it})飢へ立i妬専培が起ヽ） ／む危猷位松｝認距麟1}‘、文．3 <r71 I の｝ぅ rす
屈気的庁和 1済がす＼も喜を知力れ．

I凶と仄に［応(5NNME)iJ以心）”危九炉ヽ‘‘切ーズ＼叫 Iしと知｝ヽ＇う~-ダt

iぇだよね汽．i.み’おし H ひら 3 、tこかしi 3 ¥ J J 

-174-



示し「へふ知復訊 3) の成t7J' (A) } (B) J lC) がら成り豆｝ゞうメーダ的 (A) IoQ -s庄紅）
(B）如jk-sfが長（JI）) (C) 防h-SrI^ Fe位）と 1紋豆る．忍記i台下と共，ミ lCI 0)増加ヒ
団玲に (A ）の成Tが起ばも、‘れ 11 Gは11払ら,: }, 1 月山紅逗のじ(J[)Milわ
底いか‘・況スペ 7トル\":.見られる現喉と）司＼｀‘であら，、‘ふ Iねしに9-7 (B)"'OO 荏氏t3．合；品

I 00, 0 

99. 5 

99, 0 

98. 5 

98, 0 A 」
ベ

‘ z 100, 0 

ト゚のー一 99. 0 
しつ

ェ 98, 0 
ul 

~ 97, 0 
Gこ

• 96, 0 

I 00, 0 

98, 5 

97, 0 

95, 5 

94, 0 

L 
-3.0 -2, 0 -1, 0 Q. 0 1. 0 2. 0 3, 0 4, 0 

VELOCITY/MM S 
-1 

Fig, Mossbauer emission spectra of 

[57co(SNNME)2J (C104)2 at (a) 297 K, 

(b) 200 K, and (c) 80 K, 

度戌℃ ！賃ー史であG>.：：如n
：：：と Iす，t°-7 (C) ザ (A) I：至る伯」の
祠asbble.内杖‘箆にあ＇）知カ
命硲森復のl.昂と 9ぶ；成ヶ
しlヽヽる、メ に0-7 (B)1-J ECP.哀没

にあ l 屯じら X-綿ゃ喝うにお）

知i}P‘｀訊佑褥介吊り灰IT
釦B V栃ガ‘＂ ：咸ケ l r-- 「べめ,,与じた
代町栂でぶ）、じ°-7 tし I ~ 11 積内
ぃ峨ぅとゑえられる．

To..b¥e. Mos如汎er gam1'l¥eteV'S of [mCo(SNNME）』（は04),.

\e呼・ 5 (•;;"') ム (mms....,) F(m爪 S--!) x•~) A呵心立I
.297 K. 0,33 0,6& 0,32 ~/ A 

、,78 0．怨 0、2r /3 B 

a, 72 2,07 I...38 舷 c 

ユoo K ク、35 1),77 0,35 ／ふ A 
0,76 0、&.2 0，侭 IS- B 

()、ざダ 2、 II I、29 67 c.. 

ぬ k 0、t./.4 ゜｀舒 0、ク8 13 A 

0、93 0,9/ 0,3& 7 B 

Q,95 233 /、 /2 ふO C 

3 ぇ rば：ぬぞう•おおしおひみき・「ミかしiよしi 3 
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2B05 徴賃パ紅）t含げ Iレガリ遥化均姥品のメ 1 バ 11- 介北豹噂乱

（孔k錢）沿島淡正 。甲斐付iク、 中社移叫

臼訊約碍暉紅がイば、f魯化 Iレビジりムと遥化啄，，舷：しの間1ヽ活：がれがL
合初のメ 1バり 1--1 ペグト Iv和心翻応叙r、よ＇）、陥：：：スが凶疇匁..../Iゞ
庄成され 1 \‘な‘、'l t微佑 L(',(1)。
今止、淑い］＇）りムい紅嗚滋ヒ心1·91 紋ぞれ以訊、 l知嘴渇遺4 1 ンな

含む函虹）ケ勺ムぃ紅イト＇）りムの，メスパ11- 1 ベクト lり叩t行、、｀ これよて‘‘報
吝し紅も免（ 1 ，J) t凡豹役刹t 1豹fく。

(K伐ーfe出れ(/)メスバ 11＿スベグトり
規斥げむられ4 、、和し合潤 I よ K叫っ（ KI和[) t kふ釦 (K/i;り）の項叫·、あ＇｝、ミ
れらのメ 1 Jヽ＊?J 1- 久へ゜クト lV もす 1‘`('穀名それ 1 、、名 (3)。碕I~ Kふ釦のメス 1ゞ;, 1-

1 ぺ 1 卜 IVr、っ、、そば、“籠魏麟~1 ビン梨f？のダグレ、ゾトが緩療され 1 お＇）、外骰＇（の
ダ 1‘｀い卜のパカメ／グの 1直（s：：：1. 0？傭儀 S•I，炉 l｀ `ms一＇） ！項バ 11叶わ衣歎外の鉄
(i)を含む忍化ガリウムI/)メスバり 1- ／‘゜カメ／ダ1/) 1直 I</i lや荻l 1'.＼‘う。すなわら釘
口が経祝遺(1)仕含む傘化11') りムのメ 1Iヽ→71- 1 へ゜ 1 卜 IV（差藩兎’1 史）につ‘‘て（1 ｀
s == l.Iょmmsー’, A =I、 51'"'ms ー 1 の｛直をもっ約 1 C ン翡炉の成I/1が観療ぅれたが(a)、、ヽの成
紅、 X緑印仇疇紐分析の、埓免から、ク御い］ I) りムt紅'叩·‘m箪｛闊し穀戌合4禾
によ 3 ものと‘硝釈ろれfく。しかしながら、 、‘/l)牙、につヽ‘て N戎直吃J., 00゜しで‘5 埓1,i絡淡ふ
19̀ (/)等藩 1::;. --')ン 7｀更、術気17)メスJ＜ゥ 1 -スヘ• 7 卜 lレ I’、免化がみられなかた：どから
、 1紅fl I] 打ムぃ恥係遺t(/'}枡ぃ蒻、物が生成してい 3 れも印忽えられた。冷、‘て‘‘
今d心紐f’、 Iく、：れらが蝸判 (KF心，I(ふむり贔た紙み、メ 1バ~1- パ
1 卜 1レ及灰メ禄馴が創史t i1, f<. 
没駿
試料遺知、絋L灯＇）り＾—珈渇慣f、のi証(4) いもヒ 1-:. し 1, k／応 I, J.,.J I くな 3
ょうに汰象臼得し、歪録（紺吼）名つ Im 竹1 、、 1 屯紅げ 1‘o iネ，fく。吼い（＜多式象似わ御
が大和OJへの熱輝麟砂そえ-sfくの、わらかじめ出紅Lf 300°Cで 1 碕爪俎埠
／荻（叫直）遣い囮、イ磯始気九キ 4`、ち(JO゜C) ]啄応輝ti1 \‘、急没1 4 ミ
'(_ I くよ＇）依紅渇fく。
蛉東
k／応 l の試科のメスバウアースペクトルについて 1 J. り亀椋が針ス C ン吼応十のダブ‘

レット（＄＝）、）し mm5―’，か麟3，，，，心＇；たJ、 Ig m ll1\ S 一') A = J、 6 (，，，， ms-l) が‘親脅、で札 k/fie=
ユ及以3 バ絲斗につい1. 11 、 I 復稚のあ 1 じ°ン翌 Fそユt 11)ダプレット(S'= I、 I 仏，，，，，，，，；—； A ==I、夕3

'ft\ 111S-1) !l)吟紅｀屠見桑ぐれた，ふ（＜メ線祖．利囀＇｛知ばからも｀K/圧該な‘3 叫約粁につどて 1 i、
凡釘叡ふ釦バ‘，，臼い札的に((1)拭材につヽ‘1 (1 、 Kふ伐4- t kF晶］3 のり復蒻が□合
朗介ゞ比叙さボ 1 \、各：： tがわ力‘7 fく， ミの： t (I` 4以苅1Kュ長知的藁化ガリりりが夕＼ヽ

(< n、 L -iよ l -iぐ·介‘いの＇） U で・（ク、 l fぐ 1 つある
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E: p A l"lガ｀ラス 1 こなリ易/.,_ J :東綽速度に関條なくがう
ス 1応軒鵡液が得られる。エーテル IJメダ）ー lして伺

楳 le ガラス杖凍粽底夜tな') 1ミくいが， 方シ去 (C) て＂凍
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のメス lヽヽ・ウアースペ勺トル

｀え娃勾こ去 0..-(A), b-(C),t-(E) 
cl -(c) 

9) - 1 しを鼠空中で‘怜く℃ ~=I 、 22 m<W\/sec9 正 E Q ::. l 、 0 9 """"/su 1 1 t-:. i = I 、 30 mm/se.C., 

A EQ二 2 、と 9 m兄／se心迄｀‘のメス／ぐウマーバラメー勺ーを示す化合物が得られる。 この化合

物のメス／いらアーベラメーターは Fe妬およびそ 07l（和物可直℃一致＼てりなり。現社北｀

々 l1 元象令析な℃‘の方ぅ紅｀この化合物にあ、 Iすろ工勺）ールの誼位の届熙 l:::. ついて桟討中で

ぁふエ勺）一 ILこ虹謬来を光照射した試料 Iさ~~,、 31m.,.,/se C., AE炉 3 、 I':; 'l\'\'>"1/sec<l)ス
へO '7ト 1しを示＼た。他のア IL コー／しに関し l t同凋•の締果を得た． エー 7/し落洟て｀｀心FeO2
謬解し互りのて｀｀，氾照い疇 12 臼色の化合物が北歎する。 この化合物に閉 l ても固定
這計た。
3) Fe 戌2m出0 の呑在状態 Fe3す~Fe吋およが Feコ血 Fe叶叶耀の基礎的テ‘‘- 9渭
るためJ ”Fe 妓1 および汽 07lく和物を種々のア）しコー I L, I 酸羞：：案解して-I.. 7、バ‘白了ース
ヘ゜クトルを測定した。ア）しコー／し1.心溶紐凍租店 I：：よリマイ｀）マーシ 7 卜あ、よび‘田栓介裂
＼な文きくなり 71しコー 1 し力‘さ酋1位＼て 1) るこ祖定された。が｀うス式庚桂涛域を得るため破

屯てほ：農厄跨凌屯便悧＼た。光化受反応 Iミ必要な工し'7卜。ンスカベンシ＼＇-てある N03-
t含む叫叫）2 て｀｀＼I Fe 出 ml＜溶夜中℃喫った 7、ぺ勺卜 1しを元、＼瓦また落液中て‘'芍舘体
の刑を紹呉する (Fe C.国）』斗ーは M~ll-J D3)2濃）豆凍糾迂蓉索：中で惹／ぐラメーダー 1-x_索化しほ叫
4) Feュt→ Fe3十の充化翫謬、 現在坑｀，1 11 Fe)._+ <l)心 0 を含む蒻l鐸璃 Fど—今オニン爾

Feヰーメ弁しンプルー系， Fe..2..+-H述s 応系な℃｀の光化I学反応‘を力‘‘うス杖凍師落液中て‘`
お：：：す宦駿を袴討中てある。
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2809 ｝ス）汀、ウァー 1分ぅ只恥ヽたホウ蒻カリウムガ｀ぅスの

非架橋蒻素に関する屁究（第ぇ旅）
（九欠理）。西函宮明手叫斐晴高島良正

ざ今屯屈認‘ラスの獨造I: ついて 11 、 NMR も用＼ ‘T：屁突 l I) I ミよ') /3 03 およが B0斗

ユニットの別合が求わらわてい｝。 l r~ 非架稿酸素ももっf3 03 ユニットの店在も濯認さ

れており、アルカリ煮度が斗〇モ lレグo (J)、ホウ酸場ガラスの喝合に 11的 22 グ。とし｀う l丘慮
ら Kてい｝。これ I ミ打して` /3 O<tユ＝、7 卜守の非架廂海f 1: ついて 11 ほヒト碍級が「i
く、i愛ゎヽ 1~ E. s R を）恥 T: Assab炉濱 I こよ｝后究（え） t差者等 I ミよるメスJ＜｀らァー屁究
(3 ~ム）のみであ~. l30'fユニットヰのゴ朽堪硝索のバ /4 E s 尺疇累で I• アルカ
')濃度が認~ ;z. 3 モ Iレ 7・記 I ミ TJ3 t閉嫁さ K 3 ししており．兎者等の、緒累（;z_ 0 モ Iし•
芦j,:).....t:.)'c. I弓は一致 L てし‘}。 3 rべ『笥＇ 矩如累も利弔 L f:メス／くら？ー屁尻 (b) I: ょ
シし、 B0斗あう \,‘l 'l FeO斗ユニ、｀／卜西非架桔疏素の割合はアルカリぅ窟度し共 1 屯線的
にj'..曾入し．ア Iレカ＇）潔度が4-0 モ Iレ 70 の喝冷 1 こ 1 ず、均 I 4-グ。の非架梧澱素が．荏在す 3 こtが‘

わかった。そミで、｀れらの非架獅評の和瑶’的｀拌買、年寺 l ：邸気的 l`立噴さ屁究す｝目的で‘本

覧駿を行fiっ Tこ．

実験
ー連0\、丁ウ諮塩ガ｀ラス 11 試荼特級の Kュ C03, H追 03 およびり和2.03 の 1必｀平量を翫痕
よく混合 L 臼金るっぽも用いて官気炉Iギt o o o 0し 1 3 B寺閉ぅ朗拡後、急；；予によリ詞製 L fミ。
こいらのがラス試料の筵成‘l'J.ヌ伶 O• (100-y._) 13バ）3 • 0,33 恥03 で表わさ卜、 X の位 1; Io 

~ 4-〇モ 1ヴ·叶危国で度化さぜ Tミ．メス／ミらァースヘ° 7 卜 Iレ元則史 11.勺し媒涼（外ぶ）
も 1月い、宦温（え？夕 k) 、 ドう 4 ア I1 スぅ温度( 19/, 1<)、う夜1本窒索湿度 (7 8 k) の
3 点で行rJーった。

結果に秀差

宦湿I ミp. 11 3 メス／豆7 -Pースヘ°クト lレ
（図 I °'-)から． FJl3十イガン I 'J. 4-翫位であ

9) ガ‘ラス切で網月揖戒；A ズンとして呑在
してい 3 こしか1わが} • "1 Tミベ‘ースう 4

ンの彎'l!ti' I コ 1日 1 ふ-><e I日 1 し l ：も見 5 卜、
緩和硬象 l：ようものし忍わ卜 3.|§) I し
で日新fこ 1ミぷ松気分般tし T; b 本の吸収が

観測さ Kておリ｀何らか0)理由で店知懃
手杖か戎如易し力9 五作 1月をしてい｝こしが'

推測さい。加叶五測定 l ミよ')こわし
(/)ガラス試科 11 詈温～液体望索湿度 1こお
いてヤ蕊↑生であ 3 ::.しか Bliしか 1: rd. 7 r、

ので、し本{J) 0い4QI 1素叫遭加釣累 1: j 

五[~~‘.................. ]..,.“”，，＂が‘.. ＾べ')
゜

f 

『ii「``冷｀，Jヤん·
誓が'~\'、し・ベベごどこ竺、文，~;
98...  •I.. 

し 9

‘^:r 7
6
 

9

9

 -10 -8 -6 -4 -2 0 2 4 6 8 10 

Relative Velocity (mm;s) 

図 1．キウ破か）ウムガ‘玖ス（ス：：：え0モIし9) の
メスJ己7マースヘ゜外 lレj l/)..) 宦ぅ墨i
l.(,..) ドう 4 アイス湿危j (C)液1本宦索温度．

1 こし T;、てつあき・ひらいしし l1} ·たかし弓よし 3 さ
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} Fe.3十オでンの吸収し託述でぎ｝。和謬索温．度 1 こお l1 3 ｝ス／＜｀らァー）ヽ°うメーダ 1ミ蘭し

1.. 11 、 :::.`I欠ド｀｀'7 7゜ぅーかヵ累の T：あ 1: 恥這シフトの応心的I: 入きく甘，て＼、 3 以外 l1

室温の 11!'< I引ずー孜して＼‘う。里1年 11和 7 卜 1こついて 11 堂温の場合'r. I月 1尿 I: アルカリ濃度

が "}_O モ 1ぶ 1 こおいて栓瑞な度1丘みら K、非累栴森来の生成閉やを示唆してい 3 ものヒ
思われる LL図え）。このこ't I 1 図 I し 1 ：示す b 本の緩和スヘ°クト！レの面積煉度が l司 1和 :'}.,o

モ l'--" グ。も境 1: ~ 0.45 

戎少して＼‘} 眉
(I図 3) こ'c _s 0.40 

ヵ心も納1号ざ 呈
い。すむわ~0.35 

t架彪咋 I: g 
又ベー塾1辰動が

,!!?0.30 

索い｀非繁篠

藷索t、緒合す

3 ::..-.: I 、̀ょ I)

Fe3... 4 ガンJ:..

の夕i回のメー

電い、？知和晒 1年ラ砂し．緩和スペ 7 卜 Iレの面積強危が芳砂して、、 3 ものし芳えらい。

面積強度の成少ーが非繁篠疎素の生戎t闘知屯 3 ならば、面積強度のう氏嗜 Iげ戊詞
含心玲も反咬す 3 ：：しが予想さわ｝ので、各デ）レカ 1) ぅ叢度にお 11 る戎ケ率も求あたt : 

う文祢‘b I ―、示した非深椋蔽素のl，亙し言星差の毅固 1灼で｀ー紋していうこしかわウ‘？た（表 1)。

尚か 3 夕乏 1v]。 1 ：汀す 3 表1年応い面積畔疇‘少幸
悽I• 国 3 I ｀｀おけ｝内挿l 、̀よ

緩応叫い
'I 詞 r：ものであ｝。 X 面樗強度
了f媒和効果 1`、よ＇）飲A

ポアが帝 IT 汀如易の入きさ

もア 1しカリ潔度2, 0 モ lしグ。
を境 I`、して也、環的 l ：洪‘少｀す
3 こしかiわャヽった。

0,25 
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2B10 ）ス）詞1 ァー分光注によ｝リン面象塩ガ｀ラス中の
非架橋函素 Iミ関す紅屁究

（九大理）。西田哲明塩月宜｝ 宮和秘章 高島良正

訪釦翻｀、ラス中の非架樟滋素について ll NH R (I) ャ E S R(z) 、むらが I: Jス）く‘ウ

ァーノ7}'-光滋 (3I 4-)も用し‘1 店干の研究が打ざわていうが、リン蒔温ガうス 1: ついては (3
tい肝究さい＼‘Tiい。面か樟逹.I:.の欠きり·遣＼ ‘11独諄科成』ガン勺寸祀位敢n←前危/1.

妾 lしす｝の 1 ミタ1 し、後か1 一足しいうこヒであ｝。すなわち、丁、ウ酸塩ガ｀うス中17) ,r，ウ繁の

和戌I1 ア）レカリ潔度の場加と共 1: 3 (B  03 三角砂型）かc, l/- (BO午四釦粒）へ度

凡すうが｀， I) ン緒虹｀うス中•"リンの西己位孜Iすアルカり潔度 1`、閉釦パ掌 1こ件であり PO斗
四面'1本匂薔成してい 3 ：：しが知らわて＼‘}。したが＇？てリン略溢ガ‘ぅスの場合に 11 私めて

裕ぃマ I'-" ヵ 1)1訊‘にお、ヽt tげ麟来の応在が予懇さい、その割合はア）し力＇）窟度.'(_共
l づ魯沢す 3 こ Y が｀葱えらわ｝。

実験

噸式ズ応〇・ (100-.x)p遥 •7 和03 で示さ,0-.}')ン硲場ガ｀ラス（ズ：： 0~70 モ Iし勾 13試
和饂．の応L03 、 NH叫 P04-および｀凡03(})1必要量げ青秤後、よく澤合し臼金シっぼも 1打
いて l z o o ゜し、 3 時間輝砥（電負炉中で）、急冷 I ミより詞製した。メス／さ→7 ？ースヘ°
7 卜 lレのう別吏 lゴ勺じ線兼を 1打い、主温で行ばった。 ESR O\測定 1瑾京入津原み力店究総

合センターで望温で行いfミ。了た-s..s R 測定用の鉄を含 3 ないガ｀うス試｀科(J) 60い寸績烈
如 I司てンターし九ヽ）＇／9| 大詈工予約で行fJ, fミ。

締累し芳察，

x =0  ~to モ 1レグ。の終困で 11 ガ‘うス試料11 すベ・ 1 褐色で透こ明であ｝が｀，又＝紐および
ク 0 モ I'- 応試科1汀達叫であった。メス／ゞらァースヘ゜？卜 Iレのぅ則足の，ts呑果｀ Fi十し Fe2ヤ
の西方の吸収ヵ潅詞さt'- fこ．こわらの咄似の四
極分裂パ直 11x~ J o -=t_ 1し加遠む:· [1 ア lしカリ

潔 x :I!: I 弓応し (I図 1) 、手ウ蒻溢ガ｀ラス OI 場

合（ 3) x （司 1和翡繁格誠素の主欣｀さ示哨してい
｝ものと思わいう。了甘わりパ橋蒻素の主紋
I ~ le し Tナ·ぃ鉄 4 方ァ·の I司囮吋咋T•社が（叫して

＼ヽ｝こしかー予想さ K }。一方累和和~7 卜の他
l -;r.ア lしカリ濃度 1 こ I1 関1令 Ti < |i li＾一定であり、
和牙わ‘一生成さい名令 1: I "J里 Tt,1本しフトの或少‘
!1観渕さ~ fJいものt思わいる。こO') ：：セ（すず

線gg和 1 こよ ')Fe'+ -, F/t "'還一元が観和卜 T: 、-r、

ウ蒔溢ガ｀ぅスの経累（午）し一致すう。
図えに 11F£:z..,. 4 オシ 1 ：訂11 ；；面積強危t示し

ていうか｀ 9 Fe:z..,. 4 ォァ孜 l1 ズ：： 3 O 毛 1レ 7心迦

(
5
/
E
E
)
+
"
a
L
5
J
 

ｷ
r
n
d
 S
 
ｷ
p
e
n
 O
 

0

0

0

0

0

 

‘“3210 
1
2
2

。

2
L

゜

9

0

8

0

7

0

6

0

5

0

4

0

 

0

0

0

0

0

0

 

(
5
/
E
E
)
a
L
』
0

←
·
r
n
d
s
ｷ
p
e
n
o
 

+
c
 

10 20 30 40 50 

防0 (molーlo) 

60 

図 1 ．マ）レか）？兎炉堵加 Iミしも后戌石ァ(.J:.)
およが叫".,..,.（下）の四極浅の変化

にし r：｀てつあき・しおつき Tこかこ・みでもしよしあき・ r五‘しオよしず、ベ

-186-



］ではア）レカ＇）濃度し共 I →曾ヵロし、石吋げ’グしてし‘る。団 2 かし戸ざ 4 1 ア汀鼻稔す｝

酸素原ふ間の危碕勤現象に I• 和炉成立してお，）か 30 モ lし 7心迎手で (1 謎索―-.,Fe沖の

電ふ衿勤疇追さt'- 3 こしかオ佳ぅ則さい。このこt , 
ェi

［埼謬砧索J::..0)雷るのエネ）レベ｀ー租位の方が架橘， C』
酸索..t..のそれょ l) も高いヒす 3 &ri丸←の締果（S) む0
し一致する。したが，て叉＝ 30 =t. l しグ．1, 1迦までの四 き

ttl 
極／分殺の減炉 Fe).↑/J)面積強度のシ曾久 lづ／）シ藷塩ガ‘ ビ

ラスか罪穿稔眩索のシ兎ヵロを告味す｝ものセ思わわ 5 
<t 20 

ぅ． x ＝ 30 毛 Iレ 7ぶJ:..の令夏成1．．のメス／くらァースヘ‘ •も

ウト lしのさ汀泉 I• 以上のガ慈し矛惰す｝ものであ'• ~ 10 
そこt·叙 b 令子なし ‘1;7私のガ｀ラス試料•t狂月梨 L. 0 < 
線、芭加 I:,;'/ 生じ｀うp o~―ぅジカ Iレの E S R 渕走ふ

行T;.,r·• しこうア Iレカリ煮度セ共 1`、直線的 I• 清尺す
：こしかャ，ゎ‘7 た (I団 2) 。この ES R の測足結果

/1 J._ = 0~s-0 モ l レ゜／。の潔度簾這 I ミおいて非究樟蕗
素の劉合が直線的戸酌喜. ~ : i:い示してい｝し茂

ぇ｝こしがでぎう。この E 5 だの結·男~ X =砂および 70 モ貶 7· O>ガ＇う 7、試科o\ J.ス Iヽ‘‘らァ

ースヘ° 7 卜 I し 0 渕走の、経果、先 Iミ示し r、 X=-30 モ IしJ·以..t.で｀の四み汝分岐の年 12 'c-石方匂減｀
少(1応着力‘-m i玲 4 オンから＄扉棒戎 l1 1iシヘ変収した rふド観測さ卜f·.こしがわ
力‘7 た。

知令も 1) 項塩ガ｀ラJ、(J)『線照い、を含果。酌置シ7 ~ ~疇I遠噸 I: /1 度 1，しがわ

らいす、下;ャの面猜雌がア Iレカ 1/ i震度セ共 I: 直、線恥｀｀減少し rこ（図 3)。この栽‘/}-11~戸［
稿諾索の直媒励がt訊1 3 もので‘ム｝。しいう
(/'¥ I+ 戸虹年 1 ミょ l) 直線約 1つかゴ 3 poぷぅジ｀力 Iし（
lfil 2.)ドょ I/ Fず..t.'7)電ふが蒋捉さ卜うし序えら卜｝
力｀らであう。ず媒骨が力＼｀すかし• Fがの萩少が大き＼‘t $ 4 

m 
＼ヽう＂t，t古果 (I函 3) もこのガもし矛栢しないもので 巴 6

u 

ぁ｝。約贋疇の溶の登人へ影岸を禅lベ・? T: あ I ｀心 翌． $ 8 

伽t|司じがわ·試科げ屯し［スが＇ スヘ° 7 卜 Iし 1 ヽ度りt
11 みら卜町がっ Tこので 1'日 3 I ヽ示す討ダの戒‘少 1 i ;r線 1:
ょ l) 主じる効果t \.、える C

4
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図 2、戸が4わシの面積茂度（O）~ po;— 
ぅジカ1レの吸収蔑度（●）
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2B11 幻諒中遺イオンと爵電子との化争誌

（東大・エ） 。小林屡規 代平祐輔 中面寛

液体中てり隔覗手が点蔽過程は、陽勅千q吾命ゃぅ脊蔽対の蓮動量什布t痘l定することに
よ＇）調べる::.と h汽‘豆。こりうも運動量分布測定 lまt寸角相姉大ゃ消痰t線エ和 1レギー
Iが輝l忠却‘行われる。後者は荊角に比べて什解能 Iが折るものの差l定が窟湯fJ.ため腐亀手
寿命涯ぽり補助的測定法としてしばし 1ぶ 1利 lヽられるように止てきた。
さて水溶疲中の陰イオンには罹電手を補捉 L てしま 1 、『ジトロ：：：：うl.\. (ij)の住餃量を

16 I させる(p$形放盤,t) t <1) (たと1'- Iぶぽ， CN-) がある。 L か L イオンのど‘c7)ようfよ性
質 hi‘:::.0)ようtよ効果を毛た 5 す叶‘という問題に対しては｀いまた｀比き＇）し1::.鰍脊が梗
出されて\.\ tcい。本研究て、は主に従禾報告がtJ.ざれて 1けむヽ陰ィオ ‘/I::. ついてその餡初校
禁止効果遺電子楠捉が可能性を陽電子寿命測虎およ的肖嵌t線ェわパ｀ー分布浅I定によ
＂駅、従来<1)紬果とあわせて検封 l この朗恙引雛溶に了fロ-今する::..とを試汁た°
【実験よ、J: ~、結果] S 032.-, NふC.f-hCOO―,SOず， CN―,SCN―（すべて N砂品を用いt:-) t合
t-水溶液碍爾亀手寿命測定を行った。得 5 れた寺命スペ 7 トルを喝箇徴解析により 2 ft,_分
(p-P5 の自這馘•p$中以外｛消栽する隙＇哉手による短寿命成分と 0-Pり遠滅による長弄
命料分）に外解し長寿命叡介寿命てz とその強度 I心戒めた。どの場合に毛tび）、変化は見 5
れ熔凡たの迄1が闘約畔(7) 3/4に曾し＼＼。図 llこ陰 1 オン濃度による I.. q)咬化を示す。
この図勺‘b I2.は CN―, $〇;,.., N3-, SCN―を合も窓液ては初め叛 1!,,· L ((O.iM) その後令曲する
かすこし増加するのに対し＄〇ず，叩00- を 1含む蒋液-i I古シ農良とともにかくリ哉｝するこ
とがわかる。＄〇4, C.H3COO―を合t蒋液-{CJ) I2.">~少 Ii馬漂匝のぅ窓随による 7い枷性の唆爬
ヒ基-;<毛のと畏われる。ftの研究i‘a肛かにされたように． CN: scN―は廃砲手を捕捉．す

1.0 

〇べ 0.9

] 
0. 8 

S03 
2-

CH~COO 
3 

1.0 

o r~ 
H 
¥ O. 9 
Hベ

0.8 

so4 
2-

z 3 

CN 

゜ 0.5 1.0 ゜ 0.5 1.0 
CONCENTRATION (M) CONCENTRATION (M) 

図 1 ． 険イオンぅ農度 1::. む~ o -Ps 猟度 12 喜変化 (I,゜：水の I2)

こ l叙‘、やしよしのリ・うじひらゆうす（ナ・なかにしひろし
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るq ｛．これ遭液中ての Ps形成禁上はス/\ー中i隔喝狂楠捉されてしまい関電手と電
む結合が栽少するため口考t 5 小る。＄〇；—> N;ーは CN-)$CN―と同じようtJ 1..'1)要爬を与
えるのて｀、．二小 5 毛や lが）隠穐手を補渡するのfーはは 19 かと考戸かみ。
陰1 オンが醜喝手を請社するとクダくの湖／合消浪りじ線エネ，v ギー分布が度にする。そこて．．

CN—~ so;-, N}- を含t濡放l::.7 I ヽて消戚t線ェネルゃ‘ー分布渡｀I 定を11f紺能（ 35紅玲 keT If)
i線 e- 7 の辛 1釘幅）約 IIOOe"V">直性叫吐器システ A -i.、行 I＼．各スベクトルからヒ~-? 

の細さt表わす lぐ 7 メター H t.求めた。

H =l".知邸麟峰叩遥贔澤
氣的汁巖

結屎を図 21：：示した。 CN-た合も濡液ぜ H が増ナ、するの Ii (CN-e-t-]が生成するためて、あ h 。
露， N; が紅応知 1本このようヤJ. H の要化 l古見られ恥． er も [$Ore勺，（N}-e+] が生成
L -z..、ヽる証椀暉 5 れャJ.ぃ．

I m > .tq南験か 5 C. Hらcoo芯0ず 4 オンは廃喝手t捕捉し枯 I\ ことがわり‘h が、 ~o名
N3_ 1江うてもろうか0 k 線ェ芥 I叶｀—分布稜＼記か 5 は (50：で］，tNげ］祖戒 Ii-確競され
fふ I\. L fi'し畷電千寿命渓‘1定で観甜された＄叩心による B形餃禁上がJ... I←中の電手積i
捉による叫、これ 5 のイオ、／の水如電キとの反応速度定敬が10"心l註と租 II ことかし
考ん l::.. < 9\ 。そこ← ::~ I~ ?Ot~. N3-I,頂穐手を補捉するが [$0氾]I lt-1国）叫線共 ,v
や｀ー分布が水中の自由喝亀手違釦緑1..ネルf‘-'7J奇と類仇してお）差が見汀直 1\ と
考入てポ、くことにするがこの点 1こフ II 1. I砂‘條ぃ根如淳要と畏われる．
最後1埠輝手と捕捉する 1 オンとし符. I\ イオンとかl吃蔑の直)I °t寿釈する。索 11-:..(従
這沢着直知Igいた直維楓イオン碍陽電手と．の反応恥有熙，陶喝樟枷 h 仕箇
値，麟としてが↑区．ヤわ 5 かさ紅した。隔幣手との瓦沢性の脅号謂砲斗緞紅
の丸l、とは関連けJ. n hゞ福知 h‘ 恥・ヤわらかさとはよ人合う二とがわかみ。（』ユ込
麟1本隠嗽手繹応し戸）記囀手はほイオ、ノとの反応注か 5 見てャゎ 5 加醍｀あ
ると告知る。噌亀手が｀打‘t::.ぃ温甚と麟しtJぃいi,こホ巧JK如認説ーが文き1＼む砥あろう＂

如．ざ濯付‘／切胚叫丘脅熙
CN 陰1庄‘乙 e心賠I生 e澄蝕（ev) ヒ゜了 ‘IV遺距h‘たさ

。よ 1. 02 t F— メ b、2.~, S.o I H (h屯 11)

ow x r、 31 H 
N 3 cH~coo X 6、は5 H 

1.00 
企＝ふー費ー

SO年｀ x H 
CǸ  

゜
7̀q I ＄（や枯吋

0.99 1-~ so 2- N3- o7 6 、bb B （中くらい）3 
双―

゜
3、8\ l-¥ 

恥―

゜
3_b3 B 

゜
0.5 1. o 1. 5 1-

゜
3、 2q $ 

CONCENTRATION (M) so;— O? B 
切 2 唸けンヒよ針 Hの要い(H゜：水叫\-1) $CN — 

゜ $ 
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2B12 位ライト中で、の代沢ロニウム反危の柾碗

（乗大・エ） 0 中西宦 氏ヰ祐輔

Linde社が‘ぜオライト屯合成しはじめてから、けージの大ささや腸イオン物債0 穫頚が‘
かなリ調竪された試科を入釦‘‘きる様にな）、 U配羞脊Jゃ触喋\::. l Z.広く用いられQ様にな
リ、基螂珊発1しさ立‘まな方面から行なわれ乙いる。以柚我々 1さ陽電否灌裁訂緑ド、ソ 7•
ラー幅測定去が隔覺~るみび沢ジトロニウムの反応と隷恥＇もJ:.乙‘‘十分庚用になもことを示し
た？今回これらの基旗デ＇ータをもしに我々 lcl:せ‘オライ1-中 Z'1の勝電全及び栄ジf- Dニウム
の反応也隔賞各寿命遺萩 r 練ド‘ッ 7•ラー惜〇測使を併阻す。
ることによ，乙藷l八｀た。 苔 1g 
［喫険］実験這いた試料la L'11,,c\e.社製の合成せオライト
x 翌の 1 3X と Y 型0) sk-40 で螂式1立豆次、j 3 〗
x; 心己(AROュ屁(5i Oふ。』•2 ワ6出o, s k -4 o; Na. ,,6( 旦
(A Q.02.局(Si 02屈］・2紐出O i‘‘ある。 13X, Sk-40中口。

姻ぎから NH恥の交唆処埋Iま Li nde社で‘出しているイオン ゜ 1 2 3 4 
NO. OF BATCH EXCHANGE 

呑知処去に従l, l 100 ~のせオライトに対し 2.23 Mの塩
4ヒアンモニウム溶液を 1 Q.入lr\. 100 ℃て"2 時朋捲拌し、 図1. NH4-t咲椴率.(J)知ヒ
朕イオン水でよく洗浄した。処理回数1二よ 013X
の直交換去の変化1的Na(m, r)公心核反応と祀用

した熟屯牲ふ放射化『線スペクトロメトリー(1.
3 6 q MeVの光電ビークを測定）で課べ‘た径果、
図1.のようになた。朕砂ォンせオライ}- I::1--

7 

6 

リ 7 ェニ）しアミン（丁PA) を函遣iさせた榮験ヒ閉し、
5' 

た極料は NH4Y型ぜオライトを 500°¢朕気 L セ

のち窒表零囲気中立冷丁PA/100心£忙八70勺ンふ
溶液を 2 虹い、れて諒製した。これら試科 (13X，虻
S k -4 o, NH4X, NH4 Y型ぜオライト）誌恥
英溶器に入れ、.zi.Na をア）しミホイ）レて‘'つつんた隣コ
堂鰭繊源忘哨い、栄温 10 0ーc, 200ーc., 300℃ 2 

400ーc, s-oo℃ l：：び税気を贔低8 時間行なっ＇たの
ち疇る寿命測ぎ這澱凶繰ドッフ°ラー福測~2.) 1 

を行なった。

【結果と考察】良喩3兎命浪’J党の結果を図2 に
渚癌、r 緑ド‘、ソブラー噛測楚の社呉を図31：：：示す。
X型ホよび‘Y 翌せオライI- I本フォージ‘ャサイ1-

R.T. 100 

0,13X 
• 9SK-40 
• ,NH4X 
A,NH4Y 

200 300 400 500 

TEMPERATURE ('C) 

謡色しておリ$i04 I]] 00休と AW4 1II1 面材ぶ 図 2. 処理逍M度による寿命の変化

なかにしひろし・うじ‘ひらゆうす（す
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甚本単位となっている。凶サージ， 6 サージ
の大きさはい心れ 6 、 6A, I 3 八で‘ある。
これらせオライ1-中の Natを N喝で度挽 L セ

NH4X, NH討翌 l如固体酪o 性噴を示す b

0 、“0、ご°賣°ヽSi /0、N芯°`
I 、/\ /¥  /¥  /¥ !¥ 
o o o o o o o o o o o o 

3,0 

5
 

, 2
 

(
A
8
[
)
H
巨

~oヽ＄i／ 0、応°‘ゞ 10、 sJ叫ヤ乃、s心-2N~
心うらo•と い I¥ /¥ I¥ /¥ /¥ 

0 0 0 0 00 0 0 0 0 00 

2,0 

O;l3X 
• ;SK-40 
• ;NH•X 
• ;NH,Y 

年竺与＞o ，S i10、 Ae心I°\S i/0、 M. 沼゜＋出0
へ5加•c· i¥ /¥ I¥ /¥ I¥ !¥ 

b 6 o o o o o o o o oc 

このようにしこ生成する Br伝諏難橿と
Law is 瞼童の処理温定佐店性Ia J心Wa滋4) に
よると図4 0>ようになる。まセ図2.) 3 よリ寿命 l;t 2 0 0°C 以
上で‘3成少しており、ド、yプラー喘 l玄 20 O℃以上で、増加する傾

向が見られる。寿命心咸少I古0ー怪ヵt何らがの化労反応色起こし
てし）ることと示しド‘‘Jブラーり届っ咤ヵnはp森成分の栽少を示し
もいる。k:.Mn04 t>＼存在するとドップラー幅ヵ＂増加し伊：：とか
ら宅、 NHりくおよびN心Y型せオライト 20 0°C 以J:::で処理し
たときにはBr¢ぷ閲齢点による和叫叡ヒ反応が起っている：：：：
とがわかった．ド、、）プラー幅が 200°C 亡滅少するの lなけージ
中にあも水分各力＼‘ぬ 1するためと考九られな。寿命o デ1 一勺力＼｀｀ 11
らついてい;i <"I I本宴空だ松一胞しなヵ＼った為と考えられる。 M.

紅e'(' le:.aしら隊ゼオライ1-中 I::. ザス乞入れた寿命測定紐果 l：：：よる
と寿命ぉよび強肛がかな l) 知ヒする。 NHぶ｛翌せオライトたさ

らに覗ヵ今オン化するとせオライf- 1まイオ以ヒ喧位が低く分各

径の 1」、こい分否と電褐移勤錯体を形成することが‘T以vkevi出らによ＇）見 I 出され、月兌ヵチ
オンにせオライ曰二丁 PA を啜羞さセ処理温庁"" J:.且 1：：ょるカチオンラジカ Iレ養o 堺加を
芦冠詣心＼）式まセ細孔中如乃らサスと P砂反成 1まTo..o ら喘 Go恥nskii吠によリ詞
八1 られ、饂3し0)大きさの変化によ.!)‘コンバージョンと代：柏反加戸起こも比が変わるこ
げ｀認められか）る。こ0)-r：：：：め暁ヵチオン化せオライ戸中でI 0)力4-オンラジガルと P戸反
応性虹応 3 こと 1ま雫昧深い結果を得~'L.思われ、現在宏玲・老脊む些ぁてし）る。
直•知急紐t冴ライトー如如麟（滋絞社 1匹）2-) tit ff:iら，恥血直 u qg ~)Y.k。bayaが心，J.A.....

C.如．＄。C、,卑（ l叩） 5り 3 4) 了、\\/. Wa,-d,、 T、 C叫y成，立 (lq 6 り） 22 ぢ',) 11. ~、 Perht ,et汎，

了．C./..e."'. Phys. 坦（ I C\"7 0) 1qo 6) D. N.S-tt,心e, ._.J.プ，叫kev iJ.,、 T, Am.Chem.Soc,1&(Iq64)749 

7) $,Y¢心哨~<($,了、Tao ，了， ChernHys., 24. Cl 叩I)4'1 02 il V:I.G 。QJa"sk\i，心， AppI. P~ys., 立（ I'! ヮ5") 3 りq

100 200 ｷ300 

TEMPERATURE C •c> 
図3 処理温度によるド‘ッフ°ラー憧1l)変化
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2B13 119msn~庄Sn の疇飼鱈和琴ひ＇半式扇睫

（郡立火•理）゜オ寸オ玖和，三浦尽ー，印認風

［鋒言］溺耀能空麟綽ズペクトロメータと藤詞らによって詞発ざれた寄守
ぷv isぃげ恥 P゜叫ioh. sensLti ve 熔如｀ズフロー型此｛qij言澤嘔（ PsD) を紐吟
ゎ也て、 lfqち‘n, 1和1Sn の内部叙挟厖今の測定を行った。
従呆、空応秒湿ズヘ°クトt:Jメータと用いた内部転拶噌ぼク澤淀には、）j咽レば＇ヌフロー

翌印矧荘讀ゃ＆疇恒噌が便われ、．磁渤5追ヌテ、ソアで変え切‘.、う一奏ー奏場l定し
ておリ、一連の内部乾殺遁子のズペ 7 トル汀l連するためにJ1 長崎指尼勇し力‘炒魚ぃ恭
：：原が必要であった。一方、 PSDを用いれば約4 ％の通樟惰齢員威E同呼直1J定すること
がで 3 、％比しの哀し、テークが 10惰叶統計で得られ、しかもテータ収集IJ 200倍ヌピー
ドアッフ05 れ比恥初弱じ綿源（考文火G) であ 7 ても十分である。
今回、こ瓜ps -Dを用いて剰定した因部転授電うヌヘ°クト）レの御折を行うとともに理

論直囮戌験データとCl)比較を行 7 た。iに虹年'”唸几の半滅期として 2ね．od
疇知れてい釘が、2）半ぅ威期視l掟において舷考核椎以詮＂3翫 (T){= 115.1d) のラ昆入
峠 L'試料釘尋られたので、その半痰判瘍l]足も行った。
ぽ験］
鱈隣竺?}- IJメー耀疇雌製
“唸n 1 //唸叫疇疇床“6Cd (q&'.oバ）を．理化和嘴所サイク U 卜戸およ
び東此這AVF サイクロトロンにて．それそれ20MeV, -3幻屯応直粒廷籾I ごよ 7
澤蕊L た。昨年本討論釦桑窃 l v.::方法3), 4)によリ｀化学分離、頼裂援、煙担恥//如
“唸繹 7戸爪のズス‘‘l訳上直賽ノた。御組）幅I ;;r、 O、 3 れれとした。
内部疇知測定
東大忽研O') f=アタ cm空尼紅釦I\°クトロメータによリ、椋滋括としてCH)22 rn.匹

(l) I 22 m1rt.のガ｀ズフロー型比例計敬嘔を用い、フローガヌと L てイゾフ、タンと使用して
（ガヌ圧： 223丁研浅ぽ詔予た。スヘ°フ □3 メータ Iコ、肘遁半径 P= アタc尻，分呪女
(=4であるがら、過焙嗜りを面約4％謬ナ数す占ンとにO‘る。危は約 /00_..,.t-'彩公んの和リ
フ此゜レンフィルム（忍乞cて～几
区t-off'gne哨g~ 7 £汀）を
訓竪したものと用い、 Iv'i-爪esh
で反特L た。刀ウンタヵ‘らの I ＼りし
ス 1J．愧極後、ディジタル・ディ
バイダ‘‘に入JJし、どれがかの出jJ
を PHA (Nf)-100) に袴鉦して．
P 日A- WlOc:le.で唄碇乏仔った。

サ— 0.08953
293.0 d ---...ー·99_,9...9●● 9999●●

'0.06566 M4 

17.Bns土

見 0.3146
14.0 d 「

三＿o．1560M4

0.28 ns 
2'I 0.1586 

002387 

1002387 

| M 1 (+ <O.01 °i。 E2) t+ 
I'J 
• 9•-••-

寡n 117 Sn 

図2. Deca y ,~chemes of 119msn and ll ?msn5? 

+ 上
2

むらよっひさかず みうらだいら ばかばらひろ沿ら
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図 1. Internal-conversion lines of the 156,0 keV, 158,6 keV transition of ll?msn. 

| 
' 1023 

（結果］
図 1 V- /I加~n !7J K, L, M, Nべ 0危5 ヌヘ°クトルを示す。このズヘ°クトルは、 03m兄
幅麿輝でと 7 たものであ紅＇疇｀ズヘ°7)- ロメータ自身’の分緋能 (I\‘‘ ッフ lし叩郡＇哨；
o.0 紐）に比 L て＇い忍が、ぴれでも 0.07％の運動畢濯能を渇に。 PSDI3、そ
直如輝能（｛疇麒能）か沸捉可能諷鱈疇認噴謬叩 L .:Jぅ麿譴ぅ
れている n‘へ、このエネルや‘—領戚('’”応h の !56.0 C:eVf佐！虹、£ f:eV月 1身も締鳳2
紐）でぱ、実用的であると言之ゐ．一方、 I I珈邸にあ‘いてば遷移エネルギーが更叫琢
l 平め、食ぃ遅動青紛町認得み(/)liJ‘'難し<. gi恥とこら峨足すべ｀、ぎ翡り囀分細町僻
られていがい。吃雌這因として｀絲頭の歴うによる電知工キ）しギ｀ー播失が当然予想
汀紅、や s恥知詞遭和）匁堂散乱効果や勿苅記の斜入射による·1疇輝能
疇化も考えられゐ。 表 1 に '’YmSn fJ) K 、 L ，凡砂如パクトル繹翫L て得に
麟慮度比およひ麗双町‘ータ、理痴恒唸示す．誤差 lょ絃計隙差とピークがげ
(l)差 L5/ 、"V-伴う誤差cJ)み苫ホ L 'Z.いか珪論匪幻戻須lJf直/J、比較的哀＜一致している P‘:
臼、 N+〇/M 比が大 3 く臭ておリ、原因這叫疇ふまた、 Iタパ俗『M1
遷移に lょ． E2 の ml/x in］ガ‘：寿えられ核討這する。南、 /(4唸如浮我期測鯰
ついて 1よ現在続行中である。
表 1. Measured intensity ratios for the internal-conversion lines of ll?msn 

Bocquet et al. 
(experimental) 

0.414 土 0.014

0.118 士 0.006

0.1851土 0,0028

0.13 土 0.03

Intensity ratio 

L /k 
156.0'-156.0 

MN0 /k 
156. O'--156. 0 

k /k 
158. 6'-ｷ156. 0 

L /k 
15s. 6'-ｷ15s. 6 

L 156. o/L 156. o III---.'I 

N0 /M 
156. O'--156. 0 

Measured value 

0.434 土 0.037
, 

0.109 土 0.005

0.181 土 0.0057

0.131 土 0.019

0.783 土 0.033

0.169 土 0.0078

Theoretical value 

0.428 

0.113 

0.1884 

0.124 

0.837 

0,218 

文献 1) 藤田，） Il..t.,知田町辰苓絃石究，盈士紗、 3, 66 (lq巧')
2) G,C,Martin,Jr,, Int.J,Appl.Radiat, Isotopes,互,613 (1976) 

3) 吋稔，笑野．中原，埠恥23回放知噂討言第六予オ畜f築， 1co2
4)H,Muramatsu,H,Nakahara,and M,Yanokura,submitted to J,Inorg,Nucl.Chem, (1980) 
5) F,Rclsel et al.,Atomic Data and Nuclear Data Tables,]l,No,2-3(1978) 
6)J,-P,Bocquet et al. ,Phys,Rev,,上豆l,1117 (1968) 
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2814 和ムヒ° - 7 法によう'"In/ 1boTb ，心 I凶已試｀糾斗っ

却いパ疇との関連／

売此大速 庄司屯乎飢沿克冷 0 吉夜咬二 辺1 孝1言
I. I本じめ l::.

直tJスケー 1.:· 'leオ奇っ核種 Iす刈哀スペクト/t/上にサムヒ·-7 を生 L" 3. こつ寸ムと° -7 
叫知角相関の現象と密楼サ関1系があ 3 ことを用ヽヽノ」複心ク理的・化学的i疇．を知 3 プ：：：
めの子がか＇）とす 3 ことぱすて" 1 ；；ゎ崎小が投計 L て来たと大 1l て．．り樟的 7° p -7＇ヽ 4 （ヒ
学利用の一つの全肛，｀子シ去とな 5 可龍•I•生がおろ．

詞吋化岸言打鈴7•• はサムヒ. -7. ペア法と名（、わt 3 新し、＇『法t閑挙し Iヽ'TL I追
用した？本報忠 7'‘11 ざう l::.手を々のキ亥桂 I:..., \'て知したのて報告す 3.

2. 匁史
“°祁 I 士John sヽ n Mょ比ho/ Ch砂＇c<..Ls, Lt.ii, °'T砂粉末をJRR.- 2 気送嗜 7懇，附したt料

を用ヽヽた． " ’In If高純度化学研究吋0) ?1.1% In金属を東北大学原子オ文理学店克花餃0)危子
LINAC I＝より 1線照射り "3Inl Y, 2 'l )1"I., 反応 lこ上り製造した． IS2. I氾Eu lt.英国 RCC 上り
心入品をィ吏 l月じた．

豆叩履\:'. l 1, 0) ()NA 1 t S1J"'"-和；のイチ虹鰈翼t m ，また BSA (Boぷ"e Se..-心9
屈umin）は三光純控の年疇ァ 1 し 7‘・ミゾを司ヽ，瓦
y線スペクI--/レは如c Ge(Lし）検ぶ岱っ？ 4k Y線：スペ？トロ I-? -l こよって戎｀l定 L 凡

3. j含果
Mmes ら 3) I ;t_ 11 I Ir1 t訊｀ NOュf h- EDTA を用ヽヽ土本巨大分ナとの反応t研克したか； ：のざ

いかヤう I1 叫叙分埜摂動角キ瞑l を使っ 1 ヽヽil. こ卓知·.,濯雑な l司叩濯謳pヽ一必専
句巧わ小砂<7) J:う 1= す L、ヒ·.: Jを I打＂る定応呵叩ぽla叩籾て＂ざ 3,f、砕も•→
右 3. "'I濯威In•ed区錨和席法 1-::: よっ z 祠家し，こつ 7k溶求と DNA ")7k溶和渇合 L
て湿スヘ°7 卜 1V d) ~齢‘腿の変化（とく I~ 'fムピ° -J I.,_ つ 19 之＇）訊‘J定した． 4 ／¢,7k-e v
の寸ムヒ·- 7 と／7/,3 J:,Jぃ I t. 2江.I/-知／つシング｀、レヒ° -Jとの比しi戸 I e. 1, 二束すとズ'

‘Jて'•あ 1.

叫le l. S心厄 I心ぶり邸＇o わ”'瓦 1砂eI“
Samfles 

--~、6,7 ―--- f ”‘•7 

f H ー（％）二(%)
I 17I,3 I心¢

、.90 土0,0乙f{ー←士 0.02

7,·0『士o.“”←土(),Of

ふmrl e.

In-ed.i,,__ (a..g) 

In-eJtt¥..Ĉ$) + bNA Cag) 

In -edに(^f) +- l)NA (at) 

Inー研tへ勺） +T.> tJ /~ (a..'b) 

分

7

D
0

Q
l
 

7. 伶士o,0f

7̀ lf土 0,06

／I) .2/ 土 0、 of

J0,20 土o 、 09

L ようじ、りゅういち かし‘｀亀ぱる沖 よしばら・叶んじ L ~·t>、わ・たが 9 4 1,. 
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表の数泡 l 士／ 7l.3£eV"'"〖に対す 3 も＾とユぽ心r/" y恥：対す 3 名つ＼西才を示した Pゞ
171.?f<e V '7)り知＂4”r., " (102 知／のf線心塔もあってぅ劇足精度と L 7..ぇ如必四噂

よ＇）も男いよう 7•あ 3 ．氾汲{eV ^ i線 lゴすすょ寸ムヒ°-l のじt (界い）戊 3 と由

鱈l埃無租 L てt，、と思中孔／ （III'1 -e心は7)NA 違し令さ卜 3 とサムヒ·-7柱度比が大了＜

な刃頃句 h＼ぷ l. 混合和ヽぅが可者ぅ虎紋らし、、も＾は生戌しないが；サムヒ°-7弦加？＂
見 3 格＇）国む直逗、、＜直をと l. 111I., ed「へわ`• I)MA t店合 E 生し．． I ｝恥和•り動び却
ff.マ十たと考え中心言紗がT笥丘·ようう。
っざ I= 16 ゜枯 r1t莉勺報告2) て述べた寸ムヒ° -7 •ペァ法を名窟...., 3 たら？丈j食をに石っ
戸．叫 21二双ら（叫） 叫(S'O位）／刀C& 2〗(t瓦岐吠•l'土） I二つ，， 7 "'311邸
果を束した． /~7.l.＋訂＝ ／ 3げ leV と／3／a +J7 = /3f”“の 2 つつ寸ムに°- 7 の比 It功隻

T̂ble 2. S← h吐訟r 凡応…／勺る—f^beI以

$amrleｷ 

冗凸（戸“'r)
＃山（ゃ似）

#Cl2 ^ 炉戦）

S•ff e5 
1999 

I 
ー(•I.)
I nI 之
9, 03 士0, 01 

!、 01 -ｱ.. o 、 oI 

,.砕土 o,o/

I19芍

ー（幻
I1272. 

J .3.l土 o,oI 

2.17:t:o.o/ 

み1¢ 土 O,b/

只
0・リ似｀土 0.097

().3[7 土 9`09f

tl、 3心土 0. I) 0¢

I ,,,,, 
s“ 
”叶I年→

0.I(f土 0,9og

l) '1 'f-之士 (),0C之

ク・ 13¢ 土990/
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2815 X 勺＇線強度の知られていなぃ核種
についての当該弦度の推定の試み沃
原研岡田貴

汁泉（またはX線）を出 ．、．. -

3条和当てはまる
数えて約350)。表）
嵌（iたはX線）浅
、 )V絹枡約皆の二っ
記の 350核種のう 1
惰？ 度はセ｀、口て＇‘
フていて X線強度が
衝線磯及より1
知駿を維足ーる遠
記ABC の 3群晶
ぷ化砧釦砂
這けため1: 光·
強度瞑違磁

中性子照糾ょっ

2-1 
Z は原子番号。コ曲線を適用すること叩‘'砕核種

はtし姥迄炎型のものに限られる。 (/Ee 召9形て｀｀あればよい）
② X·1 線パクトJV 図 広範囲の文献に散在するス効卜）凶恥未触析部分の利用
®効率曲線の平均的な形 検糾知大きさを媒介変数とし光和エネ訊‘＿汀蝕効率
切関係を表械線。 Ge(Li)を使ぅ場合について乎均的な形が得られている。
⑥ KX線成が磯ぬ KX線全体磯度との比 既知。不確かさは土(2.~8)% 。
®LX線の成的恥LX線全的強度との比 概配直がZの関数として見I.)だ

絨悶慧釘霞叫て効［詈旦＋ I,e,.ce は内部転換亀子。旦呈
⑦tota.1 の直部転換瓜数（咲） 咲三狂＋丸＋・・・
包社枷象硫麟度とそのi麟ぬ ］幻麒」こ役立つ。
q CX,-Ery曲線（多重極度a媒傾麦数とするものドー正直譴ミがられて vヽる。 E （ま
霊賢虚長ぷふ属 Ia}午 ce の推定に役立っ。叫泉ェネ）｝硲ー。
⑫凶＿E孔曲線（媒介麦数を含まなぃ初） ＠～⑪が不明の場合役恥 E外が小さい

叫‘有力。

＊熱中性子放射化分析のたかの光手強度値の補iあの一方法およびそ咲足当性

おかた‘'みのる
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3 年炉滋種激ぉょ四錠結果舜紐
3.1 光子］没の推定が可能な核叡数（ヵコ伽問題とする放馳線）
鑓仇）の約5磯のう紐約46種（社約（若千のオ亥種重についてはX線も）

疇）亭霜雷誓霜(X釦 ］約 80種
.::,.っ ＾～＠も主要な材料喧具として使うことによ款得られ紺釦這度

不確かさ（土r)の範囲内←致したもの 40種
12B 443q (1.2q 5)(1訊 5),'6N b四（研 2)(68'.8 20), 1q0 N7(95 1氾0.3 訟）， 23Ne 4-40
(33 1)(32.9 10), ~4_mNa 47i(qqへf叩D~100),2~Mg 8'44(5平73.1)(73 0,28Al 17四（礼0~
疇叫）（100),38ct 2168(42.3 10)(42 2))41Ar 12年．11 8)(qq.16 2},42k 1525(18.2 b) 
(18.8 6), 町＇ a12町(75 2)(7屈），岨Ca.30如2.0 2）（如）， 75mGel的(36.9 18)(3q 2))81mse 
103(9.8 4)(q.'7 7), g3mKr 9.L/-(5.0 3）（射1 J), 85Kr 514(0.434 IO(o.435 15), 94mNb 37_1,(o.3~ 
揺(O.'t7_9), 101Mo 叩(18 3)(18.8 19), 103mRu 211 (3～哨．7）(q 1)) IO3 pd20.6(69 喝）
(73 午）， I09pcl i3(3月 O 8')(3.b 1 34), wq叩 1別 (56 1)(56 D, 121mte 212(81月 2)(81.4 10), 
12~mTe 159 (83.5 3)(84.0 4), 12Cf mTe、 696(2.1~2月）（2月 4), 131Bc.t 31 。 6(83~終）（74 18), 
133mxe 233(10.12 1q)(IO.6 6),137es 662(85.2 競5.0 5),13]mCe 754(q 1 2)(q2.5 3), 
1h1G-d 361 (57 5)(60.6 15), 1:~卜If 55.3(10忙翡）（69 q¥ 1q-s'7'1m Hf 214(94.8'q)(Cf5.2 2), 
応w 約(5.1 7)(5.1 4-），円1Os I図 (25.8 1)(26 2),1如。5 74(0.o630 4)(0.07 1),19%Hg 
15g(52.1 2)(52.3 5), 203Hg 27喰虚 15)(8'1.5 粉， 205Hg 204-(2.3 q)(2.3 JO), 210Bi 

12.8'(0.0fi 3)(0.052'6), 210Pa 803 (0.00111 2)(0.00122 9) 
±紅達囲杞‘一致 L たもの 2和皇

111Pd s8o co.sqｱ:&0)(o.837 33*~), 157Tb 54.4 (0.021 1)(0.025 2) 
外れたもの 1 種
呪~1 1) 

以ヒの赦値をまとめれば｀「玩の範囲内で一致L たもが13笈，益を超え士2rr以訳
一致したもの5%, 外れたもの 2%」となる。
ここに新い、イ直と比心ことのでいた 43種といぅ款（1) 培尚か）祠し方法で光お玖
這足L ておぃたオ亮復り紋の 2 割近くにポ蒻 9b。そ凸抽出 11-迎作島的と言えりか
ら）知鳩柚出した約を松漆l fここと（ツ鐸。炎って摩法は約窃船の的屯半を持ってい
ると言うことが‘て｀、さる。

＊沃共存積泉の強度の不確かさからの姜負推主による
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2B16 疇鱈疇卓麟 Iレテニクムの謡疇

（扉） 佐膝肉

l 締食 lレテニウムは，使用嗜旅燃料の Pl,lYex 裟による再処理にわいて 液嘩な尋阪］
繹す：：：とが知られておリ，ー製品であ々 ウラジ．，プ 1レトニウム中に視入し，又微レベ｀JJ/
彰反切り放射能か迂彫知なっている。ふ崩謬袈豆‘、1レテニウムは多駁のニトロクIV
ルテニウムのニI-フト／ニトロ／巳ドロキシ，ァコ錐体として席在し，これ紆も囃体松‘
夜担の変化碍によ只饂 lコ爽捩すること力＼｀ その校［雅応の原因ヒ産Lられていら．この様
譴破香夜約Jレ戸ニウ叩濯雅碍靱環孵するためにほ弗知噂在する叡の
麟祖：：：ついてぞり危疇叩惇辱勧絃訊喝要‘ぁゐ，

虹狂霞械硝酸番銑敬克：： Iゴ約30筏 lレデ＝ウムが鱈虹｀比較的彰兒．に
蒋在することを スハレソ紅翫·オン交旋疇渭餃糸の夜体クロ叫トグラ巧（切輝
麟し それぞれか落危植〇存在辛の碍間依呑虹 での碍イオン友捩象醐から誰史lT：：：：
疇 l：：ついて 1璃l喝担していな（冴沖日 日和噂会春李年会）倉饂謎た主ほ
ルヲ乞うム箔呑悌↓ご｛灌］のイオン）痙ー1 価のイオン 3楓屯陶叫象複匂憮1 f l価の 1
む 7楓ナ2価のイオン遣／寸切楊イオン4植である．ミの様口、多敬の茶存雅の1噂形
繹定するために／今回/J:これ得の黍存旗を，｝三項．1Dlレラ＝ウム~を出廃渦賃としたマクロ
量/J Iしラジウ崎顛短腐呼 l：：存在す戸クロ量め喀、椎と丈べる：：：ヒを試み Tて．叉今まで
暉鰈た落存惟）：：フヽ＼て更用上堂后 TB P に対す紅抽蛉認年を IN H tJDr/oo 
／丁紅条について刺史l 瓦
ぇ叩志
霞名夜
即疇疇約麟疇鱈万叫詞（燃謬約3:/., え坪婆却）紅叩痕硝
酸I碍噂疇忍麟霞 lN ょ諏lO皿に疇以詞綱：：用いた。
マワロ量の）レラニウ頌購謬或： 中性祖照射した三塩ィ巳 Iレテニウム（応し /3 3 出 0)
を環碍酸；に奉館し烹、発乾固羹残査-~ IN 及酸/::者、格した。）Uラニウハ桑度叶X/(J -3
M／／である．
カラム 長認OCJ/flタト径1111.1Tl.1 内怪 l 倶僚のテフロン知三）に 勝イオン交援罰眉〔
ふo d~x HC-Iえじス 10 広5::t. 2もら）むスヲ l|-9城て‘'充羞し 叡オ〉の如賠同月
いた。長さ 10帆～辱紅几までのテフロと知づ‘に同じ‘葛イ了：か痰樹胆寇充復し 陰イ
オンおよび中牲如翫奎の分饂貧江った。
詢乍 上記試影馘 0、｀足サ .,\,,7゜りング）＼ lレブ l：：：より 回 K? /c紀の圧力

1..’'力豆這入し 疇破i：：ぷ炉瑚雛を付Tよった虞麟中の放射定を迄ビラ IIープラ
ス妙クシンチレで夕検血器 1：：：よリ遅続的噂陵し T= 。フラクミヲンコレクターで令淑し
だ放射餡/Jら (LI＇)検血器1：：よリ枝撫同定マれるか マは直 1二丁虹に対すゐ油岱率の
堤定に月いられた項蔚料落条詞製後の時間も変え，て素結哀炉丁い嘴存笹の謬乞鯰崎麿l

さとうただ‘し
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麟性8頓炸．這殿い互友］尋紐戸分配緑女の硝酸黍卸繹l豆叡‘
ミれから鯰碑釦毬斎も如比
3 結果 照移邸澤滸磯酸勢麟戸 V＼て得た
下飼の祝仰によリ ）レデ吟ぺ鑓維Iこ麟ピークを
裂虫版物にふるピークを示す．
註 P ばする神出奔の刻史＿
抽碑這定した窃積カルテニウ筏蓉蒋枇の丸一惰恥ば叫椎ふ拉｀‘＋1知のイオン
息幻的疇して丈絞的疇ほ紅麟を示したタトは他の豫イオンノ中牲肛蜀オ
ンぱ ほヒんど丁 B Pl堪出丁如なかった。
マクロ量の Iレデニうム褪酸落夜中の苓存複

マクロ量の 1万ニツムの I晶霰岐中にば需信ン，，叩厨皇＋l釦イオンぇ練玖ノ
釦イオン）憔ナ3のイオン蹟皇す牛価のイオンぇ紐の存在ヵ＼｀明らかに TJ‘っ Tてげ 3
釦イオ／） ／穆Iコラ羞饂歪豆喝酸虹馘中l吠．多量存在することノ叡オッ
交換峠詣に対 L て最も大引珪蝕］力を持っことから Ku..3+4 オンと同定された疇 Z釦叶
釦イオンの内d) I 施 IJ該犀匹輝輝攻中に見ぃ虹れた。刊釦謬維と同じ分
釦翡筵示し丁 B P に対する神ぬ年も同じ植ば示し T：：．又この哨衿掬該渭飴支餘ふて
Rv..3tへと友誤L た。このこヒ1J‘らこ虚鰐値は尺□ (Nん）式入オンとす紋史された，

クロてトグラームを目—· ¥ lご尿す»

二伺の戻仰 lごょ I) 化の長寿伶凡分
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2817 放射娃アンチ毛ソの案存状危とそ
の亙応（セが7)

（脅月文tt) oi ~;り塩： ；互彦
直言
髯鱈正嗜疇□7ッケ毛ン（唸b （回）噂誓鴫孤口誌珈
居． l叫紅戸ヽヽてミ年末が椋賃してさた。す恥麟刃復((J炉／研れし）
汲成戸 l嗜［Lこ狂足吐？心叩叩虞ゆ）して炉む。イ□M
囮和祠）啜荻謬2 とを見如し知さク，ツ2 ~6 1!1鯰霜ゎ羹り
さよ膚い↓ 5 炸紅、 1新しい豆知得たので＇：こ峨訂み7j.お’I I喝｛戸
定化t V らべた厄 l1 （び鵞＇夫芦）が一乞ントの｝如直(1.とクロ

認言喜訴言佑叩岱燐謬麟均芯()',:)よで｀ ~ 
：：ととした a

屯こ用咽 1名(pr心函疇釦物）I~ C年叫疇臼雇ょ渥いず疇
這l吼“"”tっ<'Jそ召紐 2 b 臼ん。心（かだ豆し力と o/jj如
町航Cし双（5b(iU:）．卵）碑合）からの祝HA 抽紅）＝よっ戸。計孜 l1 シンナレ→シコン

｀｀棟

• `叩5ノ矢、
色紅‘褐色）和遁

紅ーデtof囮伍cn,
如）

）：［三三b三心：：とし1／三G9:9峙(b) 

かんばらとみひと・ばせがゎ <l塙こ·よい掛かもろえ・すずされ\j\ナ
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｀二誓り謬｀ ：三：疇三I戸
玖｀｀紅祠「考(::.を•虹 r （珈必砂凶｛ \ 

か和ーオ麟鯰‘ン l疇＜力ぇざ：： 如四｛じ） や久 II 

｀いパ今ど沈いてげ 、 a)0,01船叫( a• ¥ / 

言：庄誓兄た：日1汎 2l；塁｀；／芯：パ／□：
として！／恥さ訃‘／これでグデ軸 l:::. //.OI¥ 2、0 3.(), 'o ぷ゜ “ と＇）疇畔知ョコ釉lことっ直 lon¢化叫 H［し（企
示方うと／褐知 ‘I tm 戸、さ 6、o tｭ

F情ヽ 3 の炉うド，簑灌色ビ‘心 5、 0 .... 

附t,.__と喜＂ように見楚 4.0 ..... 
さ厄。ミれうかぅ伽1似恭｛

雷土掌彗~~ :::゜：．叩し五わ己屯認O S 
如ぷぴ芍疇沢守ざ尉ミ l 、0 -

鷺店知刈甲督，和鯰 0、0
”とくうべてそれうの｝・刈 ゜會 I~
砂l 紋乎つ 1 .zぅことが打 Co'l1cǹ 

か 7 乞
仔．汚戸‘輝
疇偲況詞外0µ疇汲
としても糸やしいび名克世
ーにつぃ違心釦碍f;:.()
i)3、い如疇に口 紐
””→伍該汀い如鯰）

\i)ml-\.Q戸‘\t兄の兄知色へかl2
｀布も丸炉在疇叩闘

Iii)~(］［警1訂ぶ白乞ミ o,滉
却総ぅ喜澤賢哀 6し06
れて、、古 h゚ ）や知鱈の
厖叔べ‘狂令釦りや破沐
潟｀ l tと｀17)梵ゎ及
応均度して、ヽぃ遣えした．
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2B18 1 オ咬知法によるオ、・ロ＝ゥ心的這

（静直．九欠1翌＾）。脊諜夫 添協良正吹｝房呵；ェーハ節

（緒言） こ北までにポロニウムの溶存状態について，ジ｀チ ‘I’｀ン屯9塩化炭素窄液および＇合記＇
チソ｀‘ネートー叩虹蔑素溶液も用いて 逆袖出法によリ溺塩素酸潜液柔，局靡唆溶液ゑおよび‘
塩駿潔液系 1こついて研究 L かなリ知見を噂ることがて’'さた。今回 li l-止の知見を浦うため

イオン如衡去によリホ°ロニウムの溶＃状態をよリ完全に理餌すること合目的と L て d る。

まず遥塩索酸系のボ°口＝ウムの：容葬状‘鯰を陳イオン如紐で棺討 L た。
（実験）柑脂---、··恥 Lael. A4" !;"OW-x8 100~200mesh 

（塩醜、夕釦叶トリウムァ筍夜 lヰ I) さら 1こ精製した。）
水-----·· 2 回熟留水
試脊..｀一•-特秘または今析用Cl)試薬を用し l 応
2IOR。―----· I mCi/5叫の RCC製のものを命板して使用した。

(I 回の食験には約 10- IJC.::l.lo p。を｛更用した。）

共せんつき試験管に 20 'l11l の IM (l-l,tJc1.)CLD4 ~麟と 100 )J'(1) 210 R,落泣を入4t. I そ如こ
0,1~ 1 、 0 りウムの樹脂含加ん l\’’ ヅチ法（こよ l) 分取比を求めた。

＂匹（D) ：：和脂中の放射能／楕脂号 (1_)_ ＝（加えた放的能璃液中の放畑／相疇~~)
湾海中の放射~/滋夜号（叫） 薄液中の放射~/；麟量（叫）

印的取＇）あっかい） I M(H,Na)CLO直液中のトレーすー邑のポ°ロニウム 1よ加k分解による
化労稽のみであることがゎガヽ 7 て I l るので｀分面L比 1よ次のように表わされる，

(Po牛+JR+ (Po (OH)'出＋（ Po(OH)穿J R+ (Po(OH):JR+(Po(OH)4JR 
D:: 

(p。牛汀 + (PoCOH)3+J t (R。 (OHJ!tJ t (Po (OH){)+ (Po(OH}4) + (R。 (OH);)+(Po(OH)t]

Po4t (Hりi. FoH 
＝加t X--x (R ピ II`’- 1な街脂和 5 表り）

(H+)'+. FoH 

(k即恥 4甘-t =P。“+4H斥町遠双f系数である： ［応摩悶菜）

弘：： l t R,(OH汲t蒻(OH泊t R揺(OH甜t｀，．．・、に逸
(Po (OH,)訂〕 R(OH派

FoH ::::It k1(0廿〕十 K1 柏(OH-f+ K, 柏怜(owf+....・， k')\ :: （ Po(OH炉〕
(Po(OH)ね）（O廿）

DO'l11¥an Cl)士を用りて (H訳＝ const a.砧［こなる各件のもとで‘lょ

丑：：＿4 -t (ホoo ニウムに相合してし 1 る平均 OHーの数） とな 3.
~ QC} (Hり

⑮剰 ll) 今傘平衡 1ョ逢／する時間 振とうす約を用いて喫猿き行なった。平布府立 1ミは ll す｀‘
点の場合て｀，t 3 睛向を雨 L た(/') 7.`、以下の戻験では 3 特f&l 3 O 分桓とうした．

すかぬまひでお｀ たかしまよしまさ 1よたんしJ 7 Iよち 3 7 
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2C01 裟射化、分秤によるガ、ソリゾ径湘守の
微叱元系の介村
（武成以·舟琢） 0~這蜆砂、吼、年，争叶呼司

這汚裂履図匂一つ 1:9擁衷石卜気ーバ疇対豆が氾這五負動虹紐il)]
ガツ 1 y •経刷冷狂み畔叶負村するこg：：：汎．知重要な：：と1.m.“
含泊~ ;~-~くの元知惰僅讀‘ま心いるが、ヵ‘`l,‘Il') ン｀経沼 1本氏吼：より叶製1 れて、 I
ちため叡尼祐 I：：わず冷な達しガ‘令訂れてい rが＼＇、しかし「”‘←9 1"復心賃ため．稔遺と
して夭気汚応豹恥一つに訪，莉固（）しこの企／：＇）ツ・給虹紐疼在して脅知状態
て‘‘直特庫了炉‘應射し、非緩嗜ぶ直金属屯／賃1ぅ祁浜t稼苓し乞、今回｀同様の疇l<,
店リ約3q項料について、朽／0元糸硫利，屯元巳オ知瑾処我稽咋和吐 rお、、ので‘
釦立1違虹春の畔．疇霧‘]ハ忍虹‘‘irJ.］＜しjを閣壼臼irロペ、 ~l、もが、ある1)\‘‘、“
!1 行わな、、のて｀，分がf慮匁が｀琶くが3 1尺ぶも：名」る！． I ：：： 1の鯰郎［し厄席索バ式の授射によ
1リ、徴'f元釈が｀£‘遣か I疇じi骨五虹知疇l2炉·!'1 i ! ] : ] 
9 年・ヤゞソリン・ Iヽイオ＇クク '‘I'が1`Il,)ン碍釦l各かiメ：ーカーの炉I') ン＇ス：ダン王、社

‘‘｀和如‘‘岬孔 1叩奇哨i、お疇喝麟這麟{1::.よ＇）訊
尼釦 lが加1, i~：がレヅ心 I y|(so~,e,)に入心“t．ぷ

匂幻叶！い滋疇因しir::.iも：のillブラッ 7 喜t::;::..”lしiて発各
！いて発応叶鉛心）もり屯阿1ヽ「砂砕）五―叶汀伍仁直輝l
’•, \f!る『：：！五叫臼ir：：|。囀拉狂f豆這l拉｛ら吼麟（釦
如がr応1)| 1...V2囁犀長！．揺五、招砂応＇のぶり吋’レン

Iツし'.:~.Iぃ絡し党え、さら這謝認心虹／的麟祝A 炉j［：：！よ l1）玖 l た匁r(IIO凸
吋ムk吻繹由に：応 lんl裕l約 l瑾心す豆炉． lo1 け‘反屯え分叱．並 L ー（訳l
If：：。吃 1 し!e.虹置、約.)/,的滋疇 l如（噂疇いり的伽霞l紅、閲叩の
1望喜．f：：·· • 
I m噸噂炉 lな該捻如土釦心，＇）＇互和」ゾIT)，ビ！ゾ（加りとル）に入礼、伍， M')!.｛品
厄 7 ラックス毛;::..'Iとして｀漣印趙泉の場もい同様が芍派l::.！より毬射嘱1..‘｀口践f輝、射し
乍。そして広ロビ‘ンに格し使えた夜！〇えがスをダ．冷閉豆して名4r屯埠＾‘尖して、 I~7 

啄哨染l足し、心，Cu,Br,] 心＇などの分府を知図
幻L；を知豆°'9 召＇レン｛り：ビ、ン9(I“'”L.),!こ：入れ、地 Cr,N'

1して．比祐ヒ甜爆の労滋叫均餅、象慮詞i1()函蘭（i／ 8,5呼間て、2 日
3 勺oj叫虞咬ュ！ふ~/0fl

を行い 1』iBh trJ., ＆わ叫：ti分村l名行l, h辻 l叫ら丘L辺¢士30'1図浚却
足啄応恥9回応叩」も犀上血必蒻，写虚‘ビ綱t行Iふた，
1．恥！成糸臼鯰限和迂凶ら」1k＼紅‘`応庄四む凶｀ffレ：

すずぎ l ょうこ｀‘, （まんだ‘てるゆき，から~ I しょうじ
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蒋贅ーのこ｀く徴惰ぎて知豆：：しぷ疇冗団 1 ～亨 3 1: う］‘1．奇‘(fレそ L ゥ‘｀ろ L、 .... と歪す．
迄敬手免分わ屯肴、して、、る士のが｀夕？ぃ歪、1fヽ／ 1) ｀／も IT• BrIなこ孔らヽ分kt)と昼:.., 1..チ‘II ` 
添加されて、、ろの1..ゞはな、、かし懇われる，

表 1 経湘が｀Jリン・ハイオ7Jンが）リンの分呵 置位一竺幻
移 出啄さ れたもの 移比プ仇す＇’

元素 言絃料数 囲 ヰ央低 斜料故 校出限屏11J廃囲 校糾篠呼爽他

軽泊 Mg 

゜
86 く 210 ～く 23 く 57

Mn 86 20 ~0.0038 0.033 

゜Cu 51 470 ~5.1 22 35 く 18 ~ <4.7 く 13

Cd 

゜
125 く 37 ~ <o. 77 < 6.0 

Sb 1 1. 3 124 < 0.54~ <0.022 < 0.12 
Ni 

゜
125 く 92 ~ <11 く 33

Hg 

゜
125 < 2.2~ <0.22 < 0.59 

Zn 16 2200 ~3.5 10 27 < 5. 3~  < 1 .3 < 3.2 
As 34 5. 6 ~0.045 0.97 , < 0.68~ <0.10 < 0.16 
Br 43 810 ~0.50 4. 8 

゜が！リン Mn Cu 
79 0.37~0.0076 0.037 6 < 0. 011~ <0.0049 < 0.0089 
17 65 ~7.2 26 68 く 74 ~ <4.0 く 27

Cd 

゜
124 く 47 ～く1. 1 < 7.8 

Sb 

゜
124 < 0.33~ <0.030 < 0.075 

Ni 

゜
124 く 41 ～く 6.6 く 17

Hg 101 3.0~0.097 0.30 23 < 0.51~ <0.096 < 0.19 
Zn , 200 ~2.5 4.4 34 < 4.6 ～く1. 4 < 2.6 
As 7 0.56~0.27 0.40 36 < 2.2 ～く 0.14 < 0.46 
Br 43 2400 ~2.8 llO 

゜ハイオ 77ン Mn 11 40 ~3.0 6.1 18 < 4.6 ～く1. 1 < 2.1 
ヵ‘、ゾ＇）ン Cu

゜
29 く 1200 ～く 410 く 790

Cd 

゜
29 く 450 ~ <23 く 160

Sb 

゜
29 < 0.29~ <0.078 < 0.16 

Ni 

゜
29 く 58 ~ <19 く 34

Hg 29 4.1~0.41 1.3 

゜Zn 4 33 ~5.9 22 10 < 7.3 ~ <3.7 < 4.6 
Br 14 177000~59000 112000 

゜
25 ゜

度
5

20 40 

15 30 

10 

10 

検虹殴堺
5
 

10 

数
2
0

度

15 

10 

5
 

4.6 10 22 46 100 220 460 2200 
1000 4600 

(ppb) 

回 1 カツリン中の Mn の 図2.ヵ‘‘ソ＇）ン中の由の 図 3 ヵ‘‘ソリン中の Br のヒストグラム
\:'...ストグラム t..J..トグ加ム

1)昂叶： 葛2這放射化咤討論会要旨集 P．え之え（（？クぎ）
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2C02 幻如逗的必分祈
——直将汰と、蒸格去の比段――

（り這ー）日千蓬 0 辻裕雄，．；石印戸，年、雄三，福井象

（文放称）真主哲糾松並唸易，溝畑姉 （弐痰‘エ文辰研）昂井祁司
i. 1ゴじめ 1 ・：：： 危囚祖：：ク也和kl1)綾量・多元烹/ii]峙分祈’のための放射化／分析戒を祐究し
に。釦農§裔放しして凍綬税煉成（蚤格成）を適国し「：：后f究は前 1印：：袈告し「＝．
今）国 11 、ii通した拭水直ぅ応｀祇射し視J足するわ犬（瓦侍戎）と荼、杞式t £詞じ＇拭料‘

応邁用し！分祈瀦度ぉJひ扮‘折愈度について両斎£比較研究し仁結果， Iふらが I: それら
のざ放によって得られに大甲均□這．の 1也下水の水貨·に関する氾痢裏的考嵌 rjど現在ま
て．， l こ骨られ磯東i：：ついて報告す!,,.

z. 更紋訊＇莉：：： l也六乎ム疇肛猜層氾謬，碕這影・｀息、A奇・ 1繹疇‘にある日．茶
急策逐 1月心：：用し‘られて、＼る浅‘析f 17 、占、、および＇六甲ム死国如↓、，、レ面郭．の立綬氾を訪成‘

して Il る［り（町，層）充和k，祖：：：府野，多）1| ．疫加各層疇‘にあら氏泉o 生矮

以戎‘井戸約囀、を I.flいた。 riお分析放の比絞甜心：：： l1 御晨， 1面稟の代表 2 点を 1村いた．
怠KII ミリ未’アフィルダー（直径1j-7れ仇）也噂しf:. 7 ィルダーにiJ I 坪債層·f虹未 1 ：：
⑰釦，紅夕K仇＾もののみを、， 第三紀，層地下？Ki守／礼径 o, 切磁，， 0、¢クが・仇そして 0．侶兌以成
の 4 のを 11/紋便 1月しt：：。蕪発遣で 1丸該永厨クについて前 1日に報告したと同磁：：梗ィ乍し
fこ．直浮矯こ‘• :1 貧k_30 または知//1\j，こつ v‘ t和虚l応討諭会で平井1J｛報告したと同様に
夜作した。照的、乗l足糸4和1, 、蔚．紅紅/J I 分照的 (I、夕XIt)はれ， C応2· sｷcc-1) - 3 房玲却
- 300;t"'}足どよび‘r 時間照的 (3、fXI() ／，，'1!· C屈ー／2· sec: —1)- 1 週間方甜ー 4~ b X 1/J 3 妙愛J

足-l~z遥閉冷却ーい IC芦茂］庄ー（通間；鋒r- 3AIOチり1]定である．直埓恥•'l J之
／紅藷ず（ク、外／0 JI -?'/・（冴2 汲．り）— 3 今；釘炉匂＃噂足ぉよび ID 低閉憩約（仄叙／0冨， 2ヽ

• 5ec.-1) - I 逍闇方却ーみ～遺叩］定ー 2 ~3連．制冷卸ー／0 ～叫裔間裁）定である．桑’J足11
り7 cc 如（ L〉)による r線ヌベクト＼1 メトリーであり、，スペクト\'.Jデ＇ーターば、紙テ:.. 7咋：歪
み広、ベハ ざらに大祐屈fの解折1" 口 7" うムによ＇）テ＇’-夕処疫すれ r二．
3 ，結果

3 • l ．熱炉性う束毛：：：ター 直蒋和‘由短時間放におけるモニクーとして 3が炉量：の
Mn 名牙紺溢如したも(lJを|月ぃていf：釣グ国iす診泳中に庄戎する叱） L 距亥逍1 :泣臼祝
慣： Iq7keV （臼）〕£ I升いるす去を新fこに堤差する。 7受帝 l1I 弛l尼のクイミングと不感‘
“との関係： l::: 菟千の間且＃、し1 あらが］拭粁の抱l皇と同じ剰足禾を lflいて新f-::: I: /つの創
定ダイミングを加え;. (実療 1= i孔陀．卸伎·1釦0秒—使より 30秒閏卦）定する）内みt'’プグ、•I
7 スモニクリングて'’、守る刹、t、i7＼゜あ 11.

3. 2. ／討噴知心璃滋麟・面宮の 2 点、心直料を lチ］いて，燕溌滋と直拌兎広
比較応れf虚澤；表 1 お｀よび2. I ご示す．fiぢ，!if祈翡度 1お繰返し『幻分祈釦根嘩偏
姜て＇あり／足．量殺昂履l1定¢ -7 ｛立置の Iぐックグラウンド計教直tJ)平す根の之倍囀f板（直
を§える元集『ばしている．前託し rごように／釦知更板条化：：羨があるので＇‘•印 7去C1)
辰器 r況羨1 で＇ぎfiガ‘7 r二。分桁摺度について凸麟場｛斎 r虚這めら↓‘t rふ｀が‘I 足生
1"吼度 1す蒸芯去のすが‘じ［応謬壌度ぐあ、； f::. 

-;-'-• 3 ．呼復層地下よ御影 (/0 試·粍），鱈（ ID) I \西宮 (/4) わ疱戒について屑ら kt
r喝f果£比較すれば］幻釦戸這‘(pp刃オーダ'-)療度ぁ‘Jび｀それらの相互比i：：：フいてみ
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虹i1 お互I,‘によ＜類似しているが，，微長ぅ差移成／0-(pp b iーダ＇ー）嘱度について冷旭区
11 」し殷的大ぎ r,i一呈が終めら｝1 T：：，碕：：差の荒しく穴ぎ Tiものをみ 1'fれば，ア I, A今図，
Cs1 Seは、釦肴＜輝く誼道9加して1-,'1) I Be1, L叫麟 I: 多い。条鯰彦かが相

関係狡の比較的高伍のものを柔とば， Ni -ce (O、q!i )'V 澤 {O、 93) / ~¥Ir -p凶 (o、iぇ）／
Rb -PO4 (O` 'ilも） 1 Rb -k (0、 ?5), V -k (o、む） 1 V -I (o. ~I), As -k (o図）／

N ~ -k (O. 71), I :,_ R!, (0, 7't), I< -MJ (0. 77), Cf -I< (o. 77), As -Cu (O、 7[) J 

I -P04 (0. 7t) 1 I -As (0, 7J) 1 V -Cs (O. 74),、I< -P04 (o. 74)) 以下爺〔 riぢ

PO-t, k 11 化象／訂折成によるJ。
以上のよう ri結果にもとっ‘｀いて，ラ噴層氾でい釦麟‘／かの起源を危寮すれば'I CaI Mg 

riと"|填疲虚 Iごょ這石・ロ棄よりの癌出 I NaI ariと｀＇ l 項球遺近およびフォールアウ
1-I P()4, V, As, I, K, 忍fiど’I J庄初起源土凜ょ') (J)齊虫が‘考えられる．

哀 I tu時間法

元束 也梵抜偕，却｝釦噂 ／う竹直 禄差＊ 兒青板昂
茅ぅ成‘組 (keV) (pg/1) (%) 濯度(pg/1) 吃(pg)

卸彩 面哲 蒸愁広 直埓沃 蕉桁放 直痒成 唐底去 直痔広
Na Na-24 15.0h 1368 24,000 26,000 3 4 210 350 25 10 
Mg Mg-27 9.5m 884 6,000 8,000 7 4 330 610 40 20 

1014 6,000 8,000 7 10 1,000 1,900 110 60 
Al Al-28 2.3m 1779 150 150 11 12 8 13 1 0.5 
Cl Cl-38 37m 1642 28,000 30,000 4 3 250 430 30 15 

2168 28,000 30,000 5 3 190 280 20 10 
Ca Ca-49 8.8m 3084 43,000 58,000 7 8 690 1,600 80 50 
V V-52 3. 76m 1434 0.5 2 44 20 0.5 0.8 0.05 0.03 
I I-128 25m 443 6 22 7 34 3 6 0.5 0.2 
Br Br-80 17.6m 617 70 75 8 20 1 

*: Relative standard deveation of singal determination 

表 z 長時間宏

元表 釦威線種，測釘、様 /71'祈直 羨差 足青祝屁舟
杓萩期 (keV) (ug/1) (%) 痘足（pg/ll 昼(pg)

伽彩， 面裟 薬発沃 糾豹公 菓発戌 直蒋広 鵞豹点 直蒋広
Ca Sc-47 3.41d 159 43,000 58,000 8 5 260 3,600 22 50 
Sc Sc-46 83.8d 889 1 ・ 10-2 2 • 1o-3 , 5 6 • 1o-4 1 ・ 10-3 7•1 Q-5 6 • 10-5 
Cr Cr-51 27.7d 320 0.5 0.5 17 0.2 0.3 2• 10-2 1. s-10-2 
Fe Fe-59 44.6d 1099 6 10 55 5 11 0.6 0.8 
Co co-60 5.27y 1332 0.2 0.3 38 65 6ｷ10-3 0.1 0.6 1. 3 
Zn Zn-65 243. 7d 1115 13 11 19 33 0.4 1 6 ・ 10―2 7 • 10—2 
As As-76 26.3h 559 0.5 4 6 50 0.8 1 7·10 —2 4·10 —2 
Se S.e-75 120d 265 0.3 0.8 13 21 0.2 0.3 3,10-2 2 • 10-2 

Br Br-82 35.4h 777 70 75 10 6 0.5 2 6-10-2 0.1 
Rb Rb-86 18.-?d 1077 1 25 4 10 0.3 2 3·10 —2 0.1 
Sr Sr-85 64.9d 514 280 180 8 18 15 2 7 
Mo Mo-99 2.75d 181 1 2 30 50 0.7 2.5 

Tc-99m 6.02h 141 1 2 10 3 2 4 0.2 0.2 
Sb Sb-122 2. 72d 564 0.2 1 7 11 6 • 10-2 1-10-2 7 • 10-3 1 ・ 10-2

Sb-124 60.3d 1961 0.2 1 4 35 2ｷ10-2 0.3 2.5·10 —3 3 ・ 10―3
Cs Cs-134 2.06y 796 1 • 1o-2 5 • 10-2 30 2 • 10-2 2-10-2 2-10-3 1 ・ 10-3
Ba Ba-131 11. 7d 496 30 10 7 10 15 1 0. 8 
La La-140 40.2h 1596 2 0.7 10 30 4-10-2 0.1 5 • 10-3 8-10-3 
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2C03 放糾化分枡 l ミふ句賃t中のウランの定曼

（東京1...大原否炉研） °相囮昌男 籐井靖疹 凪本真実
（鵡ェ火康汀研） 鈴木董怜平井認司

石洵質源叫育勢o 応にI ミ4半fiい．石炭疇国景の芳肛/;J..心至の状況(、-tJって孔ている
。石炭疇lJ"(7)衝JJと共に，ぞの中に含まれ幻紋量ウランは環境叩釦釦‘らも，醤
源的な面からも注目されるこ、‘ろである。、うら 1 こ足球り墓的な＇囮 z、も 石炭の生成過程．の
馴への一つの手紺 I) としても、丼鬼臭味のあるとてろであ b 4 石炭 l訊璃とf,がって
釦り釦恥とわガ‘ってい x,1 、成は、化唇分狛など＇［｀、より、その仕質の同主（よ、［叫可艇
であり、石痰のもっ｝直尋年代恥り違屑量の祖炭］をみ b 、、と 11 ｀比較的溶易て＇
ぁ b といえる。そ〇』うな疱由（：より応研究℃｀伎，炭iU度叫厄、、った、しがし危比が（よ［i
叫疇 b 石炭試料パっい（、これう(/)”ウぅン遵豆‘めらこと(‘ーより，之，：畔I直
的ね検討と力P 之 r、＾ので散告す 8'

炭験
入手した届炭試粋t粉砕 l, 的〇， 5 手を請秤し．択リエチしン成」：二重［：封入 I Tm ら
、カドミニウム灯バーのつい r斎翠 1; 入れ、武娯江大、原戸所トリが工原ふ炉の下',}プ
7"3しに呻入して、 I O O Kw, f時加熟外ヰ桂ふ底紺さ図↑よっfこ，、翌的炎 3 B加冷印
鴫とお、キ、洞祈所有の0-e(L訊尋と4-oooチげ叩疇分坑琴這 v‘, r15棗スペクト）し
の解杵（さ． &AMA ッステムと使用して｝ピーク面績ょリウ，ラン号：とオ{m rこ、
本釘仕 r4 ，ウランの丘翼応もとつ＿，＜次のような秋及戎豆｝］用し、

2弼U t n-—→呵）号予鵞二皇巴丁竺竺→呵｝
呵pの及崩壌の際：の『綿（ 2立、ユ keV, 2ク 7,S Ke v)  を計数すクごと（：よっこ う
ラン量さ永｀めに， 将、渠試料 I口就蔽ウラニ）レを米 I ミ洛鑓’たものと、口蛾I~ しみこ 1 辻・
（ウプン覧 I 2, 3 3_.,v-g_-) Jポリエチぃ袋、、叡 l たものさ）丹、、た。なおグ灼釦掠準！し
のた61), NBS 樗準試料し）雨寺に分祐 l Tこ。

絆泉 表 I 石炭守のウラァ含眉量の分祐結昂

表 L I ：紐T麻果を示f．石灰
の炭化／梵（こ灯 L 、 ヽ‘れ s 0\ウぅ
ン是も、店の紙代軸に 石炭中(/)
蛉桑量さ／たの成軸 I•原辰わ L r: 

Coal 
sample 

A 

B 

C 

D 

E 

F 

NBS* 

, s 言le 
wei (g) 

0.519ぅ

0.5279 

0.5591 

0.5156 

0.5067 

0.5366 

0．芽21

Counting Uranium Coa1-ification 
七ime (sec) content (ppm) de gree (%) 

1200 1 ．う4 75.6 

1200 1.0ぅ 85.8 

2200 1.43 71.8 

2200 1.62 83.3 

1200 1.97 87.1 

1200 2.18 86.0 

1200 1.27 88.0 

＾い＇図 1 て•あら、：の歎素．音ば，
K Ye ve.. / e'Y¥ / ~ J:. 1 t.残 1,l八
に対 L 1.求められ「：しのじあう，
哀パ、石歳 l;J.、茨化が逢の（ぷ

勺牲he recommended value for uranium content is 1.28 土 0.02 ppm 

あいだ 1 さお・ふしいやすひこ•おがもとまごと
窃ずぎしょうこ｀‘,ひらV'しょうじ
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炭鱈□以、す＜ TJ.り，獄紅が少「ょ< r迂．、、の酸象-f? IJ-. h 沃逗六過社：おいく，
::; C. ~ 0, -(_ 00 H ; 1 -O rl 昂の『｛で、和疫 l手に残符すなものと囀0 れ（いら、(「-:I)¥-, 

て炭iJ度0)進んで 119「J.いゐ炭で（3 ,｀れ戸培枝差さ湘り b 活逗が残＇＇） ＼双化／t bぐ灼＜
なもと、‘れらが失われ項<. :とが・ーガとうれ 8. 一方これらの為は差 IJ..石灰の知ぃ過
孔で，釦わりのが且の全島イオンと戎合し．石痰幻知し品経の序件・（喝辰．．瓦力 が）で．
豆分紀、ヤれらものと乃もられ~.ウランがI也の全島プンと固詳｛’ヽ. _t_記の活拝是との咋
令 I：よっ（、石炭内 Im、リ込よれ b しのとすれば，敗に茂の・はいら笈（す「ょが 5 ，町、戎
釦ぐる＜、活｝追念所危も 3 v')に多く含
印＼ ｝、ーと I~ fi.. ~ Iiゞ図 I じ明らが「よよグ 阿 I ir.J笈中のウクン董と炭記知サ謁

l ミ＼ウラン含かを IJ..、茨幻足fJ‘― §5％は進
/:ヽじ?- 7 とず、し乙ヽ‘!l. L り‘し、→C7) }位でつ

／ょ成桑疇 I1 、活桂羞として存在ずると
｀ゥぃ：：：れ豆紅量り＼麟訊＇ケ
す b とこみて一私 a, L、,nより禿 It応嗅め
ば、ウぅン合が憧這哀ミ威ケし℃しュク．
このこと rt- :叫這の 4駁ヽうで、浮1国の埠が
ら、み遣応哀択的1: 吸収5 れ，r: ウう叫
知遠耳（冴手「~} ~、紐 L［直t'~が‘: 20 

炭い如恥＂ふ渭度心 l ：達す｝と．泊 j _I ;C:0,-COOH 

杵差の消和夫（」ぅ炭合よリ叫広、＼jい』 10 

う「, 7' ロセ又応宝 L9• (¥, r；と、‘う見グを可

応す） J.う l 、恩之 b ．こfi),J..うな足ヰft.
冷的｛刈面 l ふ．石炭岳と祠呪『 e 矢 1 立ぶ
l 厄 lT れば、 Tょ b‘ 「よか紡し b ：と（よ（・. J Ti.し＼・

づ、エ名）レや—澳殊とし（見れ（f.多もゎ戻遺入 l I 消養牙） 9牙、にどのよう 1: ウ
ランで回収1) ことが出朱} -tJ‘が問題iと「ょ b ．和3 Z ppM と\._, ℃ヽ彫和4了年での汎養宍
績で、/:El崎 Io O I'とず;;,とヽみ炭のもっウぅン吃 I J,.約 Itoぃ2／年とな~.、ヽの吃ゅ
湛ドがらC)ウうンj¥-qい羞‘次け助現見。 00 いン／年の1 1/クの大5 マ（沼 b t,ヽつ• I-'lt亥汀う
幻応し＇がりぃ・ロ也ス0)発欣ととし l-、淘犬すらことが打和 Kるし、それらのフ＇ロ
也スにおけ b た知遁硼、／ミウランガヽ万必這）I｀、灰分や，廃素初1中 I~分維弗苺了れ b 可た位
があり、 ウぅン固取と目的とq. !, -~と「よ，＜，］も晟喝／＼のウクン褒齊、と「よりう〉可能杜綺
b ．：り為 I ; I J.'ゐ知犀抗ヵ‘'幻し，＇穴化 7')Jセスで＇の加ぅンの序勧と知的叫恥ヽ•あり、
そのよう「ね哀（い叶峠わ入｝も•危之、グ氏も釘り卜表免けていくつもり 9C’ふ見

• th• "ーrk 
〇 ムょ1tralia ゜
ロOSSI!

• Ja” * OBJ. (lillS・t叫叫）

゜

•9 

• . . 
* 

• • 

-OH 

ロ

ロ

(•dd) 

ぃ
ロ
・
4
u
o
o

2
 

•nTkn 

70 60 90 100 

C口平icatiOD 加gre• (") 
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2C04 碍は約差石 a放射化今祐

（知丘改釦農メ、虹炉た1条宝＊り。革紅手瀑戸ぶ
項砂和患、中町立、バ逗m『

（魏言） 達註笠兎這勺栓かkJ:.0)瑶埠岩石が k這今祈＼弔 1 タンタ‘ードどし迄＜ ＼令い
叶心Z ＼心 o ：：： h 如環埠茄~11'守桂3故狛 AU今研qよう切 1炊登灸寺、qみ孔寺（輝たモ叩

樟、渾とし 1|下 1 可佗'.I..‘あt。

我ほ］t｀·評、濱弗知し'2.和 m ざ K2 ぃt^ぱた吃言目歪西”術製:1.f'-"f- -:r B-1 (玄武湊り

了 C← l （仕池炉心叫） a 2 つでない寺直骨｛直箋 a 祁苓=l rf;:れ 2 いず： 希由耕
'f-. I-:. 、彼サ料を所ヤ‘らキと去で、 0 了 A -l 、ソレイア 4 卜衣袂｀去で了 B -2 " 2 つが樟I＇阜妾；戸
として揖哀ェ h ゃ。 二、 2‘ け耕堤専、エ k セ、 2埓遠渉石今頂戊‘今q中枯：＂碍 lしt/i祈 l-::.
ょ了桧祖-'およがf 13-l, -r~ーI ~尊千工、？ ? t目的'c l た。

（巣 破） 詫｀料： 粋末註‘料了 A-I, 了炉1.,, 8-1, 了 G ー I tシ 1／ヤや 1し~)\れたテ‘・

シ'r - ~ー守'2.`｀ユ（ 3 日裟詮し、やり”小1 つ｀っホ~ I/ -:I:千しン径'1:. 2 竜 I:. 封入し-re. ~涙

砕＼1 つ T つ｀っ（和tc'l v:-• 

埓浪試‘料： MM, V, c...:,, As, S12, Rk, <;b, c~, LA, Ce 、祁耳 Iこっ了名れ凡ヽれ KM心4, vュ O¢

Co 広f. Hや、 As~ ゜っ、 Se. 02 、 RbC!l, Sb, Cs B-r、 L..20¥,- CQ O., 、 Tu(NO、)4 1l シ紅料し、 1泣当t

心豆叶 1こ邊必手出て 5如如A としセ• 印玲紐＇菜も紅碩 a 沿い直址叫し、 Na

成，内ほか Se, &, As 、 eぃ浮につい 1 |1" j"¥'3 -I,,- 年 1 t得、i阜す式‘知 L T< • 

蜘： 立欣大溶陳いt紫険令『 TRIG A 西K I lこより本9::...,..4 っ r:... m直知紀中屁

”l、lj ~ 101..MIご・丸C ずあった。 げ＇粒筏＾手峨窃 lこより捐、中、長遺猜。虹砥た。

痢徒：知屯｀ CTe（叫屯 2体が揺 l1 心｀ 4-oqし↑ャン ~I」研＃藩 lキャンペう '_1:. J:っ乞
如心＋池e Iで (0 %vi FIンよ、マえ、吹，叫43, S2.V 等拉平漁｀茎肛這 a ジ'iii痘心叫大をい｛＂

国碕計籾こ

（特滸、） ＂＂、 11'兎 l 1:. 手てあた・ パは1t 3 m qう幻知直lが釦乎吋があり、
渕走11)競良tザ味しセ碍渾（扁良t ?lT した． 了炉 I 、丁 CT -l a "位1サ郎（紅よったっ

沃句幻布し r"'" -:r A-1, 丁 13- 2 'l位 11=丁炉\ I 丁年 I "'<叫心A ヒし 1 ｛具ら k f＝位 o 呼吋他

2｀れt. 知9 紅男、-rA -I I 丁 B -2 o l豆表の足牝は 1~ '1/'9);:.1糾it名し伐た。 1炉%. Iな

ソレイマイト衣祝‘祖"‘うヤ租エれ、t切ぺ主岱＇今の和心う< N... ウサT r↓い。 手た"5A-I 1-.店

誌 I'- (v¥'i II五し、、q炉 8 かっ r-:... 卒宦該ドi 1 了炉 I, -r c1'ー I OI 走母位は大t h え廂‘(&と

ー政 l たが、 Co (Se ，ぐb ャ↓ ℃‘2・＼す丈g rヽ 芦..｀みゥトた・

以ヒ直店のす池 lこよ 1 ？・な界に咋え 2 試料t各'v l,¥0... I巧q C人のヤ 7• セ 1し l 二封t L' 7. "Lヒ｀寸—?

Iし中杜手によ 3 i苅t A( tぶこ n ぃ． T`` ，訟， U, 礼， T0..，匹， eぶ年 a 茂~. 11 v-屯兌七屯庶

a （司l:. "'<. tなヤ’？た。 い仏界も合わと 1 邸．苓すt.

¥) A A心o 、 H. kw"'-s^—、 T.01,.心0ぶし E Tぷ込＾ J年如巫．J.立i吟 (I 'iり午）

ぽりうちぎみ-::.. 9 つか和手文みち、 字文こ｀ヤ‘可｀のり、なが 1キうひ 1 みち．t,...!iがん内マお
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Table 1, 
Elemental contents of Japanese standard rocks determined by instrumental neutron activation analysis. 

Element Nuclide Er(keV) 
JG-1 JB-1 

JA-1 JB-2 T 1/2 This rock Ref. This rock Ref, 

Na 
24． Nーa一

15.03h 1368. 5 2.51士 0.0 7% 2,08士 0.05% 2.94士 0.07 も＊ .L .51士 0.05%*
笠 27 

4.63士 0.10C Mg Mg 9.45m 1013 0.44 士 0.05 4.67士0.08 0.52士 0.06し9

-0山r, •.µ コrt Al 28A1 2.24m 1780 7.53士 O.ll 7.69士 0.ll. 7.86士 0.ol* B.10士0.26 * 

E のりuC ] 56Mn 
も % 

Mn 2,587h 1811 0,0482士0,0053 0.0472士 0.0067 0. 115士0,0012 0.116 士0.009 0.118士 0.014 0.158士 0.016

8 Fe 59 Fe 44.6 d 1099 1. 49士 0. 13 1,54士 0.19 6,08士 0. 46 6.30ｱ0.29 5.14士 0.22 9.91士 0.41

Sc 46 Sc 83,8 d 881 6,49ppm 26,6ppm 29,3士 1. 3*pprr 51. 4士 5.3*ppm

V 52 V 3,75m 1430 22.4士 0. 8 pprr 24 197士 13PPm 211 91士 1 600士 10

Cr 
51 

27,7 d 320 52. 7 4.0士 0.1* 22.2士0.3*Cr 405 

U) Co 60 Co 5,263y 1332 3,50士 0,36 6,4 35.9士1.9 39.1 11,1士 0.2 35.8士 0.6.j.J 

C 76 
26,32h Q) As As 559,5 0. 27 2 1.4 4.7士1. 1コ

• 
75Se ｷ-< Se 120 d 264,7 3. 5士 0. 5 0,0027. 8. 1士 1. 7 0.026 0. 6 0.3 • 

g Rb 86 Rb 18,66d 1078,8 184士 17 181,3 45士 4 41. 2 12士 2 4.4 

゜ 122 Sb 
L 

Sb 65.28h 564 0. 07 0,1 0.42士 0. 04 0.23 1,15士 0,12 0.32士 0.12
g Cs 

134 
2.062y 795.8 11士 5-~ Cs 10,1 1.30士 0.04 1,1 0.34士 0.16 0.63士 0.16

z 
La 

140 
40.22h La 487,l 22,1 39士 6 36. 2 . 2.4土 0. 6 

Ce 
141 

32.45d 145. 4 Ce 57土 6 43. 2 74士 5 67.3 14士 1 8,8士0. 9 
Eu 

152 
13.2 y Eu 1408 0. 69 1.52 1. 19士0.07* 0.07士0.04*

Th 
233 

27.0d 14. 7士1. 5Pa 311.9 13. 5 10. 6士0.3 9.0 0.94士0.06 0.07 

Total l'l, elements * Average value obtained by using both JG-1 and JB-1 as standards 

|
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2C05 知＃盾推雑 17!J I)放if 4tケ祈

（東丈経・卓丈ぅ彰手研り。哨袋 1多芳・叱村祐：：：：·賜枡危
名 l1I ,i笈夫~- 1/1 杯和ず・篇永建

t. 知籍頂莉初 1-1叩把殺パ卯釦惰？いみ脅恥直赦初盾tい。如の起
秀'l L て 11 ，埓水応疇船紐｀／ P和原初哨バ筵汀）圏碍与，中咲為札・；和
fJt‘1J‘りの脅知胡該訓1 t u る。 び1 ら外肴 1のロゼズ 11, 1直痛 Iて他釦臼約k 襄
fd ，仄材柑を与えるピ芳ぇられ， 1印和1!)I) 4とが、t謡 1がら¥の迎衣/-::. /) 1/1てd)手が｀力‘り
t得る：どが｀叩iti mC  1川町鵡‘にわ 1•,b｀るすfJ紅 11 ぅ和戎にJ紅i｀，呑元
手の鐸 la 拭知杷成的fJ 1頂環境の特墨姓を反呼れる：ど l< fJふ
噌和 1-1,印知l<HtS-4/¥,KH 77-1 ；；バ叩滋冷1-;J= -{}.冴ぅ和屈剤計洩JJS])P

Leg69 El 暉 1れt紅叩和叫（園1) が輝mわn t対象どし，非みむ稟戎
にJみ 1紅妥｀放化瑾析 (I NAA) にわてi考え§の杓在度とその他成的ケ布fJ 5 6‘I1 
雌環が直達I⑳ l,"釘打る z tを含式厄。 1絲 11 ぇ0 峠 9‘ ら 40 点t z え，
紅青が高くむトルぅ曾昇稚パ雑：9＼̀ 1印釦れみ夜咸大う".,ぅ通漕，緒項厄‘和
直哨和11籍む疇1 る 1曰 9‘ ；係釦れれ屯のりふ
繹森f!1, "”i絲K 1 いて卦於ダが．；徽骨成‘釦屈 1) ?元号の"tJミ象采五

紅t n ，粕i［i ""mm;"可能fJ手うかぶ和 L lh l 雌 1、、 I NAA I才府枷』幻祈
紐た 1 't秀ぇ；；れぅ．どく l< 1叫釦｀ l1 紐加含ぁ北釦濯JI ー知り
徹釦鰭I咋比＾灯紐心准l奇釦｀あるバぅ屋ボ処疼澤 L ガ,,)謳岱麻用fわる。
2.(i)雑秀命核種 f絲和om1 をか゜リエ打濯 l-:. 多1入し鉗 11 〈tブ和クスそ
＝ター't L て“””"t RSR .U -1 叩｀謹間、l"1 L た、 8 紅叫， Ge(U) "iオ
釦蕩｀ノ1/-096 チャネル環高ク祈忍 l<
ょ,, s-l;j rfi1 r 絣ス /\0 クトル心lえt
,,,1fJ l し A£,M”, Na, CaI TL V 五｀
を企＇「した（序9ゎ国 11 JB-1). 

(ii)"命係糟 1年各 loo呵
を虹釦 1机 u m 石免咤に入れ A[ Iず
< i`召み、虹炉 FI/ ガ｀が 24細

9牲fし h 。 将箪拭柔りJB-1ノ咳'/
クスモ:;::.ターパ因知印和墾財し
れ。翌わ紡頂拭料を付，Jエチレ
フ危昂｀ 1-= 移 L f}`え., pureGe 弟導i庄
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2C06 匂げパ澤加幻□1 裁）
(r這知眈ず，更文商う違沢咸、欣羞克易ー
下平鯰炉江麟涅埓薗永 1建

I. 丹
沐料出土ぅ古イげ＇万違か麟口百い四万｀~ (/、ツーダライ 4知'7ス、
カリライぽ乃汀疇戸スぅ可循渡心 3 ユとはよく戻幻K 之I,\ s.-..汎げパ
鱈宝直｀ガ戸磁f乍＇口輝疇陀・蔚介｀］薇を友戻戸い灯蜆豆て
りししかしJよい恥‘かクス逍応偲戸刃洟は少¢:<. とil 刈微壼汲扮穴丈；二＞い
こぅ苅良いいぺ少広い e 芯苅良·ではガ＇シス姐双↑｀‘s m刀ォ知作紅和沿
言勺3 ことを H 的とし汀船茨約噂秤こょii 1'叩ガ万い這舷素丘
！込 双グ穴ば定世訂T沿） f-e 
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g｛赤、冷有囀包恥ーレ之へらが使月t万唆し乙
M i。国 I I"' 1 霞配，，，コ八‘、 1レト沿でヅーグライ
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C- 2o-

Na2゜
CaO 

Fe2゜3
Ti02 

MgO 

K2 ゜
Al203 

団 nO

Co 

え 1 戌荷競果
Compon,nt 

且2o3 (wt.~) 1.74 (0.01) 

Na2゜ 16,7 (0.2) 

エ2゜ 1.19 (0.53) 

をio2 0.20 (0.01) 

M 1.34 (0.04) 

cao 3.)4 (0.10) 

血0 0.106 (0.001) 

Fe2 ゜3 1.55 (0.05) 

i'race elements 

Sc (ppr:t) 2.3 (0.1) 

V 14 (1 ) 
Cr 36 (1 ) 
Co 761 (19 ) 
As 58 (6 ) 
Sb 0.30 (0.07) 

L 20 (4 ) 
Ce 9•3 (0.9) 

Sm l.o (1.0)  

恥 < 0.36 (0.06) 

Lu < 0.68 (0.16) 

Hf J.l (0.2) 

Th 2.1 (0.1) 

克ュ湘関在数

Co-MnO 0.9909 

Co-Ti02 0.6993 

Co-MgO o. 5344 

Co-CaO o. 3431' 

Co-K2 _O o. 3113 

Co-Fe2゜3 0,2111 

Co-CuO 0.2030 

Co-SiO 2 0.0616 

Co-Al2゜3 -0.1087 

Co-Na2゜ -0.5836 

国 1 、西復的t‘ヘ・エ八吐渚も—ダウ代記が＇ジスぅ
狙布籾/z..対す玲莉的凡茂凌勧患険
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2C07 LSI 材料中のウラン， トリウムの定量及び a 線の測定

（電電公社茨城研究所） 0 工藤 冽，重松俊男，米澤洋樹，小林健二

近年，天然の“線によって，集積回路が誤動作することが知られてより， これの対策を確立

するため，電子工学用部品材料中の U, Th の定量， a 線量の評価が急がれている。そこで，

集積回路構成材料中の U, Th の定量， a 線量の測定， U, Th 濃度からの a 線量の算出， に

ついて検討した。

1. U, Th の定量および a 線の測定

U, Th の定量は 238 U (n'r) ~~9 U 万｛：石--- 239Np(Tｽ=2. 3d, Er= 228, 278 

keV), 232Th(n, r) 233Th 万王ご 233 Pa (T% = 27 d，恥＝311keV), の核反応を利
用し，機器中性子放射化分析により行った。大部分は通常の比較法によったが，セラミック中

の U はデュアルコンパレター法によるエピサーマル中性子放射化分析（本討論会 3 Co 8 で講

演）で定量した。

a 線の測定は S i表面障壁型検出器（表面積 4 cm2) を用いた C 線スペクトロメーターによ

り行った。

各種材料中の U, Th の定量結果および a 線の測定結果を表 1 に示す。 U, Th 濃度はパッ

ケージ構成材料であるセラミック，モールド材で高い値（約 1 ppm) を示したが，他の材料

では極めて低い値 (22 pp b 以下）であった。セラミック，モールド材からは a 線も検出され

たが，他は検出限界(Q_ 0 3 c /hr • c m s.)以下であった。なお， U, Th を高濃度に含むジル
コニアについても U, Th の定量および a 線の測定を行った。

2. U, Th 濃度からの a 線量の算出

U, Th 濃度の高いセラミック， ジルコニアについて， U, Th 濃度からの a 線量の算出を

行った。すなわち， U, Th は天然存在比で，試料中に均ーに分布し，放射平衡は U, Th 間

のみで成立しており， a 線のエネルギーは 5 MeV であると仮定して， U, Th の定量結果か

ら表面 C 線量を計算した（表 2) 。表に示したように，計算値と実測値はほぼ一致しており，

したがって， U, Th 濃度から計算により， “線量が評価できることが示された。

3. a 線スペクトルの解析

a 線スペクトルの解析より， ジルコニア中の U, Th の放射平衡の成立状況を検討した。図

1 に実測したジルコニアの a 線のスペクトルを示す。また， U, Th 全系列が放射平衡に達し
2 3 8 2 3 4 23 0 

ている場合の予想スペクトルを破線で示した。図より， U 系列では U, u, Th, 

226 Ra, 222 Rn, 214 Po が， Th 系列では'232Tb, 22sTh, zz4Ra, 220Rn, 216Pa の

存在が確認された。しかし， 23s U, 232 Th のスペクトルの波高値から， 230 Th_ 226 Ra' 

232 Th_ 22s Ra 間で放射平衡が成立っていないこと， 226 Ra, 22s Ra 以下の娘核種の濃度

は 23sU, 232Th 濃度の約 1 /5 であること，がわかった。そこで， 22s Ra_ 210 Po, 22s Th 

_ 212 Po 間は放射平衡が成立っていると仮定し， 214 Po, 212 Po の波高値から， この間のス

ペクトルを作成し，それに 23sU- 230Th, 232Th のスペクトルを加え，全スペクト）レを合成

くどうきよし， しげまつとしお， よねざわひろき， こばやしけんじ
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した（図 1 実線）。図に示したように，合成

した C 線スペクトルは実測した a 線スペクト

ルとよく一致した。この合成したスペクトル

を用い，各 C 線放出核種の濃度をジルコニア

中の U, Th 濃度から求め， a 線量を算出し

た所， 4 6. 2 a I hr • c m 2 がえられ，実測値か
ら求めた表面 G 線量 44.5 a/hr•cm2 とよく

一致した。

表 1 U, Th 濃度および“線測定結果

材 料
定最値(ppb) a 線測定値

u Th (c/hr,cm 勺

チ S1 基 板 <0.1 <04 汲

ツ 蒸 着 用 A .t 2 4 
ププ

i 蓋
レジスト 1 （市販） <5 <5 

構ロ
" 2 (,,) <5 <5 

成セ
材ス " 3 (,,) <2 く 2

料材 99 4 <1 <2 
・料 99 5 <9 < 10 

ア セラミック 1 800 90 0.04 士 003 
Jレ 99 2 980 570 0 04 土 0.03
ミ 99 3 830 0 09 土 0.03

ノゞ ナ 99 4 250 ※ 

ツ 土 Co Cr 合 金 0 05 士 003 

分ォ
Fe N1 合 金 烹

ケ Au Sn 合 金 汲

I コ シリコーン樹脂 l < 20 < 20 

ジ • イ材; " 2 <3 <5 
ポリイミド <3 5 

材
モ 工ポキシ樹脂 l 滋

料 I 99 2 0 04 士 0.03
Jレ 99 3 0.09ｱ0 03 
ド エボキシふ樹脂 0 12ｱ0 03 
材 シリコーン樹脂 3 630 3400 0.40 t O 05 
ジルコニア 288 ppm 212 ppm 29.4 

※は検出限界以下

表 2 a線測定値と計算値の比較

U, Th 濃度 表面 a線量率（計算値）
“線測定値

表面 a線

試料 (ppm) （幻hr・cmり 量率

u Th U濃度より Th濃度より 計 (c/hr•cmり (a/hr-cmり

セラミック 1 080 0.09 0.07 0.001 0. 0 7 004 士 003 0.06 

2 0.98 0.57 0.09 0.006 010 0 04 士 0.03 0 06 

3 0.83 0. 0 7 0.09 士 0.03 014 

4 025 0.02 ※ 

ジルコニア 288 212 38.9 3.1 42.0 29.4 44.5 

※ 検出限界以下
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2C08 N().b‘ らみk 須恵秦I/)介頻

（奈棧放育火） 0 ：：：辻利一 芹山篠彦

1 須恵忍バ恥い祖茫をす否 K IJ.全国の窯鴇い叩屈を多教介和T U 、名也知挿l険
を壼理して扮かなければ‘なウな川。既 v、、 lt Y1 虎 X 線舟析 K Jるゆ、 Sr, 哀のデ＇ータiJ i 
とめら似V\る。今回は、杖射化介莉 K よって構仇るデ｀ーダのうち、 Na 、およが＇、
l'IO. /k  因手＾令デ｀ータを乱とめて新帝する。

2 窯猿麟は前爺 d て．、と同いである。芹邪大苓原子‘炉~ K ＜放知l:'./ft..杓乏行っ 7く。

3 全国知建ゅ窯殿h ::iク襄喪恥汀し K約果、 No.は有奴］な畑威特'l這るて•ある二とが’
順し 1く。;i "K. N(i\ど Kl訂司―(/I『線スヘ゜クト）V J:. r同時に測定武束るのて｀、他／ k の比
をと礼迂ォ票準試味＋がなくても．滋料1J)緒寺I怯そ非める：：とか出未る。ぬ／I( r· -i露の特性
そ比較し 1滋果げl として示す。翌 1 K ば．中国廻方(7J i頂夷恩の池／ k が比竣されて n 全

図 1 中回芦ガ危迄，，瑣屯．品q虹．／ k 碕 9i乞

Na/K 
10 20 30 40 50 60 

I 

山放碕珈、窯

守昧和 l`l鵡
斑床町渕埠
ク 租；后
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全介莉値を含むよう K して蒋緑は引ヵ‘れてある。山積氾方の 3頂煮器戸11易迎方のも(I) Y、比

ベ‘て心／ k の値甘大さく、それが山裕氾ガc1J 1寺，）生であることそ示して n る。図 2 K は，荻
北児方危如閲／ k ヵ＼tげたれてハる。宮懺県のク負恵器にtJ'綺寺 K 、 Na が多く、 Na/ k も
大き Vl の K切し、オ丈而、山所クの日玲齋側には並 k)h さ力‘っ Tく。 この純果、 No_も 3 た、伽ど

同棧、中択痕迎線 k 平行して、中釦影ざそ山陰と山楊 K 、jた、柔北地オそ日条瑶側心、
平洋側 v、所＼劇する特翼な記である：：とが判っfく。さ 0 K 、 7 オ、ソサ・てグ＇ナを扱んて’’,
愛側では、西側 K 比べて大さく，吼）と甘差の 1頃合］そ示し K 。この Na ，およ O'’, Na/ k 賢
lむ閲tそ渇温渡放しても、J 1('.::t器井が＇地下'K 長早浬謡されてれても愛化するっしの（＇は
なく、北土そ0)ものの特）立＇ある。阪L 4 k ，燐可捐疫 □町1 t表ゎす固子である＝とが
判っ 1く。 二の他 No. I I< \1 日オ為側t青森ぅ秋田ク山 1乃嘉山ど南下する K つ以、痰少

する傾向そ示し衣。社丘、烹苺直渇脊て｀｀曰鬱岐阜，佑名屠，知多刃屋美，灌揺巨派松クi青
水己石、ソサ・てグ＇ナ v、佃け如室 3 ろ k つれ柑加する傾翫示し 1-C。

図 2 啄北ロゴ各也の項唸忍. q脳／に店·ぼ

Na/K 
。

T
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2C09 散射化分析における放筋I住ナトリウムの唸去

（日本分杓セソ月ー） 0 木村敬正・（立教原研）石森逹;:...Rf

（翌研）ミ焚田逹二

1. 序論 生体や預浪訳熱の放射化介祈において．薬射卦サ飼料中に含まれるれNa

は、生肘登が9り＜幕 L) I.ネJし守ー(!) r 線（ 1 ｀ 36引 2、西 M~V) を放出芍 3 ため`て(J)コ｀ノ

コ°卜‘.J散古L溶がイt杖娩の淀登におし）てがけヽこ未 3 こ'lが'Jりし＼。ミ(J)研 Na ゜険考よ比玉

酸化ア、ノチモ‘ノ水和嗚 <HAP) を用＼＼うち法があなか、 その合別（ミは経瞼足季す 3 。・ミ宦

者 5 は．ナト！）うムのりうウン・エー'f IL化合吻との交投反応を和用し糀術浅サ討料涛凍
中の 2"Na 屯、 I'Extrelut”カラムを使 m l た洩ー洩抽出法によリ掠、まち 3 こと主替げた

゜，，， Ext託I吐’'は、巨大細礼珪てう土であリ、力ぅム9 ..tで液．一憑袖出をおこまわtるとき

の内ぐ｀れた梵てん湘 ~L て． I用 L＼られてし）~.

2. 喫殿と稲果 ワラウソ・エーテ）L 'l.ビりりシ醸ナトリウムを洵領 L たワロ n ホ）しム

這虹溶煤l'.. Lt: [(dicyc.lohexyl 18-erown.-6)Na,J+.[picr-a.te,T 1 、l'f X I 0-2 mo Iｷ I—’· 

中岐み祗射滑朴討籾容液 1ミ、祖体として(J)ナトリウム x 水を力b 又全慢 1 .20 'ffl I tしt<.倹

. "Extrelu.t"カラムにしみ込まtた。 l5分喝放置俊、薄出滓蝶 1 ぎ 0叫を流した。充てん剤

を力うムか 5 ボリ落唸 I<- 朽 L 、]繰スペり卜 n :J-.トリー立行っt'--．

図 11~ 、下水立中Iほそ臆射後そ<I)まょ計潰1 した攪合と｀本ち法で処狸して計浅引 E揖合

(]) r 繰スペり卜）L を示 3 。実醸は、熱中I性子束 1 、 S X 10'勺1·cm-:1. sec-1 て→渭間照梢 L. 2 

時間俊 lこ言tt則を行った。 2 つのスペワトJしt比較ウる x 、兜狸択粕 1本ユ'I-Na が未'J..."翌訊＇想•
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図 1 下水の放射化令祈 l：：おける．＂泉ス-"oりトル
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の 1 公以下に河ヽ少してあ｀り． そ①綿果全エネ IL やーにわたリ｛＼・｀］りfJ'‘うウ、）卜、か刃§少し．

佗枚箱a(J)検出下限値が向上して l\3.

ナト＇）ウム以 91-.G)化叫穐の力うムから麟出申之調豆． No!（斗吋、），注目 3 3 化財種

碩釦蝸維，ての守史1目住体（田）屯令を棧擬討｀料を 1和し＼て｀癸，験を行った。力うムか 5

流出ちが落出演煤を 50ml すつ分取し、そ(i) r 親を測定し．浅dゃ年を求めた。カラム())但

持年は、各フラりツョ｀）の流出等<I)合針値から求めた9 衷1 にそ<I)緑果を示~ 0 りラりゾ

エーラルと守史ま化合物を生肘するア 1し力＇J金凰イオッ'Ly J L 力＇）土類金晨イオッは太笥

分が‘演出して l) うが．そ丸以外(J)化中植はほぼ全翌がカラムに保特されてし)ao

＂泉スペりトロj.トりーにおける史量下限値の向上にあいて、本方法が特に有袖奈の比

、 1斗 Na 'l l司し、程度1l)半滉期を持つ放祖卜生椋雑 56Mn, 65Ni, l'J6ASJ 105Ru 噌の潟合で｀ある

。 しかし、 :i.."t No..よリ It.~かに長＼）半汚期を祖つ 60 Co 等t、討粕をそのま 1放置し叫如

(i)滉｀衰後に言t預］ 3 るこtがでさる。佗ち` こ<I)方法 1:.. カラムを用し）ておリ．雅足来の洟—液

袖出法 1こくらべ＼択料を取 I）掠う＇文瞼:者<I)猿曙線登屯洞らちことがで＇さる。

表 1 いろいろなイビ滓縫<J)流武埠 X保特卑

11'..洋樟 虫出キ(·/.)

0 ~soml 50~I oo叫 100~I S' O=I l !iO~lOO叫

k(l) 

CsCI) 3'1.2 10 、 6 q。 2 t o. 2 2、十士 0` 1 0 、 8 土 0 、 1

Ba（エ） 53 、 3 :!: 3 ̀  3 1q ̀+ 2 1 ̀ 5 58  1 1. I り． I i on 

Cr （直） 0 土 0. 01 0:!:O.O I 0:!:0.0 I 0:!:0. O I 

Ci- 0,t― o 、 08 1 0, 11 0. I'l :t 0 、 oq。士 0 、 I O !. O. I 

Mn(][)O  :t.0.01 0 !0.01 0 !.0.01 0.  !O 、 0 I 

Fe(I[) 0 、 OE, ! 0. II O. 0 l:!:. 0 、 12 0 、 03:!:.0.11 0 :!0.10 

Co (]I)o.  0 I :!: 0. 01 o. O'l t O. 0 :l o. o I:!:Q,01 0 !0-01 

Ni(1[) 0 :t 5、'I't.3 !'t,'t O:!:I. 3 0 士 l. 6 

Ru （直 m／a叫 1V) 0. 05 2 0̀ 01 0̀ o s :!:O. 0 I 0. 01:!:O. 0 I O t 0, 0 I 

In (l[) o t l.'t o 、').. 10 、g O ':t 0 、'1 1 亀'l :!:. 0 、 8

Sh(][.o l-/andw)燎 0 10.03 0 1. 0.0 今 o 10.o't o 、 0 3:!: 0 、 0 斗

Ce (][ot-/MliTV) o. 0'7 :!: o 、 O 't o 、 0 I:t0.03 0 t0,03 o.o'1:!: 0 亀 03

WOざ 0 :t0.2 0 、 1 :!:. 0 亀 l o :to.:i. o 、'I :t 0 、 3

As （皿or/^ndV) 0 :!. 1 、q

Cl (-1) 

Br (-I} 

* 図 11ミ示した史瞼結果から成めた

改 湧厄酸うトリウム 20 m 3-を含も

0 :t.o.'t 0 、 2 :t o 、 1 。 "1 0 、 1

保袴率（¼)

I I. 1 :!.: 2•"峰

50.'t :t 0.6 

l 'l、't! I 、 1

100 ::! 0 、 l

100 2 1.4 

100 :!:. 0 、 3

qq. q :tl.O 

qq. q士 o. I 

1¥8.Jj-1 16.1¥ 

q~,q 1 o. I 

q 8 、 I :l: Cl. I 

100 t 0.1 

qq. q土 0.1

qq .8 士 5.6

100 :t. 4̀ 5 

'18. 5 i 3 、 3*

q q ̀  6 :t 8. I* 1 

I 

--」
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2C10 

紐B

碩J1刀訊床い恥幻知L i: }手勺）元素 o 扉哀

（日和沖T亡） 0 舒i平）紅博槌且英雄洪m専
ば杖夭祝） 戸打筵楚

紐訊利硝狂笞え素鑓脅了．汀祭の節処躁広としこ，一般iこ乾氏灰必広が戌＼‘られか
‘‘遥八：凩必心科砂危険J)•少なく， しガも尺普の処．前が可廂な和、そ、1Jあかが，析袢藩煤
が称‘T：吠詞的元知掠敢廂知‘況迄られかも L t）平和痕危金漏p‘ヽ・矢わ鯰り
な、＇とがあ）・(JJ,.'t-}.政~}t今汀釦‘ガに譴I こみ‘、ヅかたとしこも得られに蒻弟珪
しし‘もので）四ぐJか従米行う’われている乾八｀応旦·1 J, 4C[) 召屈℃の灰必Jj嗜逗
であ妙‘｀／禾訊利ヤ含うれていう恒滋の挫提み‘よ o··状應這：フむ炉象該度も要な·フてし
ガうべ｀ ？でみう，

史、杓叙俎駄を犀·ぅ r：：のに，切渥薬訊利·£用いて凩必溢度条升j rこ｝紅＇窓琴P，之
て元素叶詣豆釦lrごし令扉iJク元素を閥和「：の I：冠謬知吟麟酌汲
”オ繹を利庁1 しIご u

史験
1 ．双叩·,必‘・桟行心幻じ

試舟iJ; NBS'.!JJ嘱彰訊利 ro尋arc↓ん~aves.; と国内の主I}獨準試利·7SaS心 8 度
戌しに灰氾屯而社度元英血（平厄~ ：直径／0cれりあ7 /,・タりm) と臼拭‘座（直‘庄免四
り筍 7 4c況） I：令訊分を正祗I オ初取り下記：：示した凩疋店をけなっ Tご d

米

2. ．き桟蒻JげJ足芳蛋

糸 井米米弗

米令可詞試好としと～ Igさ分取

ぎ船）31 立枚入を原釘滋如厖丁RIGA l1.をX知 F —翌．り諄L (井庄｝如 I.2x/01之
几。⑰L丸 sec-,)11.i浪淑‘和獅（序任 3 呆 ‘,5 "IC"n.,(記知'―‘)と使）打し T:J

吃I衷げ謬枷鱈T落と‘`1ょ頸声和&:. (re (Ll・）乎導i麟疇豆[ 96 fマシ尤
ル波薗籾渇さ戌ぃりわ·ス．へ→卜 D メト＇）ーを 1うかに角．3o認分万叩，？訊KIAに
ELMER 、タバ老令芝乏度訂“\.,'定脅 lr：：ジ

のなかのぶひう・ひぐろじでお •1 J-t <·5C うし・と上ら 1 Jんじ
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ふ令刃r船E
頓｝祓靭諺刃r：鬼碕疇（ M9, Ca., 9 !111 ，瓜，は）ふ万→登射弘こ、、 3今聾｝

5'\, ／汎競舒， 5令疇 l I qi）瞑玲疇 (Na, K ，人a.,， 3m/AS?,5,かか）展衿
秋神 (Rb; じ s, Ba.~ Sc. 1 Ce. 1 戸e) Co ，ふ， Hg 7 Se) 凡醜訊杓珈況み頃琴、射
し／中I呪噸如 2 B麟応～紅瑚T削l1 長紛揺ょ・中i叫袴蛉
珈記さ於認後，ゴらにぇ違邁）b＼冷戟 4如'L-'"'\,b/)ん秒訂逍1）し屁浄を·1砂‘9 「ニ
原遠賢万T：訊杓～幻つ瑾巖フヽ・滋碗認芦後I Cu, C4I Ph を

D”D 丁 C -MI BK抽出玄｝凋 I) 足肴を行なったe

訪知輝
輝謬瞑効虚原·3吸鱈戸這叩：：乾鵡麟：町ぅ訊叫鱈1-
シの一叩扉．L ，`'示し「ら勉滋（Ji虞辺ぴC) こ‘')訊慮泰臭素，セレンJ)卜舘 E
素了ンテモシ等，—痴況灰這及〈均応 6¢真）てIJi了ルか）麟，欲厨
4痺敢が分られに;} T滋か輝成心謬這蒻、～』）と"rJ‘つ「：：紐fター；を
示 L 「ご心

謹叩知どい頂謬勧凶苅鯰危魯を守応・「：：琳及iと溢度駆（も陶＂以滋判·
9こ謹血知謹，イグシ‘•ウムが洪入し/ /'(Jp_u )1,)})ノり況ょら I99Aµ ／かみ（n, ャ）
巧r 7 I心（れ）｝）勺r広詞虹鯰訊Lr、ー／咽，惰Ll 1 l'f.,).li-, 19土疇

元象とな仇匂')ム，バリウム l 1Z リウム；鉄祀紡rd' とり／ぇ元索の屁骨が｀が引森とな
う「こ。、、かにJ /)中注う放町氾／か窮叙＇の“‘·バ：以 L oi屁弐汲氾」J,恰意すべ‘うであう。

因ー／

0 0んんlrtl/._り,r/e5 麻．血
•O贔｛94,/... 々¢,V砂 BI主血
X 5ぷふ厄英皿

1] 。]Na-4ス 1k 9二 IRb ―□ ICs,___.-//71

□ ¢'{I三：三口／口］□ーロ
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2C11 

i、 1 ⇒ \jめに

生佐と黛蒻元妻（ I) ：殷飢化灯訴にぷる届物差中
薫燒元素直腸種砂‘生育環蔑バ閏連
（臣応原揺・立文裳） 0小山韮夭、裔日哩魂、臼川正広，

片山幸土―

生体中雌氣衝元素13 舌豆新しい麿距ごをる。生物把採化営紅：：tc1 Vi no伊C\d()V (/) 

槃．文所が祝）．よ）新しい所さla. Bowen によるコンピし一ラョンがある。近虹環饒
固忠如墾痰訊｀きた．急授む分如恥発達違舌って、｛叡(/)fJ析ギ肴 I-;;\ 晩文捻
ね：：：：：の Iぎると麟謬。他方、純粋匂和立場．詞：：緒塩化営＾且蝸から．分ろレベ‘l し l ：：：
おける蕪挺イオンの揺泣．栂能パ形紅ぅよび 生イおそをモデ）ししした化営系バ開発等研
；謬lご国·ゎti'\ろに至., Z いる。このぷうに．生1本を研殷対象とした場合 1こ 13 ．り＇ローバ
1 レ砂り、庄叩種攀、畔、緬吃、在写レベ訊擬々な応え力が認．
今回(f)—垂嘩知．了りtJ(/)レ叫‘履雌諏謬ゼ博物蓉嘩瀾に加、これをさら

這頑整理蒻こt,.. I::. よリ．ミり芦レベルが目慇、特に化営が立偽lご］ィー日＼勺りを
ぎるようなとらえ方があリ得るヒ l ＼ぅ怨饂‘If)もと疇紅いるも心謬。一珀，1：：：：し鞣将
謬3 ．特琺護鼠を窟ぃ乙直賣．翫脊頴霜孟少ない。これに対ば．埴籾 1c:i.
疇蔚瞑恥匹ぃ恥疇疇紅リニむ。そこで｀．鐸疇疇疇易
な樹応畔這乳虚ビ謬二均：：：：した。
2 ．史険
z. i餅涅： 20謹近くの陸這判を．琵琶湖周翫諷恥嘩疇層地帯．紅び．

宦文廃百抒·更聴所逍辺で採即した。琵琶湖周辺因．若芽の秀節、夏、および蘊菱前の開脂
＼叶輝江｀熊豹で｀l3. i ~z 恥｀とに採恥吋る計函さ、ある。ち抱城にあい乙．昆直掬
種疇貶謬紐哩態、eりさあ翁‘＼懃穐叩芦そtJ)よろね•サシ7 リンげ｀＼叩でき乞いむl\ 。
諒料＼;;i.植開の愛．土複．米である。望ic'.J.採貶伶ザー c‘‘乞‘｀表面を腟＜二寸って約滉ぃし．
犀ご‘乾遥しにものを；肴渦ね点リエチレン炎 l::. l.oo~ 5c)O nげ秤•リしリ畔濯料いした。
土恥麟、水 Iかデフロンビーカーで｀忍発乾固したものを獄料ヒした。
2. 2謬：短麟衛璽 l;;J. kUR. p正 3 で｀i分閥譴tしたのち，直ちに Ge(Li)
藍器囀屁した。長寿給讚3 、 Pn- 3 己疇畔し． 3~ち諷．あよび． L り
贖 l-:::4~30 ksec 浬1迂した。翌量可能む元奏;;j.全乞の誂料につい乞 Z`\3か濯．約“
元寮這レだ。定量恥． V. Sb ．い這瑶の中1は知り1-- lレモニりー充にぷった。
3 荏果
癌虎デ｀•-り I;;} 膨文む素hこのぼ｀リ、整理した結晃さ甘ら鱗証わたっ Cいる。ここで

全ごを述べ‘ろこt, I叩で｀ぎぢいので． Fe 、 AQ ｀区、希土将元患遷ず虹諜l：：：っ\ 1 Z (l)みを
盛べる。
図i ` 2 、 3 、 4 、ぢーもにか嘘‘、ヤブ'\\)1\、、キ、にサカキ｀ヒ｝キ｀ヤマ井‘‘巧．お

よび‘ 2 つが筒の親むぅだ岩．石訊ll じし z. びf:r-i.J B- iの元壽組，成をプ0 ~`1 卜し
セ。

こや委応つお、たかた‘‘じ‘つゃ、しらかわ苔さひろ、かだやまゆぎお
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こ心化m植開かうち｀繭の三省a. 1lしミニ白ムりアキ::;,.ムレーり一しいわれるも(/)乙\
たしか遼．の植勅一給よりば、ア Iレミニうムの含危量が伽＼。しかし、これらの国碕で｀
庄目ヒ信丘じる二とば、ヌカンぅ崎ムし茄工麺元奏の着しい差である」持昧な鉱石を磋I\ L 

、岩石..:t槃中でI~. スカンラジウム：ラシりンが屡麿四3 ` 1 •. io 色こ認ことl3加l\ 。
とこ紐‘＼如、tした抱．域z，ヽ＼-j.全之の胡濱箆印で｀ ：：：tJ)比伏9 .l約ないし 2が行文きくむっZ: l ¥ 

ろ。つ印ー植囀中で｀＼3 ．ア［レミニウム、ズカンラJ加ム島希土栢のようぉ粗殻元患吋
で詞：：：ズカン多↓ウム知すかい排応叩謬。い甚 l：：：しz差ぇ的ぶ紅如翻
的遠聾紅いろここに戸虚江、よ＜撼季叩窟とし・這いら疇N BS (J)仇h贔
L.eo. v総の分祈組を見ると、g: La 比、＼'d l: 2.0 ざ叩、さら＼：：： ` ＆紅疇土の分あもこ似
らの固しよJ麟ばしド琴との渇．こ飢＼;;l.拇我迄極曲の一細紺項后比老ぇz~h\ 。
さらに、菌緑捌四重希土元黙を 1 疇．寇還繕該銹翫があろこ履謳される。この
現象色靭腫が輝リが定し這虹紐籾”灌l連で｀危察した社男を式べる。

ppm 

即」 1011 ~ X 102 101 

x102 
' 10ー 
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Fe A 1 Sela CeSmEuTb Yb Lu 

10ー 

10—l 
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X 102 
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2C12 彗虐彰秦（ I) ：揺1化分訴，ょ這疇中
輝元麦直麟醤こ -;};1する鱈
ぽ這霧・宦濃蔑） 0詞鱈、白叫正広、片山幸士．

麟揺長
i.＼；；；げめ 1：：：
生瞬因分析ギーりを差脅芍芦和：：： l~. 生肴穏蒐這区し乙も、麟差麟(I)

差｀およが即謳ね·要化をいかに詳爾謬か碍ゞ垂吾である。焼 1::. 、豚扉⑮競l;l'-を
ぃ自身．生理将揺を厄瑛可ちために．重専ぉ稀崩題日であろ松｀、イ恩佐．部位I/)桔見を•も含
め乞．サンデリンゲ｀贔謳匹ある。をごz::ぐ・、ま報告でl;:;l、植灼叫し元環麟も行なう
し竺のサンつ゜リンり‘、(I)問題お沢ーかをの結里雌恥I I：：：は·ったし'<つかバ追這べ‘ち。
なお．分析去：：：つ I\ 2:雌昧E2c ii衿‘益べ＼たので省略冦。
z ．括果

'.Z. i 植物薬個体およが蔀位にお＼臼ぅ差畏：貶iに代表例も禾か耕、他 Mn. CQ等(})
元輿乞｀・13. 4恥槃ごt.- 1こ謬元素環鬼贔恥汽1 くの罐合着し＜＼叩炉滋‘＼善合1 で1つ．
専媒i(I)広が＂リをもっこしもある。 （ l ＼コネがリギI * ~J1) 

表i：異o-っ杞莞の分祈餅l
にサカ苓 (X102. PPり ワロモづ (X 102 PP吋） l ＼コネウヅギ (PP叫

2 3 av. 2 3 av. 2 3 av. 
' 

Al 73-1 83.5 71.3 76.0 士 5.4 2.17 1.93 2.49 2.20 士 0.23 83.4 67.4 59.8 70.2ｱ9.8 

釦 16.6 13.2 12.9 14.2 士1. 7 7.61 7,81 7.30 7-57 士 0.21 63.5 40.7 57.7 54.oｱ9.7 

Cl 38.6 35.8 36.7 37.0 士1. 2 43.4 38.o 33.1 38.2 士 4.2 511 1050:t: 528 696 土 250

っざ1：：ヽ図iに示寸ょう 1-:::. 、ヒメアオキ、イチョウ｀サカキ｀サりラ｀カキ l：：つ I ヽ c.
同一葉中の異なった部位につ＼＼乙捷I忠した篠男を表2_ I云貧．

どど臼量サノフ゜リノりの部位
表2 ：同一匿中が見なっセ部紺：：1'1 lす巧碍透蔑（贔道1 い乙）

イチョウ t:メアオキ サりラ カキ
a 215 

b 159 

a 197 

b 130 

a 649 

b 813 
(r p竹）

杞ゎI佗、()‘つや、しらかわきさひろ、ウ＼たや吉ゆぎお、：：：：や芸むつお
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2. :z.睛知而素が見恥峠柏拘種：検討した効種砥くの植掬のうち、癖該分析
さ‘、ヨードがを量さt),\た(J) lさ．メりもコイfだけで知。濃復 Iづ"(/)レバ lレし同一の．
見pm である。メり包コイア l3 ，寮霧鴫恥諏認心滑l であるから．ヨードアキ
ュ．ムレーりーヒ 1 ＼えろ砂｀らか lcl ．含だ‘・不褪足であるので他所□ 1 包コイイも棺計す
る必要かサある。

2.3 生尉麟にお↑ろ鱈：配z,：：：・知旧栗t- 4 目 1：：紅．卦し成長した葉(/).厖｀
A！、わよび．約工釦鐸 1, り／ア(J)--仔l を示司。：：：れから眼らかね’どう 1こ｀こ(J){釈＼cl -
全体的に弱元崇元農恥．阻闘いしもに...t.月蒻が、分約(I) I ＼゜り／‘/に I~ 丈ぎ応｀差昆 I3
見られぢ l\ 。
ついで｀．配 Iこ．代表的祈環硫片月服にかすっ要化＆．懃種道躙：：つい Z元i。
信的にいって、りりくの元息a 、生長しとも這少成師］が見られる仇｀＇｀こ 1h l3 ｀も 1レtJ
ーズ碑疇揆箔叫園パ｀見如グ環蔑を藩貶立 I l 釘杞めであろ。掴繹I外じし·て、
k: Rb比沿．ぽ啄ー完である。その他の元茫の変化 1：：：つ＼ヽての差糊を盛．べ＇る．
ppm 

→ー旧更
ー←ー若壁

10~ 

10~ 

.1 
10-

Fe Al Sc La Ce Sm Eu Tb Yb Lu 

回2 廃が日葉お紅び｀君葵吋召駐鋤》
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回3 罪販月にあける名元兎の笈化
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2C13 彗虚徴元素皿杖射化分析による海産生物＾元束濃縫コこ 7'耳
海羨Iこっ II て

1 、 II じ＇めに

（東大原5炉，北大水座） 0小ム睦夫、高日夷弥、原田試矢
文石主一

隆水、海水を日わず巻、機元県、格 1く歓量滋存•成かの循環を規史する図3 ば、単I：：：捲檄此
骨的なア日セスだ LJ這rJ I I, フマ 4 卜でラシ 7 I-ンから文翌乗魏手て｀｀＾ー沢彗羞を Iゴ
じかとし，よ I) 高尺ハ生危者さらに）よこれら忘介紺する I\'7 テ＇）了ぐ，主物＾宕荀の結果
もたらされるが．Iり物、打は物、か秤勒の占める．役割 1ふ犬きい。 l) ンをはじ｀かとする必絹元
和濃度ヒ偕棗凸速度 1よ，そ＾水翡追，圧よ釆るバイオマスを規定するが、コ魚庄命の
維将発展 ((I)長1.刃日か、あるいは生理的芭昧が和恥も{/\ t'紅課しして濃純口れるこ
とうあ l)偶よう。マ 7 日］江楊から見れば＇，堆積物を含む元系(/\.K循操t1\炉 1--:..恥る庄物
い雑比 ll うヒらえ方が出釆ると同行に、ミ 7 日の立場から見れば，皓形成脹記庖，分
口認識遺翫過即問題l:'..して砂える.::. k:.もり束る。そ這応＇ほ、生．係におITる選、
味 1J且下千叡＇ぁっても、可能rJ霞I 汐攻ハ尼系に l月する情報を嗅褪整理するンい訳切
て｀＇ある。日本産の海棄ぐファイト 1。ラン 7 トンに1月いて 1ま、ル、ぷ俊夫和による研児＾集梗
が象ずられる。 しかし、日本爪付表的d淫展ハ一つてあるコンプに 1月して 1J散畳元系の·分
布に 1月する研知IV‘Id 11 ．火翌＾愛て、あるから、一つ叫乱体における郭他ぐ庄長過視し元
来＾分和紺見が可能t'ある。よた、石尻棄につ 11 て 1ょ徴量麟\l直する，研知ほ鱈
幻＇‘1J 11 。こ [/'\Iミ Im這、千僻的な朗査の役稽である。
乙、更験
Z 、 1 試斜：拭約コンブ悶光海道各地で採販されたマコンブ＇、爪／メコンブ、カコ｀、メ

コンブ、ミ‘‘／イシコンブ葬t'ある。こ＾守に IJ、天然Z牛促阪 I 年、乙年鮮小訊粁が合
まれている。石戻廉IJ北海迫グ荘拉昧取したう爪？ある。そ A 他、緑棄、紅屎(}\紺料ぅ合
かれている。こ小ら料料ほ II ずれも採阪俊，真オ豆克浄し吋 I l 7."展乾レた。コンi'ハ良好
ば試料につ I I てほ、根元から先錨/-.: l \たる 3 ず、評介郡かと採取して試粁ヒした，これら
l311 す｀＇れも清浄閲い）エナレン袋（てま寸入し熊射試料とした。試紆邊ば、規寿爺肝約”/00埓
長寿命目 zoかぶ0 叫F`9ある。
z z．輝虚、‘印寿命萩釦、 KUR ＾圧気餡送管t`l ~Z祠懇肘レ、照糧直俊お

ざび，る約1訂氾副知叡ぺ 7 f-ロ．メトリー紅rわた。訊腿穂A則吏I よ、 §~7 日
詞h‘よび／ケ月以上幻弁却彼天々乙 ~#K:ieし， Soksec以L 配則更て｀‘が線スI\＇ク叫．メト
＇）一左行gった。用 II 麟e(Li)は、肩．効．鴎、必ししある l 1/JfO'しし Z`'! 60幻幻泣扇
パ線に灯レふ旦eV以下の FWHM た待フも介で、仕Kcha仇eLMしA 11\似力 l雑濃子一
1・にし l) 、デーク処理1よコンt·ュー 7-7.,、行乞に用 II た牒皐 IJ U-Sb、 Co i1l 3釦＂、
ラビ｀、‘／ト：：：、ヒ 1::::.、昭附守性3 rl)ス八゜ 7 トルをずふる平住5 ス八゜ 7 f-ル毛.::::..クー法によって定
量した。

こぐごむっぁ‘` E n‘だじつだ、 1Jらだた (Tお｀おおいレ I 了!¥ !\ら、
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-3.結果

遺1：：：コン這、根疇< (}\成長ふ｀生長し、秋には根元を残レて屈瓜る。そ戌長＾
途中汀、よリ早（ I 斤明に成長した先絣斉分は栢れて梵仏武して行く。レたか｀って、一杖
にンプ爪邦峠袴I迂、成長知片町託逍幻扉以、様な元系左濃綿か l し荻武して行く
かを反朕するこヒ（ぐばる．

Fig.1 ／こ祐千爪元県につ Il 7、秤介ジ＇しの元素濃度か知を柔す。また、下iCJ-ｷ 21項
コンブおよひ‘‘石沢崇(/\毎幻も叩農頷係§女左ァロヅトしにシれら仇秤町ぉよぴ考影緒
要につ（＼て試べる．
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2C14 ホ灼び初バアジ‘グムの放身1化／＇評T

湿ム犬・往） 0戒令司、道薙斉
（東北入・性，路海）沼迄 1月隆晴

ノくナジウム I ;l, ~生体、内において，亜鎚てンガン，ニッグ）レ， コパ｝V卜などと C も 1 滋
瀦元表の一・っといわfl..，その慟さについてば，、よく効られていない． Hense (/711) 1!., 

はじめてホヤの血痕中にあ痰度のバプジウムが稔在することを荻告しにその後，クくの
詞究君によってホヤ(1) 9 くの腔において／ハプジウムが筋肉，荘殷，消化を，懇食，血束
埓に含忍れてし‘ることが咽りかiくされに秒Jえ l氏ヌポヤ伍砂心噂ユ亨叩鯰堂で I j 

乾燦配を I Jあ！： 1), 0.0ゲ‘< 3 れることが霰告それている． しがし才、ヤ魏のベナジゥ

ムの鐸曼＇、ついての研知，成体直薗板られ，叩叫や斧芦過程にお IT る八、ブジウ
ム叩笈廂絞格についての知濃 I3 「d い このよう Tふ派い、に立って祈考等ば卯の存注いヽ・アジ

ウム含有竜の変化とtJ)関 1床について分打 a 試み I くのでそのぐす果について叙告す ‘3.

泣虹して，て，臼 HaloらYnt h ia 皿区年の禾愛禾青6Jf, 3 細庇訊 16細胞靭パr, 銹化
直莉バ五， 方タマシ‘‘そクジ芥羨幼主，尼舒吸収完 3類及び受精後 14 印麦1f)唐，主甚月の幼生約·月

いられfく．舒及び広JJ庄 I ょ， I バ尿象て祝浄俊， Ioo'c.J o手）打乾煉，さら l, J/JOC/0 吋 Iり
C双0'c. 20 峙 l打乾式反化しにノ文 1"光イオン水てう塔滸し立考文天笞丁尺 I 年A- M介 RK丘型原
幻生の回転試粁概（熟中注汀束 3.5 入／ 0IIジ盆．必）で 2 令m、咬射， 2$閲冷卸後，金（Li)
萩広器·を屑する 4Kぅ反面分杓特で 5分m劾J定し生成し「ミJZV f)汲印直と孫氏料のそれとの比

穀i Z よリ，バグジウムを定蚤しf<.
(n., 0)反応の特果，主成しf⑫凌稚ば逸常， ere （し）お遮器を希］ ］る成釘分莉忍I'. より，

それぞれのキ亥経に対応すぅ Y き条のエネル矢" -植とその乎痰湿月の追玲': d IJ)司定を符う、 し

かし，カドミ兵t:.のす＜ ！ょし、 TRI 釘 A -MItR K 正型尿各‘炉の、せ更射3しを用し‘3喝含，翌 I¥桟子に

よる（ n, r) 反応以外の抜反応のおこる埠率が文、さいので， ぞれらを妥そ視すう、ことができ

r5 い， 了 KILTA -HAKK エの楊J合送中狂弓殊来、がかな＇）夭こういので， 国弟這約糾樺 (RS R) に

ぉげる（れ，p) （•n,心反応のおこる雄率 1 ,1高い． とくに学者の控痰によれば，王物試叶中
に 1l リンの含行達がさわめて大さいので 3ヽ•P （九，べ）勺4iを、呟、視ずることができない。冷危
1 J烏fl)肝戚を RS尺てばミカ／ooKw, 2 今｝訂、翌肘， 2分冷卸後夕分測定を行・？ f虚澤通、常の化

営げ厄＇）碍られf< AL の含杓晋と比較して，翌4.L t1)生成が入ぎいよう 1 ：思われるので，

リン 1虚射疇扉、3 いして I 1 囀、すべさ核程であると考えている｀同様 I ~呼パ］（九，p.）
必心，ナife C 九／ p)｀なども主物さ緑叶ll)放身ずA硫町 1 汗祭して晃落してばならない神反応
である． 一方，史蚤にあfくって該差の火きくな・る可能庄ぽ／可楚され rむ接．社の流和直と用ー

条9午で翌射しf、•標率3氏糾‘の成も礁と比較すうさいであろ．言式粁中の目的技稲の哀も値がべ＇

ースラインより r 分夭さな汲和正ともって立ら上｀＇）が晃られるどきにJJJ訂題がない力ゞ，一

投iミ匂切試料中に 11, 奴多< !f)核衰が含まれそれらの含屑達にも 2 和， とぎに 13紋訪差
がある． とくにナト？、ラム，虚素， 力')”‘心含行竜b‘^3 ゎめて天 3 く，翌 r滋射化され

！よりれしヽじ・ーがら 1 :i fー、ひとし。応卦くーふし＼八‘h‘I l る
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やすし、元素である．史量しようとする抄翠の曼p\‘1 くなげれ Ii‘‘iべばし、社熟射に 3') 王

成し r,.,ク瓜， 1'.:. K,.)a 位、のコンフ＇トン希冠しによろへ｀一又ラインのエ昇が著しく， でlJlベー

スライン工 I :,目的該釦 IJヽ 3 なピークが現われ．るというぎ令果に TJ.―')やすい，例えば，冷
巻うが患呼戸）汽1 犀扉釘rをお： f．j．っ I ::.例t,よろり／4 、1 4-. 4 l<e Tl tf>炉 V のt:.- 7 

はヅa，勺K, 噂などのコンフ‘トン釈乱I)L I ミわすがなピークとして吸われ） このこ一

ク』直も吋の裸半我料パれと津成に比鞍する遥，合に 1な，大、さな訣左のおこる可能既が條
し‘• 9.1 V のピ•- 7 儀と恥ろfくかに，塾がま弓、せ文紺の詩·打］ t長くずればすみ社、訪塔疫種
ぷ瓜':;;,次，賃の主成清夭する こい疇抜棧臼疇 Iよそれぞれ五ヽ／碕I訂

, 心I<ノ2.t角内， 33改 37. 2 分てあ見目的とする必勺7 のJ. 7¢分と比較してかな＇）長いf"、

め， これらせ尤菩萩祉の放射能／）戚柔を 7 -')ングに§って剃．f寺することがでさない し「＜
がつて訪屯稼科ソ渇場とできみ T:. 11 少―なくし；目的とす弓i.).V I>奴村能をでさる r:'立さ

< iるfくク、咸紺碕／町畔懇互が望iれな
戸這、き、パ立って，う茨者らjま，マオベ"")ばあぃ吋の手戒卵（ 3.76 分）を考急、し，
訊疇承認直転試細饂射2 分，クー＇）ング 2 ／分ならびに測定玲）訂ダ/JJ'I ミよ~ (,拉

菩疇心喝をて'3 年''T 少なくして，勺の屑効な訂測を得に （牙 1 J図）． 以J:.(/)方
忍てもと 1`、さ牙 l 表に 13 ， てがヤ舒の粁庄i ~、ともなうバグジウム(/)含有遵丸示 l この表
によ爪iざyマォぎにおいてii，哨几後のオタマジャクシ紐生の頃よ＇），｝ヽ、ナジウムの含肩
曼が噌ヵ 0 し，麦態後に急激にy曾ヵo するように児われふ これら m曽加 I t,オグマゾペクシ
幼庄基I] を 1 ざると錢索の釦t:. hゞみられ，換息さとおして店水中よ＇）バうジウムがとリこ＂机
ていみよう v、思われる，｝ヽ、ナジウムが，オペ梼内でど!J) Jうな佼劉を 13 f< 1 h‘l ク、ついて/J 

，呼汲 1 ミ肉倍、レていると力＼狼嚢形成に望遥な核象］をiJ r くしていろとか＼諸説があって視
在足説がない しかし，現存の翌脊雑：勅物のなかで，祇堂猿だ I”‘^ バナジウムを海水守ヵ‘
ら猜讀している手炭心蛉稟的といわなすれば｀ならない．

103ｷ 
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Fig. l. 
The change of vanadium in the ascidian, 
~ ~ du r i ng de ve l o pmen t 

Stage 
-2 

V (xlO-~n g/i ndi vi dual) 

I
O
 

ー

05 1.o 

Energy (MeV) 

1.5 

unfertilized egg 0.12 

embryo before hatching 0.89 

2-week embryo 16 

3-month larva 73 

6-month larva 970 

1-year larva 98,900 

2-0 

Fig. l. Gamma-spectrogram of the egg of the ascidian 

-231-



2C15 イルカの各姐檄中の放射惟核施と安定 I司似本につヽゞて
（九尺理） 0 白島刷孝 恩本正記島良正
（愛媛火エ） 中山話輔

環境中に放瓜これる人工放射住核権，1 、新たは核沢験，原ふ力発電所ゃ稜燃料再処理
施設の運転．によ？＇て今使更に増加する乙手恩：爪る。 これらの人工放身1性核種の環境中
にあける濃凡分布移勧も知う二と 11 、放出こ訊「こ祓釦生核施ハ現廉に及1ます息着註知
るうえてイ可叉 rぶこしである。 こ爪らの稜種は主に海洋に放出されるため忍槌の海、年
物咽ゃ遅9年生物中に検払これると期待される。 すで｀に当吋祝宦で1--a:、環境放射餌括椋物
慣とし 1 の私梃ゃ海果の肩効l•生を穀告しもヽる。 これうの研究の一環ヒし1 、「ヒト」
と同じ哨乳羨知属し、海洋生物中で 11俊物連錐の晶屯後期段階に臥すうイルカの組臨中の
放射性核崖農度い履即叫令濃度も定量したので採告する，

I.) 試料
イルカは日7q年 3 月に長崎県を政です肩獲これたJ‘‘ンドウ 7 ジラ科オキ］‘‘ンドう C

Pse叫OYC& GY0... SS i dens) のメス（保長 4、 3 YY¥. J年齢不明）を用いた。 同哨IこオキJ‘
ンドウの主俊であるプリ (Se.r-iol 0-.秤n伊口ra..d泣訟） と迎海魚であるメジナ (GiY'cllo.. 
p四紐ta) の分枡も行，た。 オキコ‘‘ンドウ 1 よ 10紐紺（筋肉）賊賜聞肝鷹階載
）眸臓牌臓諄，＇叫底）に分（1, プ＇）ヒメジ九請網と内廊1こ分げた。

z.) 庚験

各試約請澤俊竜尻炉中 4 即0°C で灰化色行った。 放射能測定l1 灰色7° し幻文型
（出五）後、G-e(L;)平専体検叫器で行フた。 灰の一部I1鱈同伽翻枡のため 1 日本
魚各力研窮所で｀JB-1 色椎準ヒして放射4L麟詞フた。

3、） 糸音果と考察
表 1、に検出された放射｝生稜植：農度を示す。 尺然放滉甘•生核種」よやK ヒえ26Ra か＼検戯さ

れた。 オキゴン r` ウ(/)各組織中のやに遭良に 1-Jかな＇）の鬼ヵゞ見られ扁 I斜り＼‘ー魯低＜、
肺の約 8倍(/)1直を示した。 魚の筋肉中のやドば、 7''') I メジ｀ナとも同程度であか凡オ
キコつンドウの各加え1者の値であ＇））又魚の内臓1よ（ルカの［月歳ょ＇）あ l)1直ヵ＼検瓜こ汎ること
よ＇）オキコ'‘ンドウは、急よ') 4ちいに農度こ持っ二しか汁）かる。 メジナの内臓に立、知、力＼｀巽
常に高いの 1ぉ麟管中にあ 7 た倉物の影喘t:.恩われる． 人工放射性核精雌： 13ワし））とら0(_.o
ぶ検位、エれた。 13ワ区 1あオキコ‘‘ンドウで 11-やに同様筋I'舟／こー苔農縮ざれてお＇）師ヵゞ最低

であフた。 魚でlす 13?cs ほ珈既内嗚tもフ”)ぶ｀高べ／屹の 40K t:.のじ叫、メジナ (4x
10-3), J‘ーリ (8X ID→)である。 このこしよ＇）メジ｀ナとプ｀＇）じ l ふ 1...:. とよの取 l) 込壮

に天ぎfi差が‘あるこ乙ガ＼‘考えられる。 一般に Cs/ k 11)氏は泳／L入のような安定、｝生 b\‘ 見ら

鱈し、と言われも）る兄 7• リヒメジナの匂にの比の鬼」よ＞屹の釦．生の遣いが尺き↑這、
釘‘•あろう。 オキゴンドウの C;5/ Ii-の比の平内,i約 1 X IO-2 であり）魚の？れし犬きく

違って＼ ＼る。 フ‘‘り→オキJ`‘ンドウに l ＇う釦謎蛛ミ考えるし、この差J. T ヤ l‘‘ ンドウ
の疇中にお1tう⇔ L L の di5叫叫恥疇、因 L恩われる。一方 60Col訂キJ·ンドウ

ももしよび）＇）ゆ,!. <うさただし・たかしjよしよご・ばかやまゆうすiJ
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叩節に最もグクく検瓜ざれ，筋問辟腸に 1ま検出エれなか，た。 又魚でId-内臓に検臥℃れ
たポ｀筋的に 1か検拭いれはかた。 オキコ‘｀ンドウの牌臓虚料壼幻‘なか，たため放射能
検出 1ま不可能であった。 祓即砂‘枡によフて東ぬたいくっかの切定元索濃度を表．21 こ示、
す。 オキゴ｀ンドウの金属濃度 lま各組嫁こ九に大き人偲っていることボわかる。 紅ふ
は肝臓に最も高心農縮ヵく見られJ cs と知 I J-筋肉に, Co, Cr, Sc. IJ臀に最も濃縮これてい
た。 メジナ，フ｀‘')とも筋肉よリ雌戴に紅渥滋，遭度が見られるが｀ 1 Cs'C. Rb l ま例外であ

Table 1. 誓掌悶蹂忠盆言芦冗訊g門悶芸吋ue ofリ）特にフ｀｀＇）で IJ.筋肉中IJ) C尉農襄の方

40K 226Ra 137cs 60c0 、
IJゞ高かJた。 この篠伺 1古 I キJ`‘ンド
ワにフ l) ても見られた。 や kLcs,

13.5 xl02 1.90 16.1 ー やk と Rb Iま刃キゴンドウの組識で
1.65x10: 4.01 1.30 0.71 は高ヽ正の粍液］関係ぶ雇見宦これfこかし
6.04xl0~ 3.31 6.05 0.37 

9.16x102 3.o2 10.2 0.22 プ＇），メジナではこれからはずれ相慎
9.lOxlO! 1.01 11.0 0.21 は見られなか，た。 一方， 13ワほと

：霊：言 □ 1芯 °こ26 c51まメジ｀T の内臓色隙さ，オキJ`‘ンド
4.9lxl0: 3.38 5.50 0.46 ウ0)名組繕／・プリ 1 メジナとも高）相
8.08x102 。 .85 8.82 0.27 由莉知ゞ見られた。 又， 60Co し l‘o も

メジナの内戯を隙き高い相園肉條ヵゞ見

ふれた。 メジすの内臓に相由1割和ぶ｀
S.quinqueradiata 見られなか？たのほ）メジナ碍鰈性

~::~：悶： 1!:~l ~::~ 1~2 であることから，立6RQの場合と同様
に消化管中に含ま肌も釦加影饗と考

Table 2. Concentrations of several metals in each tissue of _ 
P.crassidens and fishes えられる。 オキユ‘‘

Fe zn co cr cs Rb sc ンドウの金属元素の
mg/kg mg/kgぶg/kg mg/kg)lg/kg mg/kg)lg/kg 

wet wt wet wt wet wt wet wt wet wt wet wt wet wt ：胄縮係数i"J,, C玲 10

P.crassidense 

muscle 

lwig 
stomach 

intestines 
liver 

kidney 
pancrease 

uterus 

heaxt 

G.punctata 

muscle 

viscera 

2

2

 

0

0

 

1

1

 

x

x

 

1

3

 

.. 7

5

 

2

1

 
43.5 

9,64 

6.53 0.90 

muscle 

viscera 

P,crassidens 
, Fe~ ｛が～ 105,muscle 110 5,6 8.5 1.1 21.1 0.87 0.19 

lung 58 4.0 18.0 0.55 3.5 0.10 0.78 ら~ |0~10乙／ふぇ
stomacl, 84 8.6 20.0 1.88 8.3 0.50 0.88 

IO2 ぶ得られ，魚のintestines 29 8.2 8.9 0.14 13.5 0.11 0.44 

liver 400 21.2 9. 6 0.13 13.9 0.78 0.61 遭縮係数に尺き「ょ差
kidney 130 13.9 13,0 0.15 13. 3 0,63 0.21 

は見られなか）た。pancrease 28 8. 3 6,0 0.18 9.2 0,69 0.40 

spleen 320 4.8 4.o 0,04 4.7 0. 32 0.48 

uterus 63 6.8 11.0 0.70 7.8 0.38 0.52 

heart 43 8.1 5.4 o.oぅ 9.9 0.52 0.25 

G.punctata 

muscle 4 5.6 7.3 0.04 13.7 0.80 0.21 

vi. scera 150 8.4 69. o 0.25 15.8 1.16 30.7 

s. quinqueradiata 

muscle 21 2.1 5.9 o.oぅ 22.6 0,66 0.26 

viscera 79 11.o 36.o 17.4 o.68 1.80 

gill 150 16. 7 11.0 0,26 10.7 0. 57 3.60 

ももしよのリゆき．＜うきただし・たかしまよしまさ・なかやまゆうすげ
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2C16 
人麟結も中微量元食の中性手放射化分析

(3頌歓赦育） 0秋紫文正•長尾幸子
微量ないレ痕跡元素の定1t生・定量分祈j,去のうぢて｀，非戚壊分祈ど可能とプるの It,, 11 い
光 X線四餌泣祓射化分析汰 (INAA) の 2 っがあリ／ f菱考と生体試料過用い易合lば
種々の］腹妓があ 1 i) Iこ也よ，精度，隊度，サン 7゜ルサ1 ズ，所要時I司（表用），多元素
同時定量の可能性など＇の麦よ＇）みて後巷の方がすぐれ Z り 32).
生体試料の徴量元棗匁和t,宦金属：：：よる環境汚染病態生理・栄養lこかかわ素嗜元

素の役割ゃ相互作用など｀医学生化苓の面かシも I鉱‘が採めうれてい 3 。主体試秤の方埠
化令稲：： I町」碁礎データの集棧と目的とし，醒療研（庚海）JRR-2～＃，立翫原荷
Tl? l frA- 11.、各原和炉の共I司利用 l：：：よ仇人倅I勾給石一片且石腎石OJ Iまか／胆汁（勅灰）
のク浙を試みた結果とと）手とめて報告 93 。 3) 、 4)
麹似の研紅lょ，太田・ア村の報告（日化・jJo,II,</9 クク＞）があ見立荻大原み炉が
非破壊 L’'測定した長寿命核桂／ 9 元景 9むらその池ppm レベ＇ルカ‘ぅ，pp b レベ‘IV 又 l材荏
出限界以千0)ものも多く, DrasKov/c ら (X Rad../oanal. Che町、／辺，＜／ 9クク＞）ぱ腎石
その他／＃症例ど分祈し， Co など｀ 6元表と定量- L た。
われわれの知析試料lよ，麟疾患研（墨石原生病院外料卸）ほか弘祐市の病乞過去的

2.0 年向（JJら3/~) にわたる外斜手術這街出したものと l莉いた。胆叶（料末） lまjA前大I苫
（医）オニ外料よリ提供された。fl虹碍叫メ／ウ礼銃己｀‘勅砕 l たの尻苺｀圧デ‘'シケータ中
む乾燥・イ財荏した。これらの 1~温」交イ七（フ°ラズ‘マ・ア｀‘)らュアー）は不都合なことがわがリ，
苑燥封系のま、直量と札寿し，ホ゜リエケレン儀：： 2 菫：：均入（天豆哨l旬、哩肘）、又 I謡苫沌度
石英アンフ゜ 1レ参入（長時l旬、咀肘）とし，緩寿命該桂切測定に,t立放炉，長稔命核＃童の測足
ぱ屑研JRR-2, 及び‘JRR- lfの甦賎琵利 l丹 l た。標準我湘 liJ91. JG-L、および滑豆
吸光分析用棟弗租夜の一定量さろ抵Iミ滲尻·乾煉させた，各元素吋訂易棟竿試料狂和，
分析該科と同一條1和‘座射屯行った。
競奴隷チ炉が暉粗棚(RSR)#I （図 I 参照）惹中性只束 Sx1011n/cがse.c.，て，、

2介／匂股射, 2介1筍冷却後， Ge(Li)検出券·Lf K波あ甜潟べ‘＄分 l釘測足によ~)姪
寿命核種の r線スヘ°クトロメI-リーて｀‘そ号た， 8元最の分析終果ど表 I. Iこ示す。

表 1 ． 胆直結石中， 8 元素の定量
（ぷ1011n/sが 5ec)

（該妖原研炉） Tl?!印A-IL 、 RSR#/, 2令照射

ゎ元シュに全 Na グo A しp9m a pp.m Ca.、ク•O Mn p.p.m. 凶pf m. Br11Rm. LRP.l>I. 

均吐｀‘ン系 mm？inメ.. 095.to,o? 26.22土3.09 6322 土 31/ Iク IIエ／， 38 900 土2. 8 Ji8土.J 7 3ク5 :t Iヽ 33タエ6.0

o.o!;上〇． 0/ 3.10土／， 49 2.gs:t:33 0,36 土 o.o ヽ 21J,J2:t3.es /0,S?土 /.07 2},.Szt6,66 l/.l?i/.62 
meaq. 0,32 I I. 66 1.7ク 0 3.89 IS ク， 6/ /2J 8?,S-2 8S,6b 

サンフ°IV材し(tJ=) (2.1) (/ 9) （ユI) (21) (/ 9) (/9) （／ゲ） (/?) 

Jしステ系ロィ V mmain x 
0,/2 土0、 0/ 砧．ヽ5:t. 2、2牛 B' l !l土 6/ 4'-.3 ／土／，Jg 紅2吐28. 18 2.ク．り2士 2.15 23.92土 2.~5 66.63土3.o5

0,0210,003 2.90.to.87 IS'/土33 0,15:t0,0.Z C92i/,/0 ふ42:t. 0、65 /8.0 りな”ゞ 仕？6上0,5?

melln 0.06 
7(.80) 7 

知s /,ヽ 8 31,1,/8 /2,65 21.6 ; / ?.J2 
厄7°142(N=) (8) (8) (?) (6) (6) (5 (6) 

われわれ lま，幻紐元秦のうぢ，と＜ l::: CnCo,Zn,Se, H牙，など＇／こ胸心どもってい

あぎ laふみまさ・ながあさぢこ
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如 匹•あ見：1AERu-7801 (/978) 

X 9992 (In/cm2.sec. at 100 ku)/¥I 上： ：立大・京子や潤 99 礼巧•,
鰍：て子•分布~

• L'’ 一—: G., W9R とAu foik油J定
」．.,,... 

0:r/1:-1口彎;;;:,
゜□言←―—,

各暉＂孔•，底面から 0 属さ (<m)

図2.中fast~•あ見：IAERu•7301(1978) (/)fast 

〖口］・し”・——-- o 
20 30 い

各噂村孔 0 底.,,,ら·，属さ (cm)

3 ヵ‘、9／次 I ：：：, J舷'-牛、 S ハ゜イフ 0 (S, S-X /0知／cが sec,) て ’'90 ク眩'JJ也 3岨／句玖上冷
却IGe(Li)と 2K奴高令析耕を組年合仕て／ r線スヘ°クトロメトリーさ実施（誤冶I広 4~6x
/03彩洵測定）した，ク元秦冦‘析結呆と表2.l：：示プ。どの元景ミし，かの篠在量 lこばかな

表Z. 紐直、名もる中． 7元来の麻祈結果 J. R.R.'I-..s Iヽ・イフ°, ?0ク暉（5． 5x/0‘Jn/m••5CC.) リの I巧っさがある。
これうのか析緒果
につりて 1 若千の

危寮―,"1J，敦
乳元素の存在量
の相刷ーさ行っ
た絡泉につ 1＼ての

べ｀る。

Sc. PP.b. Cr. onm Co P-Pm. Z!l.c坦っm. Se nm  H~ pr,m Fe pダ”·
ビリ lレビ派 max. S/.16.t J.35 O.tl 土 O. o.J /0. 96i:.I. 0/ 0.96土 0.II ll/-9.65:t3.80 ク29．ク士 2.J.3

min. 3.3$ 士 0,95 o.os.t.0.0/ 0. ?9.t.053 o.J1:t0.02 ク'18:t O.D2 U.8.t/2.9 
mean . I 6.blf よ夕S土0.60 o. o9 ク 3. 91 o.sヽ '1-2-88 ／ク8.2

サンバぷ (Na) I 7) I/) (3) 18) (II-) （ク） (6) 

岱ステかIレ ::;• 9.So土o.36 9.95 土0.20 O.I,, zo.02 ／夕6“/.83
o.1oto.06 0,30:to,09 o.07?xaDI2 /,/9上0.o5

mean 3.65 :t. I.o ヽ 2.s3 0,0“土09/ /,06 0./I ゲ．クタ 88．？土/'f.S-

サン，．ル粒 (N~) (I) ('I-) (I) (6) (S̀  (6) （、ノ

その社2
max 6 1/,36土 659 仕おが0.60 SJ.32凶98ク 4 れ土 O.Iク /S/.3り±J.11/ 3 99,213、.9

mI. n. 3.35..t l.o9 1,69.t0,3/ N,D. o,3ヽ土 0,I5 o.a／土 o.oヽ assmo.96 3SI. 、:t. 3/, 9 
mean. 2(2'I-.8) ? 2,96 26,3'f 

:2(, .Z7) 1 10 /J.黛 37ぶゲ
か70，し、之(~=) (2) (3) (3) (Z) 

原和炉の中匂,~贔淡紺化知和‘ば，懲中性かの（仇j)反応生戒核釦麟 Iこざ1, l
し，（れ，p）, (n,d )/ （孔， 2れ）反応など｀の寄手［：よる誤差が生視ざきない埓合がある。ま
這lこ，速中f鯰麟狂l)用して令祈の原度ヽ稲度さ高めたリ，（n/ 『）反応だl戸｀I~測
輝雑な元素の測定I(''2 元素（特定）の同琲定量ミ庄渭知’'ある。今回 lよ，サンフ °lI/及び・
橡和試釦いれぞ＇れカドいウムt‘‘被覆し 4票的核梗（紺四）年・紐核哩半叫期 主要噂E．（麻％）
たも0)ノネ泉のも<J), 2ilfl.リとしノ速中技 均tげ雰．；3) ね‘.g 29A し 2.?'fm l.7：釦 M•V (100) 

謬痩のあぃ F-2生囀す孔（図2) の要、 —:[P-- g.o.oぶー勺迅）――-t-------會-------,,-----•;,::~
-29Sc ( 'f.6'l) (n.、p) 29AL 5.S ヽヽ rn /.2733 MeV (too) 

知｀生成した 28A しl7)瑚暖定によリ， A¢ 、 P 30年 (3.IO) (n,r) 3/Si 2.62hl.266ュ Mev (O.07) 

2元素の同叶定量ど試み，よぃ結果を 表3. AL. P(l司峙定量）と Cao,沿1知課
得た（表3)。 :z.8A L の生成 註科 AL ppm. p 70 Ca.ゥ。

く文 献＞ （n 、,:,:J-> A1 胆石 1.?.53 工2.200.“28 /.37 

l)直魏：鉱町疇疇．， 宅認芯32p) :'仕以悶ふ闊，芦。7
粋0子 (/778) Al (n,rhA3 4. Il/-.2/ 1. 2.8々 l.5110.3/ 2?.89 土o.;9

2)M．疇： Modmrn tr珈nds jor Cd•Wrapped 賭脱叙 1. /2.33 土2.13 ,.0 ワ 0.o7 

冨ば霊ご雰皇塁りょ 喜且言］ 屈，：•五五a::5: ]8;土工a22] 0.000:s,0±.土土0：O］
ymた (/9 78). .3. 70.53127. 63 危9.t 2.93 0.9紅 0.IS
3) 萩葉•長尾： UTRCN-R-8 , 一fas t n函ons — “・ヽ3.86 :t. 22-78 6.78:t2,l/-3 0.3紅 0.//
ー一今— 8 (/ 9ク 9) 'V"v • thermal ~•u t rans 

4) 釈葉•投尾； UTRC..N-R-9; UT尺CN-G-9 (/980) 
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2C17 

（序綸）

叩幻荻炉c分苅広 1: J ~ラット月千眼ぷ中の成長に伴う

級誓 1u烹存た）虔の検討
（辟幻神経研） 0 厄森函瑶

（免必 k 荻ぷ） 加租宦珀

屯畔，厄"(/)か釦＇訂食鉱l虹して頻贅、 1：：，力‘っ忍易！： l·豹釦れ 2 、 I;> "ラッ~.
にありる砥を元東の Iく・ックグラウンド lg々分‘手に代］ { 3 情報tf身 3 たか：咬幻茨知疏
罪紅適用し 1栓討t忍1 z,, 3 jj\'ヽ／ぷ冽啜 13 ，ラット乳兇＇の成長以わ、主とレて月利氏
中の級詈元、む揺度の愛如ば］｛る文配ぽしその兎点につ、、て板告q ~. 
（史朕）
試料：皮l~h r-; ウ A 又ダー仄ラット（j紐釦｀戻バ釦心たものの他（＇＇ I_,... 鈴 Iょ

ぃよリ入手レ（：：：しのわ用 l9 f;.. 多しして初尼がある母親n‘ らの 4令 z8 頭t逸び．，エー
子 1レ底酔後 I /(> faポ 1バリン悉戒ど庄ヽV 度Jリ選成、説血いび，艤届t約ムした。 睛
羞iむtれォ＇れ一昼反東、括耗点して P‘ げし鉢吃粉束しした。各痰忍及が飼料（オリエンタ
9レ絹母ぽ） NMF- f應用）の灼い約が°“9 t，未外介光紆銘剤仄戌益{ /0"'パウのペ
レットに成皮した。各々 1ま， 11レミ::::.ウム為につつサ，説知長のr:J、統比較試和知濃
射ガフ゜乞 1レ（：：入J\.(:。 文蕨の絹I虔t珠討するために NBS SR炉I57/ 0パ位成ム紐S
€ l司世のペレットしし ZIa碕(::.分硝した。
竪朋・彊）J足：中中笙釘畏灯I”ば江虚研のトリガ｀．n:翌 1fが和"“z`'瑾叩

¥¥,,o~zo gの冷印後， Gecu) 夜土器t用 n 2 r採薄Jえt行った。 戎痩：紅 I3 比較

戎によったぶ足J尤 1：：あたって、 0 統氏紋拭針I3 /0^“ 中d)セ 1レ〇／又へ°レットに,i 1 ん
パけ紅分析虫柑h:I司ー（つして我J定した。
ぽ妥及¢兎寮）
直：ラット乳児tf)仄妥（：： ｛争う肝曖中の俊を元f、の相托度の経紅、妥 4C を一話し立した。
耐⑭に 9印蒻 l：：険如んたラットの腎戯及び麻：： l＂る捻采も l粒してある。（習中の

ZOO 日(-:.対応fる店填妥母外にお ,r る I<’•/ クグうウンド'lgしして疫に肢呂しtレの 2•• あ

る（幻？4必砂叫’．必Jlt.,,t3 (I'l79) I3/) 。 ラットり成長（：： l手う各鹿曖＄中の微9 バの
召丘度 n 支 9C の I<7 ーン Iiiえti)ように分糎t"きる。 i) 屯疫 l：：：わf：：：って祝）虔が'Ji l J •I'豆弟
的ご＇ある元、f、, ii）廷ま直後に戎度の最K tえし，ある（と（~;f,1f 3 ii沃ヽレ1/ 3 る、t,
爾）此玄釦女が最l戎度が，ある直に王ず 3 i z" 増1Jl'.l t禾ず元東ずある。氏長{ 3 に従
っ Z 柔 2 出る戎度の戎少 l f., I ょ増1]0 lJ I l ずれも 1主後約 I5~ :z2 日が平舒ヒ rJ IJ以後(iiiー
定のigt禾すように 6 る。 ラ、ゾト乳兇，の線乳が約 3 週向後があるこヒ E芳え 3 と，腸器、

和炭量江視冴いがい：：：よっ Z 母iしよリぽ、給さ出る蓬t釦な：：： 9刃逐すると彦えられる。
ラ、y卜脳：：お ’T 這暑元東戎慮のg令虔lC I3 、ぼヒんどの元 9` に見られず佑我にわたっ
て一定があるし忍如k る。 ラット脅成にお IT 知紅東煮度のば令妥lC(1, 0，忍て愈
I I -Z月滋ぃ叫しハ約fJぐ禾 1 れ Z ヽ 13 。 和衡烹虔t禾す且令ぷ元 9f、によって更 3 の 11 、
叫’し中の元、i及び＇元 9↓各合氏分の殺度受に，（5 らか：函和：：： 4矛ぅ帆器へのるれら 0 吸収 I
ヽ痰，羽比 X 力：：む．ヽの受化によ 3 ヒ予愈］ 2． 5 3 • 

マにうた「お． ガ‘とうじよあ 2
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2C18 l:::.ト母乳の放射化分析

（北里大学医学部放射線科）

太田顕成．松林隆

乳汁は乳腺から分泌される白色ないし帯黄白色の液であって、栄養学、医学、農学、

及び食糧学上、重要であるために、その化学組成についてはヒト及び動物についての

詳細な報告が数多くなされている。 （「乳汁」堀江滋夫、 日本生化学会編、 「生化学

ハンドブック」）

乳汁の組成は泌乳の時期、動物種、及び生理的条件によって大きく変化し、特に初

乳は乳児の栄蓑上、クソパク質、脂質、及び無機物質が多く含まれている。

乳汁中の無機物質としては、カルシウムとリソが最も多く、この他、鉄、ナトリウ

ム、カリウム、銅、及び亜鉛などが見出されている。

ヒト母乳の放射化分析による元素分析については、 C. Berger i oux 等及び S. Chellapan 

等による報告があり、ナトリウム、マグネシウム、アルミニウム、塩素、カリウム、

カルシウム、バナジウム、マンガソ、臭素及びヨウ素についての分析値が示されてい

る。

我々は、腫瘍組織の放射化分析をラットの乳癌、胃癌、膵臓癌及び肝癌について行

なっている。特に乳癌については、カルシウムと乳腺機能との関連からラット乳汁の

放射化分析 を行なっているが、今回ヒト母乳を併せて分析する機会を得たので、

その結果について報告する。

材料と方法：

ヒト母乳：ヒト母乳は白旗聡博士（大和市立病院小児科、現産業医科大学小児科）

より提供していただいた。（写真 I ・）母乳 5 ~120 叫は凍結乾燥用ガラス容器により

凍結乾燥した。固形物は母乳に対して 10~15 %であった。この乾燥標品 100 叩をボ

リエチレソ袋に封入して測定に用いた。

放射化分析：中性子放射化分析は、立教大学原子炉共同利用研究「腫瘍組織の放射

化分析」の一環として行なったもので、立教大学原子力研究所の原子炉を利用させて

いただいた。先の実験において、ラットの腫瘍組織や肝、牌、及び膵臓等の各臓器及

びヒト血清を用いて、 F リングで 5 分間照射、 1 5 0 秒冷却、 1 0 分間測定の条件で、

イオウ、カルシウム、ナトリウム、塩素、アルミニウム、マソガソ、カリウム、銅、

臭素及びヨウ素の検蓋線を作成しているので、今回もこの方法に従った。図 l は、臭

素の検量線を示したものであるが、生体試料を用いたスパイク法による検鍼線は、生

体組織に含まれる殆んど全ての元素が、組織重竜 1 0~5  0 0 mgの範囲で、いづれも、

再現性のよい、直線を与える。

結果：

図 2 はヒト母乳を F ーリソグ (C - 21) で 5 分照射後のガ‘ノマスペクトルを示した

ものである。図から明らかなように、カル、ンウムの強いピーク (3 0 8 4, 4 Ke t)の他、

ああたあぎしけ｀‘.まつば如したかし
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ナトリウム、 塩素、

ヨウ素、

マンガン、 アルミニウム、

及びイオウが検出された。

組織（骨を除く）、

である。

表 1 は、

カリウム、 銅、 マグネシウム、

分析結果を示したものである。

臭累、

ヒト生体

血清及び尿などに比較してカルシウムの盪が著しく高いのが特徴

またヨウ素の量が多いの•も甲状腺に次ぐもので、 この事実は、 実験動物（ラ

ッ ト）で同様であって、 乳腺及び乳癌組織ではヨウ素が検出されている。
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